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「ちょぉぉぉっとおっちゃん！」

　あたしが上げたその声に、メシ屋のおっちゃんの背中が、びくっ！　と一つ、大きくふるえた。

　あたしと同席している魔ま道どう士したちも、何事かとこちらに目をやった。

「……な……何でしょう？」

　おっちゃんはおずおずとふり向くと、引きつった笑え顔がおと脂あぶら汗あせを浮うかべつつ、こちらへとやって来る。

「──その態度からすると、あたしが何を言いたいのかわかってると思うけど──」

　あたしは、つい今しがた運ばれてきた料理の皿を指さして、

「これ──カジキサバでしょ？

　頼たのんだのはクロフ魚フイツシユのステーキのはずだけど？」

　あたしの指し摘てきにまわりの空気が凍こおりつく。

　クロフ魚フイツシユ──

　それはここ、オークマンの港町でこの季節のみ水みず揚あげされる、名物の魚だった。

　町に立ち寄ったこのあたし──旅の美少女天才魔道士リナ＝インバースは、ここの魔道士協会の人たちに連れられて、海辺のこの店に来たのだが──

　店のおっちゃんはあからさまに視線を泳がせながら、しどろもどろに、

「そ……それは……いえ、その、そんなことはありませんよ？　正真正しよう銘めい……」

「あのねぇ」

　ことばをさえぎり、あたしは言う。

「あたしは前に、これと全く同じものを食べたことがあるのよ。

　カジキサバの身をオイルにしばらく漬つけてから香こう草そうといっしょに焼いた──

　でしょ？」

「うっ……!?」

　呻うめいたおっちゃんの表情からすると、大体当たりだったらしい。

　あたしはため息ついてから、

「品切れなら品切れって、正直に言ってくれればいーのよ。

　それをニセモノでごまかすなんて、この店のカンバンだけじゃなく、町の名物の名前を汚けがすことにもなっちゃうのよ」

　正直なところ──

　コレがニセモノだと気づいた時、あたしは一いつ瞬しゆん迷ったのだ。それをこの場で指摘するかどうかを。

　言えば、わざわざこの店に連れてきてくれた魔道士協会のひとたちのメンツを潰つぶすことにもなる。

　だが、指摘しなければ？

　店のおっちゃんはニセの料理を出し続け、協会のひとたちはだまされ続ける。

　でもってっ！　何よりもあたしの気持ちがすっきりしないっ！

　空気を読んで黙だまってビンボーくじを引くなど問題外っ！　あたしはクロフ魚フイツシユが食べたいのだっ！

　店のおっちゃんは困った顔で、なぜかあたしの連れ、魔道士協会の人を見やり──

　その時。

　──カァン！　カァン！　カァン！

　外で突とつ然ぜん鳴りだした鐘かねの響ひびきは、あきらかに何かの異常を告げるものだった。

　続いて──

「奴やつだ！　奴が来たぞ！」

　誰だれかが上げた声に、同じテーブルについていた魔道士たちの顔色が変わる。

　あたしは迷わずイスを蹴けって立ち上がり、店の外へと飛び出した！

「──リ、リナさん！」

　その後ろから、あわててついて来る魔道士たち。

　──潮風の香かおる港町。

　通りには人があふれていて、一いち様ように、ある方向に目をやっていた。

　蒼あおい海のひろがる港。

　遠くに小さな島しま影かげ一つ。その手前に浮かぶ大小の船は、一艘そう残らず、港の方に向かっていた。

　──逃にげているのだ。何かから。

　その時。

　水面みなもがゆらめいた。

　深みからにじみひろがる影一つ！

　数艘の船が波に押し流されて──



　ざばぁぁぁんっ！



　りょりょりょりょりょぉぉぉっ！

　水を蹴け立たてて空中高く跳はね上がり、おかしな鳴き声を上げたのは──

　……………………

「……何アレ……？」

　あたしが思わずつぶやいた時には、それは再び海中に没ぼつしていた。

　大きさは、ちょっとしたドラゴンくらい。

　サンマをひたすらでっかくして、ひょろ長い手足を生やしたような形。

　子供が冗じよう談だんで手足を描かき足した、魚のらくがき──そんなふうにしか見えなかった。

　それはまたまた海中から空へとジャンプして、逃げまどう船たちを翻ほん弄ろうする。

　そんなことを何度かくり返し──

　やがて、海は静けさを取り戻もどす。

　攻こう撃げきが終わったらしいと悟さとった港の人たちが、被ひ害がいの確かく認にんをはじめ、沖おきに出ていた船たちは、さすがにこれ以上海の上にいる気にはならなかったか、一目散に港を目指す。

　ざわつく通りにしばしぼーぜんと佇たたずんでから。

「──で？」

　あたしはくるりとふり向いて、連れの魔道士たちに問う。

「何アレ？」

　連れの魔道士三人は、しばし気まずげに視線を交かわしていたが──

「……わかりました……」

　やがて口を開いたのは、一番年上、四十ほどの男だった。

　たしか名前は──クォンタムさん、とかいったはず。

「こうなれば、もはや隠かくしても意味のないこと。全部お話ししましょう──」



「……ここオークマンの町は、しばらく前からある問題を抱かかえていた……」

　あたしをオークマン魔道士協会の会議室に案内し、いっしょにメシ屋に行っていた全員が着席してから──

　クォンタムさんは、ゆーうつそうな口ぶりで、ぽつりぽつりと話しはじめた。

「言うまでもないと思うが、この町の売りは名物のクロフ魚フイツシユ。

　それがなければ、ここは普ふ通つうの港町でしかない。

　実際、クロフ魚フイツシユが獲とれない時期は旅人も少なく、閑かん散さんとしている」

　たしかに──

　新しん鮮せんなクロフ魚フイツシユを味わいたければ、この町に直接足を運ぶしかない。それが旅人を呼び込んでいるのだ。

「ところが……

　もう何年も前からだが、クロフ魚フイツシユの獲れる量は、少しずつ減ってきているのだ。

　我々魔道士協会は、町からの依い頼らいで原因調査に乗り出したのだが──

　わかったのは、クロフ魚フイツシユがカジキサバの変種で、繁はん殖しよく力の弱い繊せん細さいな魚だということだけだった。

　ならば、獲れば減るのは当たり前。

　十分な予算と時間があれば、生態を詳しよう細さいに調べた上で数を確保する手段を見つけることもできるだろうが、どれくらい時間がかかるのかは見当がつかん。

　このままでは数は減る一方。

　獲るのを止やめれば明あ日すが立ちゆかず、獲り続ければ未来が立ちゆかぬ。

　──そこでっ！」

　クォンタムさんの声のトーンがはね上がる。

「我々は考えた！

　ならば、我々は我々のやり方で増やせばいい、と！

　最初はコピー・ホムンクルスの技術でクロフ魚フイツシユを増やすことを構想した。

　しかし試作品を数点作ってはみたものの、製コ作ス費トの面からこれは断念。

　次に考えたのが、合キ成メ獣ラ製作の技術を使ったもの！

　つまりはクロフ魚フイツシユの、種としてあまりにも弱い部分を補おうという構想！

　より強きよう靱じんに！　より大きく！

　そのコンセプトのもと、クロフ魚フイツシユをベースに大型魚数種、淡水竜ウオータードラゴンとラーゴン種半魚人とタケノコを合成！

　それこそがあれ、クロフ・極マ大ク型ロっ！」

「いや待てぃっ！」

　語るうちにアツくなってきたか、力いっぱい叫さけぶクォンタムさんに、さすがにあたしは待ったをかけた。

「他ほかのは百歩譲ゆずって目をつぶるとしてっ！

　何その最後のタケノコってのはっ!?」

　しかしクォンタムさんは平然と、

「無論、風味を調ととのえるためだ」

　迷いも無しに即そく答とうした。

「種として強く大きくしたら味が変わった、というのでは本末転てん倒とう。

　改良した上で、クロフ魚フイツシユと同じ味でなければならない。

　それを再現するためには、どうしてもタケノコを合成する必要があったのだ」

「……な……なるほど……」

　あたしはあいまいにあいづちをうつ。

　タケノコはまだとにかくとして、誰がなにゆえ、淡水竜ウオータードラゴンやラーゴン種半魚人の味を知っていたのか疑問だが、答えを知るのはむしろコワそうなので流しておく。

「だがっ！

　完成し、海に放ったクロフ・マクロは我々の想像を超こえて急速に巨きよ大だい化し、あろうことか漁のジャマをするようになったのだっ！

　死者こそ出てはいないものの、クロフ漁の成果は最近さっぱりで……

　そんな時！

　私の耳に飛び込んできたのは、旅の魔ま道どう士しリナ＝インバース、つまりあなたが、この町に向かっている、という噂うわさだった」

「──なるほど」

　それであたしは納なつ得とくいった。

　実を言うと。

　何かおかしい、とは思っていたのだ。

　あたしはこの町に入る直前、道ばたで休んでいた魔道士に声をかけられたのだ。

　相手はこちらを知っていたらしく、旅の話を聞かせほしいと同行し、他の魔道士二人と合流。そのままメシ屋へ一直線、という流れだった。

　たまたま、と解かい釈しやくするより、最初から、何かの依頼をするために、あたしを待っていた、と考えた方が自然である。

「そう──」

　クォンタムさんはうなずいて、

「食べるか暴れるかイート・オア・ランベージ二者択たく一いつと噂に名高いリナ＝インバースが、クロフ魚フイツシユが食べられない、などと知ったら暴れだすこと間ま違ちがいなしっ！」

「──をい。」

「ならばこの町に甚じん大だいな被害がもたらされることは火を見るより明らかっ！

　その損害規模はおそらくクロフ・マクロの比ではないっ！

　ならば町の異変に気づかせぬよう、適当なまがいものを食べさせてだまくらかして、ちゃっちゃと穏おん便びんに立ち去ってもらう以外に道は無しっ！」

「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇいっ！」

　さすがにあたしが絶ぜつ叫きようすると、クォンタムさんは、よーやく自分が何を口走っていたのかに気がついて、びくっ！　と一つ身をふるわせ、つめたい汗あせをかきながら、

「あ。いや。

　だまくらかす、と言っても決して悪い意味ではなく、むしろいい意味で！」

「今の話の流れを一体どういい意味に解釈しろと？

　……あたしはてっきり、クロフ・マクロを退治してくれとか、そーゆー依頼だと思ってたのに」

「いやいや！　退治だなんてそんな、めっそーもない！」

　つぶやくあたしに、クォンタムさんはあわてて手を振ふり、

「リナさんにそんなのをお願いしたら、あたりがメチャメチャに──あ、いい意味でメチャメチャになるに決まってますから！」

　……『いい意味で』とつけたらなんでもフォローになると思ってるんだろーか、このおっさんは……？

　さすがにムカッとするものの、ここであばれたりしたら、『ほらやっぱり噂通りだった』とゆーことになる。そちらの方が腹が立つ。

　あたしは気持ちを落ち着かせ、

「……んっふっふっ……

　どーやら誤解があるみたいだけど、あたしは別に、何でもかんでもめちゃくちゃにする、ってわけじゃないのよ？」

『えっ!?　そうなんですか!?』

　声をハモらせる魔道士全員。

　……一体どんなふーに思われてるんだろーか。あたしは。

　ひきつるほっぺたをなだめつつ、あたしは極力れーせーな口ぶりで、

「変な噂がひろまってるから、そーゆーカン違ちがいをしてる人が多いみたいだけど……

　考えてみて？

　もし噂が本当だったら、あたしに依頼する人なんていると思う？

　結果としておおごとになる時もあるのは認めるけど、たとえばドラゴンがあばれているとか、そーゆー大きな事件の場合、話し合いで平へい穏おん解決、なんてのはもとより無理な相談でしょ。

　だからといってほうっておけば、被害はもっとひどくなる。

　なら、どうするのが結果的により被害が小さくて済むか、って話よ」

　説明に、クォンタムさんの目つきが変わる。

　テーブルに身を乗り出すと、こころもち声をひそめつつ、

「──それはつまり──

　あなたに頼たのめば、クロフ・マクロをなんとかしてくださる、と？」

「そういう解釈もできるわね。

　もちろん──

　それなりの報ほう酬しゆうがもらえるなら、って話だけど」

　あたしは言った。

　魔道士が創つくったクロフ・マクロが漁のジャマをしている以上、協会のみなみなさんは肩かた身みの狭せまい思いをしているだろう。

　一刻も早い解決を望んでいるはず。

　あたしは本来、ややこしいことに巻き込まれるのは嫌きらいだが、クロフ魚フイツシユの本物は食べてみたい。

　双そう方ほうの利害と思惑おもわくは一いつ致ちしているのだ。

　あたしの言いたいことを察して、クォンタムさんのまなざしが変わる。

「ふむ──

　で、あなたの言うそれなり、とは、具体的にはどれくらいの額を指すのかな？」

「とーぜん、しごとのむずかしさ、条件によって変わってくるわね」

　二人の視線が互たがいの手の内を探さぐるようにからみ合い──

　かくて。

　依頼の金額と条件の交こう渉しようははじまった。



　潮の香かを含ふくんだ風が心地ここちいい。

　港を出たのは日の出前だが、おひさまはすでに水平線から顔を出している。

　カモメの鳴き声と波の音。こんな状じよう況きようでさえなければ、昼ひる寝ねでもしたいところだった。

　こんな状況──

　もちろん言うまでもない。クロフ・マクロの討とう伐ばつである。

　依頼を受けたその二日後。日の出の前に作戦ははじまった。

　──聞いた話から察するに、クロフ・マクロは、ある程度の数の漁船が沖おきに出ると襲おそってくるらしい。

　そこで、昨日のうちに地元漁師さんたちに協力をとりつけ、そして今日、一いつ斉せいに船を出してもらったのだ。

　作戦はいたって簡単。

　出た船のうち一艘そうにあたしが乗り込み、クロフ・マクロが出てくれば、攻こう撃げき魔術をぶちかまして退治する。

　むろん相手が現れなければ、普ふ通つうに漁をすればいい。

　沖に出た船は思い思いの場所で、網あみで、あるいは一いつ本ぽん釣づりで漁をはじめていた。

　あたしが乗った船を操あやつる漁師のおっちゃんも、船の左右から釣つり糸いとを垂らし、すでに何匹びきか魚を釣り上げている。──残念ながらクロフ魚フイツシユじゃあないけれど。

「──ん？」

　唐とう突とつに。

　漁師のおっちゃんは小さく呻うめくと、いそいであれこれ片付けながら、

「出番だぞ、女魔道士さん！　奴やつが来た！」

「──わかるの!?」

　あたしの見た限り、とりたてて変わった様子はないのだが──

「当たりめぇよ！　こちとらずっと漁師やってんだ！　間違いねえ！」

　そこまで言うなら、ここは漁師さんの感覚を信じた方がいいだろう。

「オッケー！　じゃあ打ち合わせ通り、いつもと同じように逃にげて！」

　言うとあたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えはじめた。

　よく見れば、あちこちに浮うかぶ他の船にも、あわただしい動きが見て取れた。

　ほどなくカモメが鳴き止やむと、陸の方へ向かって飛んでゆく。

　さすがにここまで来ると、あたしにも異常なのがわかってくる。

　そして、少し離はなれた海の中、ゆらめく巨大な影かげ一つ！

　──来たっ！

「奴だっ！」

　漁師の誰だれかが叫さけんだ時には、漁船の群れはことごとく陸を目指してこぎ出していた。

　黒い影が船団に迫せまる。

　それはまさしく、二日前と同じ情景。

　水面みなもがゆらめき波立って、あたしの乗った小さな船も大きく揺ゆれる。

　あたしはふり落とされないように、へりを掴つかんでふんばって。

　──そして。

　海が、割れた。

　もりょりょぉぉぉぉぉぉぉっ！

　雄お叫たけびとともに、水中から空中高くへはね上がったのは黒い影！

　巨きよ体たいが近すぎて黒こく影えいとしか見えないが、まさか違う相手のはずもない！

　あたしが待っていたのはまさにこの時っ！

　あらかじめ唱えておいた呪文を巨体に向けて解き放つ！



    

  
    
      「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」

　その名の通り、竜ドラゴンをも屠ほふる攻撃魔術！　直ちよく撃げきすれば粉みじんっ！　赫あかい光が巨体に向かって収束し──

　だがその時！

　視界の中で細長い何かが動く！

　刹せつ那なに等しい時間の中で、あたしの目は、何が起きたのかを捉とらえていた。

　細長い何か──クロフ・マクロの手が動き、自分の体からウロコを数枚むしり取る。

　それを虚こ空くうに投げ放ち──

　あたしが放った赤しやつ光こうは、そのウロコの方に収束した。



　づがどぁぅぁん！



　爆ばく発はつの生む衝しよう撃げき波はが全身を震ふるわせ、海を、船を翻ほん弄ろうする。

　やがて衝撃と波がおさまって──

　残ったのは、海と、船の群れ。

　クロフ・マクロの姿はない。

「……や……

　やったぞ！　奴め！　木こっ端ぱ微み塵じんだ！」

　漁師のおっちゃんが上げる歓かん喜きの声に──

「──残念だけど──」

　しかしあたしは左右に首を振る。認めたくはないけれど。

「外はずれた──いえ、外されたわ。

　奴は──たぶん、まだ生きてる」



　漁師町の朝は早いが、夜も早い。

　本来は日の出前に漁に出かける人々は、あたりが暗くなってほどなく眠ねむりにつく。

　そのせいか、酒場やメシ屋も、普通の観光地よりずっと早く店を閉める。

　クロフ・マクロのせいで漁に出られないこんな日でも、その習慣は変わらない。

　あたしは宿の二階に取った自分の部屋で、ベッドの上にあおむけになり、昼間のことを考えていた。

　まさか竜破斬ドラグ・スレイブをいなされるとは。

　本来この術、何かを盾たてにしたとしても、術は目標の相手を起点に発動する。

　しかしクロフ・マクロは、ウロコ──つまり自分の一部を盾にすることで、そちらが目標だと術に誤解させたのだ。

　さすがにこれは、たまたまだと思いたい。

　仮にクロフ・マクロが、創つくり出した魔ま道どう士したちの予想をはるかにはるかに超こえた知能を獲かく得とくしていたとしても、それを活いかすには知識が必要。

　食用目的で海に放されたクロフ・マクロが竜破斬ドラグ・スレイブに対たい抗こうするための知識を海の中で身につけた、と考えるのは、さすがにいくらなんでも無理がある。

　実際は──

　空中に跳とんだクロフ・マクロは、あたしの術を見て危険なものを察知した。

　何かを盾にしようとしたのだが、あいにく空中あたりにそんなものはない。

　そこでとっさに自分のウロコをむしってほうり投げ、結果として防ぐことになった。

　そんなところではないだろうか。

　何にしろ。

　今日のことで、どうすれば竜破斬ドラグ・スレイブを防ぐことができるのか、クロフ・マクロは学んだだろう。

　同じことをやれば確実に防げる、というわけでもないだろうが、こちらとすれば、防がれる可能性がある以上、考え方を変える必要があった。

　あのあとクロフ・マクロは海中に没ぼつしたままだが、おそらく生きているだろう。

　死んでいたなら、浮ふ遊ゆう物ぶつなり何なりの跡あとが見えるはずである。

　あたしの攻こう撃げきにおそれをなして、どこかに立ち去ってくれれば、それはそれでいいのだが──

　また出てきたならば、どういう手で仕留めるか。問題はそこである。

　むろんのこと。

　あたしは竜破斬ドラグ・スレイブの他ほかにも、あれを倒たおせる術をいくつか知っている。

　だが、クロフ・マクロはこっぱみじんに吹ふっ飛ばして倒す必要があった。

　なぜならば。

　あたしがクロフ・マクロを倒す──もしくは追い払はらう報酬として要求したのは、依い頼らい金きんと、クロフ魚フイツシユ料理のフルコース。

　だがっ！

　氷づけなどの手段でクロフ・マクロを倒した場合、『味はいっしょだから』と、そっちの肉で作った料理を出される可能性があるのであるっ！

　もしクォンタムさんの言う通り、クロフ・マクロの味が本物を再現したものならば、新しん鮮せんな本物を食べたことのないあたしはニセモノだと気づかないだろう。

　──味が同じならいいじゃん、と思ったあなた。それは間ま違ちがっている。

　あたしはあくまで本物を食べたいのだ。

　本物志向、とかそーゆー話ではない。クロフ・マクロが本当に、本物の味と風味を再現できているという保証はないし、なにより自分が攻撃呪文でぷち倒した珍ちん妙みような合キ成メ獣ラなんぞ食べたくない。

　しかし竜破斬ドラグ・スレイブ以外の術では、あとかたもなく、というのはむずかしい。

　なら他の術で追い込んで、竜破斬ドラグ・スレイブを最後に叩たたき込む形にするしかないのだが──

　そんなことを、どれくらいの時間、考え続けていただろうか。

　こんっ、こんっ。

　はっきりとしたノックの音が、あたしの考えを遮さえぎった。

　──こんな時間に？

　深夜、とまでは言わないが、町はとっくに寝ね静しずまっている。一体誰が──

　あたしはベッドに半身を起こすと、ドアの方に目をやって──

　ふと気づく。

　ノックが聞こえたのはドアの反対──板戸を閉めた窓からだったと。

　だがここは、宿の二階。

　窓の外にはベランダもなく、ノックをするには宙にでも浮かぶしかない。

　魔道士には浮遊レビテーシヨンの術を使える者も多いが、そんな訪おとずれ方をする意味はない。

　何かの理由であたしを狙ねらう敵ならば、当然ノックなどしない。

　なら単に、虫か鳥かが窓に当たっただけなのか──

　思ったその時。

　こんっ、こんっ。

　はっきりとしたノックの音とともに、窓の戸板が小さく揺れて──

　思い当たる。

　浮遊レビテーシヨンで窓の外からお部屋訪問、など『普ふ通つう』はやらない。

　しかし残念ながら、あたしには、おせじにも『普通』とは言えない知り合いがいたりする、ということに。

　……あいつか……

　思わず漏もれる深いため息。

　一いつ瞬しゆん、無視しようかとも思ったのだが、それで相手があとさき考えず、強きよう硬こう手段に出てきてもめんどーである。

「はいはーい」

　あたしは疲つかれた声で答えて窓に歩み寄る。

　路銀が尽つきたので部屋に泊とめろ。玄げん関かんから行くと宿の人に見られて宿代を払わされるのでここから来た──

　そんなことを一気にまくし立てられるのを予想して板戸を開き──

『あ。夜分に失礼します』

　そこに。

　でっかい魚の顔があった。

『昼間、こちらの窓にお顔が見えたものですから。皆みなさんをお騒さわがせしないよう、このような不ぶ躾しつけな訪問になったことを、まずはお詫わびします』

　言って。

　無人の道に正座したクロフ・マクロは、ぺこりと頭を下げたのだった。



　人生において。

　対応に困る時、というのは何度もある。

　でもってたいていは、困っているうちに状じよう況きようの方が流れていくのだ。

　そしてこの時も。

『さて、突とつ然ぜん貴方あなた様のもとをこうして訪れさせていただいたのは、外でもありません。

　今朝方、貴方様のお力を拝見させていただいて、ああ、この方にはかなわないな、と悟さとった次し第だいでありまして。

　からくもこうして生き長らえてはおりますが、あの時、自分でもどうやって難を逃のがれたのか、よくわかっていないような次第でして。

　もう一度貴方にあれをやられたら、おそらく二度目の僥ぎよう倖こうは無いだろう、と覚かく悟ごいたしまして。

　ただ──当方にも漁を邪じや魔まする理由というものがございまして。

　誠まことに身勝手とは思いながらも、穏おん便びんに済ませる方法を模も索さくするべく、恥はじを忍しのんでご相談にまかり越こした次第です。

　どうか何なに卒とぞ、話だけでも聞いていただけませんでしょうか』

　クロフ・マクロは、えんえんとしゃべり続けたあと、ひた、とあたしの目を見つめて返答を待つ。

　……ええっと……

「しゃべれるんだ。」

　長い思考停止から抜ぬけ出した、あたしの第一声はそれだった。

　対するクロフ・マクロは、

『ええ。たしなみで』

　たしなみか。そうか。

　なら仕方ないです。

　細かいことをツッコむのはきれいさっぱりあきらめて、

「それで……ええっと……

　漁をジャマする理由がある、とか言ってたけど、とりあえず、それを聞かせてもらいましょーか」

『はい』

　答えて、クロフ・マクロは遠いまなざしを浮うかべた。

『ご存じかもしれませんが、私はこの町の魔道士協会の方たちによって、食用として生を享うけ、海に放たれました。

　その頃ころの私はまだ何の知識も知ち恵えもなく、自分が食用であることにさしたる疑問も抱いだかぬまま、漠ばく然ぜんと日々を過ごしていました。

　けれどある日──

　見上げれば陽ひの光が水面みなもにゆらめき、あたりでコンブが海流にそよぐ──



    

  
    
      　そんな場所での出会いが、私の魚じん生せいを変えてしまったのです。

　出会った彼女は──美しい魚ひとでした。

　私たちが恋こいに落ち、将来を誓ちかい合うようになるのに、さしたる時間はかかりませんでした。

　けれど。

　彼女のお母様は、私たちの結けつ婚こんに猛もう反はん対たいしたのです。

　お前のようなわけのわからない魚に大事な娘むすめはやれない。うちは代々由ゆい緒しよ正ただしいサバの家系だ、と』

「サバなのっ!?」

『ええ。サバです』

　思わずツッコむあたしに答えるクロフ・マクロ。

　話の展開からして、相手はクロフ魚フイツシユだとばかり思っていたら──

　……とゆーか、魚にもあるのか。姑しゆうとめ問題。

　クロフ・マクロは話を続ける。

『それでも私たちはあきらめませんでした。

　お互たがいが本当に愛し合っているのだと、お義か母あさんを説得したのです。

　その結果──

　お義か母あさんは私に、人間たちの漁をやめさせろ。それができたなら娘とのことを許してやってもいい、という条件を出してきたのです。

　私はそれを呑のみ、漁の妨ぼう害がいをはじめたのです。

　ただ──死者は出さないように気をつけたつもりではあります』

　──そういえば確かに、死者は出てない、という話だったが。

『食用目的とはいえ、私を生み出してくれたのは人間ですし。

　人の命を奪うばってしまえば、憎にくしみは憎しみを生み、果ては人とサバとの全面戦争にまで発展しかねません』

　いや。さすがにその戦争はないと思うけど。

『けれど──

　貴方が現れた以上、私の命運は決したのと同じです。

　しかし私はあきらめたくない！　彼女との愛を貫つらぬきたい！

　ゆえにこそ！

　筋すじ違ちがいとは知りながら、こうして貴方のご寛かん恕じよにおすがりすることしかできなかったのです！

　この魚めを哀あわれと思い、どうか！　どうかこの件から手を引いていただけないでしょうかっ!?』

　言って深々と頭こうべを垂れる。

　……うーん……

　むろんのこと。

　この場で即そく座ざに呪じゆ文もんを唱えて吹ふっ飛ばす、という選せん択たく肢しもあたしにはあるが、さすがにそれは寝ね覚ざめが悪い。

　かといって、漁のジャマを見み逃のがす、というわけにもいかず──

　あたしはしばし考えて──

「愛が足りないわ」

　あたしは言った。

『……え……？』

　クロフ・マクロが顔を上げる。

「あなたとその魚ひとは愛し合っているんでしょう？」

『も──もちろんです！』

「お義か母あさんは、人間の漁をジャマし続ければ許す、という条件を出してきた。

　けど考えてみて？

　いつまでジャマし続ければいいの？」

『──あ──！』

「ずっと──なんてこと、当然できるはずはないわ。

　ここであたしがあなたの願いを聞いて、町を立ち去ったとしても、またいつか、腕うでの立つ別の魔ま道どう士しか戦士があなたを退治しにやって来る。

　そのことはたぶん、お義か母あさんにもわかってる。

　お義か母あさんの目的は、あなたを試ためすことじゃなくて、あなたをあきらめさせることよ。

　それくらいのこと、本当はあなたも薄うす々うす気づいてるんじゃない？」

『……それは……』

「一番大事なのは二魚ふたりの気持ちと幸せな魚じん生せいでしょ？

　お義か母あさんの許しは、二魚ふたりの魚じん生せいをより幸せにするためのものだけど──そっちに力を注いで、二魚ふたりの幸せをないがしろにしたんじゃあ、それこそ本末転てん倒とうよ。

　大事なのは二魚ふたりの愛。そこを見失ってしまうんじゃあ、愛が足りない、としか言いようがないわね」

『た……たしかに……』

　クロフ・マクロは小さくうなずく。

　夜の空には月と星。

　完全に寝ね静しずまった町の中、宿屋の窓まど越ごしに、あたしはでっかい魚に向かって、愛について語り続ける。何このシチュエーション。

　ちょっぴし自分の人生に疑問を抱いたりもしたけれど、あたしはそんな刹せつ那なの迷いをふり切って、ことばを続ける。

「本当に大切にしなくちゃあならないのは、お義か母あさんじゃなく彼女でしょ？

　そして彼女が一番悲しむのは、あなたが人間と戦って死んじゃうことじゃない？

　なら、あなたが本当にやらなきゃあならないのは、お義か母あさんの出した条件を満たそうとして死ぬことじゃない。

　生きて彼女と幸せになること、でしょ？

　たとえお義か母あさんの許しがもらえなくたって。たとえ彼女と駆かけ落ちしたって。

　違ちがう？」

『……全く……その通りです』

　しみじみつぶやくクロフ・マクロ。

　──ここまで来ればもはや言うまでもないが──

　あたしの狙ねらいは、舌先三寸でこいつを丸め込み、どこか遠くに駆け落ちさせることであるっ！

　こちらとしては、漁が再開できるようになればいいのである。

　町の人たちには、クロフ・マクロはあたしの攻こう撃げき呪文におそれをなして逃にげた、と説明すればいい。

　依い頼らい料の全額支し払はらいは渋しぶってくるかもしれないが、あたしの本命はクロフ魚フイツシユ料理の方である。

「ならっ！

　なるべく早く、それこそ海に帰ってすぐにでも、彼女と話し合って、どこか遠くに行くのよ。

　お義か母あさんがそばにいたら、絶対何かジャマをし続けるでしょーし」

『わかりました。ありがとうございます。

　……貴方に相談して、本当に良かった……』

　──かくて──

　クロフ・マクロは、深々と頭を下げると、夜の海へと帰っていったのだった──



「けど……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　不安の声でつぶやくと、漁師のおっちゃんの一人は沖おきへと目をやった。

　明けて翌日。

　あたしはクォンタムさんとともに、漁師のみんなを呼び集め、船を出すように頼たのんでいた。

　とはいえむろん、漁師さんたちの中にはしりごみをする人もいる。

「昨日見たあんたの術は確かにスゲェし、腕うで前まえを疑うつもりはねえよ。

　けど、もし相手が手負いだったら、気き性しようが荒あらくなってるだろう？

　へたすりゃあ今度は死人が出るぞ？」

　漁師さんの心配は、事情を知っているあたしからすればただの杞き憂ゆう。

　──とはいえさすがに、本当のことを語るわけにはいかない。そもそも信じてもらえないだろーし。

　結局は、なんとか船を出し、安全になったと実感してもらうしかない。

「だからって、いつまでも船を出さないわけにもいかないでしょ？

　それじゃあ漁もできないんだし」

「それはそうだが……さすがに昨日の今日というのは──」

　などと話をしていた、まさにその時。

　ズぱんっ！

　聞こえたのは遠い水音。

　──え──？

　反射的に目をやれば、はるか沖、小島の近くに高々と上がる波しぶき。

　そこから虚こ空くうに弧こを描えがき、こちらに向かう黒い影かげ。

　──あれは──まさか──

　影は青空を横切って、みるみる大きくなってゆき、相談していたあたしたちの近くの海へと──



　ずばぼぉぉん！



　しぶきを立てて落下した！

「なっ!?」「何だ!?」

　何が起きたのかわからずに、あわてふためくまわりの人々。

　そんな中。

　あたしだけは、飛んできたものの正体を見み極きわめていた。

　──だが──なぜ──？

　そばの海面が盛り上がり、吹っ飛んできたものが姿を現す。

　どよめきうろたえるクォンタムさんと漁師さんたち。

　港のはしけのすぐ近く。ひょろりとした手足でよろよろと身を起こしたのは、ほかでもないクロフ・マクロ！

「──ちょっと！　何があったのよ!?」

　あたしが声をはり上げれば、クロフ・マクロはこちらに目をやり、

『……ああ、昨日の方』

『しゃべったっ!?』

　まわりの人たちがどよめくが、とりあえずそちらは無視して、

「どうしたのよ一体!?」

　再び問えば、クロフ・マクロは苦しそうな声で、

『貴方あなたのアドバイス通り……彼女と二魚ふたりだけでどこか遠くに行こう、ということになったんですが……

　お義か母あさんに気づかれてしまって、このありさまです……』

「このありさま──って──」

　まるでそれでは──

　そのお義か母あさんとやらに、ここまで吹っ飛ばされた、と聞こえるのだが──

「リ、リ、リナくんっ!?」

　混乱するあたしに、やはり混乱しているクォンタムさんが、すがるように、とがめるように問いかける。

「きみっ、クロフ・マクロと知り合いなのかねっ!?」

　あーもーっ！　めんどくさいっ！

　あたしは、びっ！　とクロフ・マクロを指さして、

「昨日の夜、こいつがあたしを訪ねてきて、海で出会ったサバの彼女のお義か母あさんに、漁のジャマをするように頼まれているんだけどどうしたらいい、って相談されたから、かけおちでもしなさい、ってアドバイスしたのよっ！」

「……そんな馬ば鹿かな話が……」

「そう言われると思ったから黙だまってたのよっ！

　けどこの状じよう況きよう見たら受け入れるっきゃないでしょ!?」

　クォンタムさんはとまどい顔で、

「し……しかし、ということは……クロフ・マクロはたった今、サバのお義か母あさんに吹っ飛ばされた、ということになるぞ？　さすがにそれは──」

　ありえない。あたしももちろんそう思うのだが──

「ねえ！　あんたのそのお義か母あさんってどんな魚なの!?」

　問えばクロフ・マクロは沖に目をやり、

『サバです。もちろん。ほら──』

　と海を指さした。

『普ふ通つうよりちょっと大おお柄がらですが……見えるでしょう？』

　言われてみんなでそちらを見れば──

　しかしそこには、いつもと同じ青い海。

　海中に巨きよ大だいな魚ぎよ影えいが見えるとか、そんなことは一いつ切さいなく。

「──そういえば──」

　沖をきょろきょろ見回しながら、つぶやいたのは一人の漁師さん。

「ガキの頃ころ、じいちゃんから、とてつもなくでっかい主ぬしがいる、なんて話を聞かされたおぼえがあるけどよ……魚なんぞ見え……

　………………あれ？」

　声が途と中ちゆうで凍こおりつく。

「どうしたの？」

　あたしが問えば、その漁師さんは、とまどうようにしばし沈ちん黙もくしてから、

「小島の場所、おかしくねえか？」

　──え……!?

　あらためて沖に目をやる。

　青い海。遠くに見える小さな島。まわりには波が揺ゆらめいていて。

　──というか──

　別の漁師さんがつぶやいた。

「……あれ、動いてないか」

『ええ。ですから』

　と、クロフ・マクロ。

『あれがお義か母あさんです。見えているのは背ビレの先だけですが』

　……………………………………

　一いつ瞬しゆんとも永遠ともつかぬ沈黙のそのあとで。

『ちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇいっ！』

　全員の総ツッコミは奇き跡せき的なハモリを見せた。

「サバでしょサバ！　不可思議な怪かい生物とかじゃなくて！」

『昔から大柄で、子供の頃はよくからかわれたと聞いています』

「そーゆーレベルの問題じゃないし！」

「いや待てリナさん！」

　わめくあたしに言ったのは、クォンタムさんだった。

「水中で生きる魚は、長生きすればするだけ大きくなるという。

　それに、この海の続くその先は魔ま族ぞくの領域とも言われる魔ま海かい。何があっても不思議ではない」

　いや。さすがにサバがあそこまで超ちよう巨きよ大だい化かするのは不思議ですよ？

　つか、常識外のできごとを魔海のせいにして、説明したつもりになるとゆーのはいかがなものか。

　とはいえ。

　そんなふうに言われれば、つい納なつ得とくしてしまいそうになるのが人の悲しさ。

「──魔海か」

「そうか、魔海の仕し業わざなら……」

　あたりの漁師さんは言ってうなずく。

　まあ逆に、魔海の影えい響きようではない、と主張する根こん拠きよがあるわけでもないのだが──

　原因はさておき、当面の現実問題として、でっかいサバがいるのなら──

「細かいことも細かくないこともさておいてっ！」

　あたしは沖の小島──もとい。サバの背中を指さして、

「早い話が、アレをぶっ倒たおせば全部丸くおさまるんでしょっ!?」

『ち、ちょっと待ってください！』

　だがそこに、あわてて待ったをかけたのはクロフ・マクロ。

『たしかに私はお義か母あさんに結けつ婚こんを反対されていますけど、だからといってお義か母あさんをどうこうしようなんて、非ひ魚じん道どう的てきなことをしようとは思いません！　やめてください！』

「じゃあどうすんのよ!?　あなたじゃああの魚ひとに勝てないんでしょ？」

『それはそうですけど──』

「だいじょーぶ！　ちょっとおどかすだけだからっ！」

『貴方の術は、ちょっとおどかす、というレベルのものじゃないでしょう！　やめてください！

　お義か母あさんを傷つけるというなら、私も黙って見ているわけにはいきません！』

「へぇ。

　黙って見ていられない、ってことは、どうするつもりなわけ!?」

　陸と海、あたしとクロフ・マクロの視線が火花を散らし──

「……今の話聞いて思ったんだけど」

　おずおずとした漁師さんの声が、緊きん迫ぱくした二人の間に横から滑すべり込む。

「これ、俺らがサバをとらなきゃ済むだけの話なんじゃねえか？」

　……………………

『それだぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　あたしとクロフ・マクロの上げた声は、潮風の中で唱和した。



　かくてこの年。

　人類とサバの間に和平条約が締てい結けつされた。

　漁師たちはサバが釣つり糸いとや網あみにかかっても海に放してやる。そのかわり、クロフ・マクロとサバ一族は、名物クロフ魚フイツシユの保護と育成に力を注ぐ。

　その条約を結んだ功績により、クロフ・マクロはお義か母あさんにも認められたらしい。

　──和平条件のアイデアを出したのは漁師さんだということで、あたしの依い頼らい料はさすがにちょっと目減りしたが、クロフ魚フイツシユ料理をたっぷり食べることもできたし、おーむね良し。

　……クロフ魚フイツシユたちにとっては、めーわく以外の何ものでもないよーな気はするが、少なくとも、沖おきに小島がある限り、この町は漁で栄えてゆくことだろう。

　とりあえず、めでたしめでたし。



（碧へき海かいの影かげ：‥おしまい）



    

  
    
      
        恋こいせよオトメ



      

    

  
    
      

　闇やみの中に敵意が閃ひらめく。

　だがそれは、あたしに向けられたものではない。

　戦いの気配を感じ取り、あたしはその場に足を止めた。

　月の光降る夜の町。戦っているのだ。誰だれかと誰かが。

　むろんのこと。

　そんなものに巻き込まれたくなんぞはない。あたしは気配の場所を避さけ、まわり道をしながら宿へと向かう。

　──誤解されることがなぜか多いのだが、このあたしリナ＝インバース、別に戦いが好きなわけではない。

　平和主義者、とまでは言わないが、無用な戦いはできればしたくない。

　……たった今、町の近くに根ね城じろを構えた盗とう賊ぞく団をぶちのめし、おたからをかっぱらって来たばかりの奴やつがそんなことを言っても説得力が無い、などと思う人も中にはいるかもしれないが──

　盗賊団退治による治安維い持じ！　およびそのおまけとしてのおたからゲットは、決して無用なことではないっ！

　と、ゆーことで、通り一つ分ぐるりとまわり込み──

　だがその時。

　気配が動いた。

　しかも──こちらに向かって！

　まずい。このまま進めば巻き込まれる。

　あたしは足音を殺しつつ、またまた進路を変えて──

　だがしかし！　それでも気配は近づいて来る！

　確信する。相手はあたしの存在に気がついて、巻き込もうとしているのだ、と。

　おにょれ一体なにゆえにっ!?

　気配は近い。だが、どこから──

　思った瞬しゆん間かん。

「そこの人ぉぉぉぉっ！」

　声は上から降ってきた。

　思わず半歩よけた所に、上から下へと影かげがよぎる！

　その影──屋根の上からあたしのそばへと飛び降りてきた一人の女は、

「あぶない！　逃にげて！」

　なんぞと叫さけびつつ、あたしの後ろにまわり込む！

　──って、あたしを盾たてにする気まんまんかっ!?

　しかし、あたしがツッコミを入れるよりも先に。

「どいてくれるわネ？　かばい立てすると痛い目に遭あうわよ」

　別の女の声は上から聞こえた。

　ふりあおいだその先には、屋根の上、星空を背景に佇たたずむ女の影。

「──あたしは──」

「見ず知らずのわたしをかばってくれるなんてっ！　どうしてっ!?」

　否定しようとしたあたしのことばを無理矢理さえぎり、後ろの女が声を上げた。

　屋根の上の女は、そちらの方を真まに受けてか──

「なるほどネ」

　ぽつりとこぼして、ふわり、と屋根から飛び降りた。

　猫ねこを想おもわせるしなやかな動きで、こちらからやや離はなれた場所に着地して──

　その拍ひよう子しに、夜目にもわかるふくよかな胸が、これ見よがしに上下する。

「この世せ知ち辛がらい世の中で、見知らぬ人を助けるなんて、奇き特とくな人がまだいたのネ」

　二人目の女は、言ってもの珍めずらしげにあたしを見た。

　暗くてはっきりとは見えないが、美人だというのは感じ取れる。

　顔立ちだけの問題ではない。物もの腰ごし、動作の一つ一つから、成熟した女性の空気をかもし出している。

　色っぽいねーちゃん、ということばは、たぶんこーゆー人のためにあるのだろう。

「でも知ってる？　身の程ほどを知らずに首を突つっ込むと痛い目に遭うってネ」

　彼女はポケットかどこかから、小さな何かを取り出すと、それを自分の左目にかけた。

　片眼鏡モノクル──？

　彼女があたしを見つめたままで指先を動かすと、ピピピッ、と小さな音がして、片眼鏡モノクルの表面に淡あわい光が浮うかぶ。

　──何かの魔法の道具マジツクアイテムだろうか？

　彼女は片眼鏡モノクル越ごしにあたしを見つめたまま、かすかに苦く笑しようを浮かべ、

「ロマンス力りよくたったの五？　ごみネ」

　ぴぴぴくっ。

「……何？　そのロマンス力りよくって？」

　言ってる意味はわかんないけれど、悪口なのはじゅーぶんわかる。こめかみ引きつらせながらあたしが問えば、相手はさも得意げに、

「その名の通り、異性を惹ひきつける力のこと。

　この偵ス察カ魔ウ道タ器ーを使えば数値を測定できるんだけどネ」

「……へー……そーゆーのって、見ただけでわかるんだ……」

「当然よ。しぐさや容姿から分ぶん析せきして、ネ。

　女の場合はバストのトップとアンダーの差とか──」

　ぷちんっ。

「どやかましいわ爆裂陣メガ・ブランドっ！」



　ずんどご。



「のっきゃうぅぅっ!?」

　放った怒いかりの一いち撃げきに、ひとたまりもなく吹ふっ飛ぶと、女はあっさり気絶した。

　おにょれっ！　外見ですべて決めるとは許すまじっ！

　いまだあふれる怒りをおさえつつ、息を整えていると、

「……強いのね、あなた」

　後ろから聞こえた声に、あたしはようやく一人目の存在を思い出した。

「──あんたねえ！　わざとあたしを巻き込んだでしょ!?」

「そんなことより、聞いて！　わたし、狙ねらわれてるの！」

　あたしの文句を聞き流し、自分の窮きゆう状じようを訴うつたえて来る。

　むろん、こっちの言うことを無視する相手の言い分なんぞに、耳を貸してやる義理はない。

「知るかぁぁぁぁっ！」

　言い捨てるときびすを返し、宿の方に向かって歩き出す。

　その背中に。

「いいの？　バストサイズで女の価値を決めるような連中がはびこる世の中になっても？」

　女のかけたことばは、不本意ながら、あたしの足を止めるには充じゆう分ぶんだった。



　宿の一階にあるメシ屋兼けん酒場。ランプの光の中であらためて見る彼女は、短い赤毛が目にもあざやかな美人だった。

　としはあたしより上、二は十た歳ちに少し届かないくらいだろうか。

　動きやすそうなラフな服装だが、さりげなくよく似合っている。

　注文した飲み物が運ばれてくるのを待ってから、彼女は口を開いた。

「キャロット＝ロックフォールよ。

　ここから少し離れた、ラレック村で暮らしてたわ」

　暮らしてた、と、彼女──キャロットは過去形で言った。

　真顔でまっすぐに見つめられると、ガンをつけられているような気分になるのは、気の強そうなツリ目のせいか。

「リナよ。リナ＝インバース。ごらんの通り、旅の魔ま道どう士し」

　あたしが名乗ると、彼女は小さく眉まゆをひそめて、

「……？　なんか聞き覚えがあるような……ひょっとして、有名人だったり？」

「あたしのことより、あんたと、あの連中の話よ」

　あたしは自分のオレンジジュースをひと口飲んで、

「あたしを味方にしたいなら、そこをちゃんと説明してもらわないと」

「──そうね──」

　彼女は自分の飲み物──果実酒のお湯割りの入ったカップを指先でもてあそびつつ、しばらく視線をさまよわせていたが、やがて、カップに視線を落として口を開く。

「──わたしね、好きな人がいたの。

　でも、片かた想おもい。

　別に、身分違ちがいとか、相手に恋こい人びとがいたとか、そういうんじゃあないんだけど、勇気がなくて気持ちをうち明けられなくて。

　そんな時。

　わたしの前に現れたのよ。

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴの使者が」

「ろまんすはいぅ？」

　思わずおうむ返しをするあたしに、彼女は小さくうなずいて、

「恋れん愛あい相談所恋の巣箱ロマンス・ハイヴ。

　それが奴らの組織の名前。

　昨日までの臆おく病びような自分にさようなら。もっと輝かがやく明日あしたの自分を手に入れる。

　そんなふうに誘さそわれて、わたしは入会を決めた。

　ところが──

　そこは、わたしが思っていたのとは違う場所だった」

「思ってたのと違う……って？」

　恋愛相談所というもの自体が、一体どういう場所なのか、あたしにはいまいちわからないのだが──

「そう！」

　彼女は憎ぞう悪おのまなざしで、

「そこは恋愛至上主義者の巣そう窟くつだったの！

　入った人たちは人の心を消し去られ、恋をするだけの恋愛絡繰り人形マシーンとして造り上げられるのよっ！」

「どんな組織よそれはっ!?」

　よくわからないあたしにも、それは恋愛相談所じゃないことは、はっきりわかる。

「奴やつらの最終的な目的まではわからない。

　けど確実に言えるのは、奴らは恋愛のためになら手段を選ばない奴ばかりだっていうことよ！

　小高い丘おかの木こ陰かげでほのかな想いをうちあけるためには、村や町を丸ごと焼き尽つくすくらいのことは平気でやるでしょうね」

　想像する。

　燃えさかる町を横目に見ながら、丘の木陰ではにかむ男女。

「──って、もうそれ恋愛じゃないし！　むしろ何かの心の病やまいでしょ!?」

「そういう考え方をする組織なの。

　幸いわたしは人格矯きよう正せいを受ける前に逃げ出したんだけど……

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴは裏切り者を許さない。

　さっきの女も組織の刺し客かく。たぶん吊つり橋ばし効果と運命の出会いを使ってわたしを組織に引き戻もどそうとしていたに違いないわ」

「吊り橋効果？」

　聞き慣れないことばにあたしが問うと、彼女は小さくうなずいて、

「吊り橋のような怖こわい場所でのドキドキを、男女が一いつ緒しよに味わえば、それを恋愛と誤解することがある、という効果。

　たぶんさっきの女刺客がわたしを追いつめて、そこに、潜ひそんでいた男刺客が颯さつ爽そうと登場してわたしを救出。

　吊り橋効果と運命的出会いのコンボでわたしを恋愛状態にして、組織に連れ戻そうとしたんだと思う」

「始末する、とかじゃないんだ」

「そこはまあ。暗殺者結社じゃなく恋愛相談所だから」

「ふぅむ……」

　唸うなって、あたしはオレンジジュースをさらにひと口。

　彼女の言う通りだとすると、たしかに、目的のためには手段を選ばない組織ということになる。

　だが。

　あたしを無理矢理巻き込んで、最初は盾たてに使おうとし、強いとわかると取り込もうとするキャロットのことばを、そのまま鵜う呑のみにするのはナンセンス。

　もしも彼女の言うように、恋のためなら町でも燃やす、なんてことをその組織が本当にやっているなら、軍が黙だまってはいないだろうし、噂うわさにもなるだろう。

　しかしあたしは、少なくとも今までにそんな噂を聞いたことはない。

　そう考えると、彼女のことばは話半分──最悪、嘘うそ八はつ百ぴやくと考えた方がいい。

　なら当然、あたしが彼女に力を貸す理由はない。

　たとえ少々依い頼らい料を積まれたところで──

「もちろん──」

　あたしがすでに心を決めたことにも気づかず、彼女は語る。

「奴らは、恋愛には容姿も重要なものと考えていて、背の低い者、胸の小さい女は蔑べつ視しする傾けい向こうにある」

「……あ？」

　ぴくりっ、と、あたしは眉をはね上た。

「とはいっても──」

　キャロットはテーブルに身を乗り出して、意味ありげに声を低くして、

「恋愛相談所である以上、当然そこのフォロー手段は持っている。

　奴らのノウハウを手に入れれば、胸を大きくすることも背を高くすることも可能」

「できるの!?　そんなこと!?」

　ずいっ、と身を乗り出してあたしは尋たずねる。

「ええ。

　あなたがさっき吹っ飛ばした女刺客も、あのままほうっておけば、あなたの欠点をあげつらった上で、『そんなあなたも恋の巣箱ロマンス・ハイヴで身長もバストサイズもみるみるアップ！　オンナのランクにみがきをかけたいなら、今すぐ恋の巣箱ロマンス・ハイヴに入会を！』といった感じで勧かん誘ゆうしてきたはず」

「……それは……」

　額にいやな汗あせがにじむ。もしそんなふうに勧誘されていたら、あたしは拒こばむことができただろうか。

「もちろん、入会していたら人格矯正をされて、あなたはあなたじゃあなくなってただろうけど。

　でも。

　わたしを守って、あいつらをどうにかしてくれたなら。

　あいつらの持っている、身長やバストのサイズアップの、女度アップ術を手に入れることもできるかもしれない。

　どう？　悪い話じゃないと思うけど」



    

  
    
      　むろんのこと──

　今の説明で、キャロットのことばに信しん憑ぴよう性せいが生まれたわけではない。

　ないのだが──

「護衛依頼っていうのなら、とりあえず、依頼料の話をしましょーか」

　一筋の希望にすがりつつ、あたしはそう答えたのだった──



　明けて翌日。

　あたしとキャロットの二人は、街かい道どうを一路東へと向かっていた。

　──逃にげるのではない。こちらから行ってやるのだ。

　待っているだけなら防戦一方。必ず相手に先手を取られる。

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴから脱だつ走そうしてきたキャロットは、本部の場所を知っている。ならばこちらから乗り込んで話をつける。

　それがこっちの作戦だった。

　これなら短期決戦になるから、キャロットが払はらう護衛料も少なくて済む──と、あたしが提案したのである。

　むろんこの案には、あたしの思惑おもわくもいくつかからんでいた。

　一つ。護衛なんぞという地味なことを長々とやる気がないこと。

　敵の本ほん拠きよに行った方が、女度アップ術とやらを手に入れるチャンスが大きいだろう、と踏ふんだのがもう一つ。

　そしてさらにもう一つ。キャロットのことばが本当かウソかを確かめるため。

　もしも彼女がウソをついていたならば、こちらから積極的に相手に関かかわるのは避さけたがるはず。ウソがバレる可能性が大きくなるのだから。

　──しかし、彼女はあっさりとこの案を受け入れた。ならとりあえず、ウソというセンはなくなった。

「けど気をつけて。リナ」

　朝のやわらかな陽ひざしを浴びて、街道を二人行きながら、キャロットは真しん剣けんなまなざしであたしに語りかける。

「昨夜ゆうべ、あなたが刺客の女を倒たおしたことで、奴らはあなたの存在を知った。

　なら当然、それなりの手を打ってくるでしょうね。

　あなた、攻こう撃げき魔ま術じゆつも使えるみたいだし、戦い慣れはしてるみたいだけれど。

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴの攻撃パターンは、たぶん、今まであなたが見たことのないような、手段を選ばないものになるはずよ。

　少しでも気を抜ぬくと──」

　と、彼女は真剣なまなざしをあたしに向けると、

「恋するわよ」

「は……？」

　眉まゆをひそめてあたしは呻うめく。

「恋するって、一体どんな攻撃が……来る……って……」

　言いながら、自分の声がだんだん小さくなってゆくのがわかった。

　それに気づいて、キャロットも街道の先に目をやって──

　彼女が息を呑のむ音は、あたしの耳に、はっきりと届いた。

　街道はゆるい弧こを描えがいて続いている。

　左手は雑木林になっているのだが、進むにつれて先が見えてくる。

　その先。

　街道ぞいの、雑木林の木陰にそれはいた。

　真っ赤な髪かみのモヒカン刈がりで、素す肌はだの上からスパイクのついた革かわジャケットを羽織っている。

　こちらから見える左の頬ほおにはドクロのマークのイレズミが。

　そんな大男が一人、道ばたにしゃがみ込んで、木箱に入れられた子犬とたわむれていたのだ。

　──と、見て取った瞬しゆん間かん。

「──見ちゃだめ！」

　悲鳴にも似た警告の声を発して、となりのキャロットが顔をそむける！

「見たら恋こいするわよっ！」

「しないよっ!?」

　いきなりな寝ね言ごとにツッコむあたし。しかし彼女はそちらに目をやらないようにしたままで、

「何甘あまいこと言ってるの!?

　さっき言ったでしょ！　相手はあなたの想像もつかない攻撃をして来るって！

　あれは奴らの究極ロマンス技わざの一つ、『日ひ頃ごろ乱暴だと思ってた人が優やさしい一面を見せるとキュンときちゃう』よっ！」

「いや、日頃乱暴ってゆーか！　とにかく恋したりしないからっ！」

「そう思うのが甘いの！

　現にわたしなんて、さっきチラ見しただけで、もう心臓ドッキドキよ！」

「おかしいから！　むしろそっちの方が変だからっ！　何かの病気を疑った方がいいからっ！」

「あなたが自分の気持ちにまだ気づいてないだけなのよ！

　言っておくけれどこの技、ロマンス力りよくで言うと軽く二千は超こえてるのよっ！」

「高ッ！　ロマンス力りよく高ッ！

　──ていうかちょっと待てぃっ！　こんなもんがロマンス力りよく二千超えで、あたしが五てどぉいうこと!?」

　などとあたしたちが言い合ううちにも、男が動く！

　立ち上がるとこちらに背を向け、肩かた越ごしに、はにかんだ笑えみを浮うかべると、

「フッ、変なところ見られちまったな」

「やかましいわ氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」



　こかきぃぃぃん！



　あたしの怒いかりの一撃が、男を瞬時に氷こおり漬づけにする。もちろん子犬はちゃんと避けて。

「すごい！　あの攻撃をはねのけた!?」

　そんなあたしに、感かん嘆たんの声を上げるキャロット。──というか。あの。

　果たしてどうツッコむべきか、あたしが悩なやんでいると。

「ふむ。どうやら甘く見ていたようだな」

　知らない男の声は、どこからともなく聞こえた。

「その声は──マスター・レックス！」

　キャロットの声に応こたえるかのように、氷ったモヒカン男のさらに後ろ、雑木のしげみががさりと揺ゆれて、一人の男が姿を見せる。

　黒いマントとシルクハット。片方の手にステッキを持ち、片眼鏡モノクル──いや、偵ス察カ魔ウ道タ器ーをつけて口ひげをたくわえた、顔色の悪い中年男。

「マスター・レックス？」

「その通り」

　おうむ返しにつぶやくあたしに、応えたのは男の方。

　慇いん懃ぎん無礼の見本みたいなしぐさで一礼を送り、

「恋の巣箱ロマンス・ハイヴの使いエージエント、マスター・レックスと申します。以後お見知り置きを」

　──しゃべっている途と中ちゆうに、問答無用で攻撃呪じゆ文もんでもぶちかましてやろうか、とも一瞬思ったのだが、いろいろと聞いておきたいこともある。

　あたりには、他ほかに誰だれかが潜ひそんでいる気配はない。ならば話に耳をかたむけてみるのも一興。

　あたしの思いを知ってか知らずか、マスター・レックスは話を続ける。

「実を申しますと私、当方のカリキュラムの途中で抜け出された、そちらのキャロット＝ロックフォール嬢じようを迎むかえに上がった次し第だいなのですが──

　失礼ながらあなたは、どういったご関係の方で？」

「──あー。

　そのキャロットが、そっちのカリキュラムとやらを途中でやめたいらしくって。

　ところが、そっちが中断を認めてくれないから、っていうんで、あたしに相談してきたのよ。

　ごらんの通りの旅の魔道士で、リナ＝インバースっていうんだけど」

「──ほう──」

　男が、すいっ、と目を細める。

　どうやらこいつは、あたしのことを噂うわさか何かで知っているらしい。

　かまわずにあたしは、

「なんでも、洗脳されそうになったとかなんとか聞いてるけど？」

　わざと怒おこらせるような言い方をしてみるが、相手は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべて、

「洗脳とは。

　いやはや、随ずい分ぶんなおっしゃりようですな。

　そんな大おお仰ぎようなものではない、ほんのちょっとした意識改革ですよ。

　恋れん愛あいには外見も重要ですが、まずは当人が、外見を一定のクオリティで保とう、という意識を強く持たないと意味がありません。

　私たちのもとでより美しい姿を得たとしても、離はなれたとたん元通り、というのでは意味がありませんからね」

「当人がイヤだと言っているのに？」

「望んでいるのですよ。当人も」

　マスター・レックスは断言する。

「自身が変わることを、ね。

　それを望まないなら、そもそも私たちのもとには来ないはず。

　変わりたい、自分を変えたいと思ったからこそ私たちの力を借りようとした。

　違ちがいますか？　キャロットさん？」

「──それは──」

　問われてキャロットの視線がゆらぐ。

　が。

「まーた寝言ばっかり言う」

　あたしはマスター・レックスのことばを即そく座ざに鼻で笑い飛ばした。

「彼女自身が、変わりたいと願った。それは事実なんだろーけど。

　変わりゃあいい、ってもんじゃないでしょーが。

　彼女が変わりたいと思っていた方向と、あんたたちが彼女を変えようと思ってる方向がまるっきし違ってた。

　だから彼女はあんたたちのもとを飛び出した、ってことなのよ」

「──ふぅむ。それは困りましたな」

　マスター・レックスは、空いている左手でシルクハットの鍔つばをいじりつつ、

「当方のカリキュラムは、半はん端ぱな所で中断すると、良くない影えい響きようを及およぼすこともありますからね。

　できればご本人自らの意思で戻もどっていただきたいのですが──」

「嫌いや」

　まっ正面からマスター・レックスをにらみつけ、キャロットはきっぱりと返答する。

「リナの言葉ではっきりとわかった。

　わたしは確かに、勇気のない自分を変えたいと思った。

　けどあなたたちは、練習と称しようして、好きでもない人相手に、さも好きみたいにふるまえ、と強要する。

　そんなの、自分の心に素す直なおになることじゃない！　その逆。自分の心にウソをつく練習にしかならない！

　あんなのはもうまっぴらよ！

　わたしは、恋の巣箱ロマンス・ハイヴを抜ける！」

「それは認められませんなぁ。

　ご入会の時、カリキュラム途中での退会はご遠えん慮りよいただくと説明したはず。

　我々がもたらしたさまざまなノウハウのうち、都合の良い部分だけを持ち出して、はいさようなら、というのは勝手が過ぎるというもの。

　どうしても、というのなら、残念ながら恋愛ずくで止めさせてもらいます」

　力ずく、じゃあないんだ。

　彼はキャロットとあたしを交こう互ごに眺ながめながら、

「これからあなたたちの前に現れる恋愛マスターたちを前に、果たして恋せずにいられるかどうか。

　楽しみにさせてもらいますよ」

　言うとマスター・レックスは、しげみの下へと身を沈しずめる。

「──っ……！」

　あたしが待ったをかけるいとまもあらばこそ。

　気配は瞬時に消え果てた。

　うーみゅ……あたしとしてはもーちょっと突つっ込んで、バストアップや身長アップの方に話の流れを持っていきたかったのだが……あっさりと退ひかれた以上は仕方ない。

　モヒカン男はそのまんまだが、見捨てて行かれたということは、重要なことは何も知らないのだろう。

「──ありがとうリナ、助かった」

　ひとまず脅きよう威い（？）が去ったのを確信し、キャロットは吐と息いきに感謝のことばを乗せた。

「あなたがいなければ、わたし……間ま違ちがいなく恋してるところだった」

「するなっ！　あんなもんにっ！」

　モヒカンを指さしてあたしは言うが、彼女はなおもそちらからはビミョーに視線を外はずしたままで、

「あんなもん、って……

　本当に強いのね、リナ。あれを見ても乙女おとめ心ごころが揺らがないなんて……

　けど、だからこそ。頼たよりにしてるわ」

　……アレで揺らぐ乙女心とゆーのは納なつ得とくできないが、抗こう議ぎしたところで水かけ論にはなりそうである。

「……あー。はいはい。とにかく先を急ぐわよ」

　結局あたしは、キャロットのことばをてきとーに流して、再び歩き出したのだった。



　恋の巣箱ロマンス・ハイヴの攻こう撃げきは熾し烈れつを極きわめた。

　あたしたちの行く先々で、白馬に乗った金きん髪ぱつ巻き毛の男が白い歯をかがやかせ、どこか影かげのある美形剣けん士しが胸の病やまいでせき込み、兄にコンプレックスを抱いだいた銀ぎん髪ぱつ美少年が宿屋の窓辺で本を読み、ちょっとガサツだが元気な黒くろ髪かみがクールなメガネ先せん輩ぱいの肩かたを抱だく。

　そのたびにキャロットが危あやうく恋しそうになり、あたしが男どもを攻撃呪文で吹ふっ飛ばす。

　何度もそんなことをくり返し──

　やがて数日後。

　たどり着いたのは、レイクインという名の町のはずれ。

「──ここが──？」

　つぶやくあたしの前にひろがっているのは、庭木の手入れも行き届いた広い庭と、その先に建つ、赤と白とに塗ぬり分けられた、なんだかおめでたそうな建物だった。

　つくりからして、個人の邸てい宅たくという感じではない。カンバンのたぐいも一いつ切さい出てはいないが、キャロットがあたしをここに案内したということは、すなわち──

「そう」

　うなずく彼女のその声は、ほんのわずかにかすれていて。

「ここが奴やつら、恋の巣箱ロマンス・ハイヴの本部。

　見た目にだまされないで。地下にはどこまで続いているのかもわからない恋愛訓練施し設せつがひろがっていて、何百人もの恋に悩む男女が、血で血を洗う恋愛修しゆ行ぎようをしているわ」

　どんな修行だ。それは。

「わたしたちがここに来ることは奴らも気づいてるはず。間違いなく何かの罠わなが張ってある」

「罠っていうか──」

　緊きん張ちようの面おも持もちで言うキャロットに、あたしは頭の後ろをぽりぽり掻かきながら、

「もう出で迎むかえてくれる準備は整ってるみたいだけど。

　──出てきなさい！　そこの庭木の陰かげ！　隠かくれてるのはわかってるわよ！」

　さきほどからあたしは、隠そうともしていない気配を、少し先にある庭木の陰から感じ取っていた。

　呼びかけに沈ちん黙もくが落ちたのは、ほんの短い間だけ。

　やがてしげみの葉が揺ゆれて──

「やあ。とうとうここまで来ちゃったんだね、子こ猫ねこちゃん」

　陰から歩み出たのは一人の男。

　金色の髪かみに純白の服。手には一輪の赤いバラ。

　男が姿を見せたその瞬しゆん間かん！

「くはうっ!?」

　キャロットが呻うめきを上げて、血を噴ふきのけぞる！

「キャロット!?」

　あたしの呼びかけが耳に届いたか、彼女はかろうじて倒たおれる寸前に踏ふみとどまった。

　噴いた鼻血をハンカチでぬぐいつつ、なんとか身を起こすものの、まなざしは大きくゆらぎ、男の方を向こうともしない。

　一方あたしはあきれ半分あきらめ半分。

「……あー……キャロット、あんた、また恋しそうになったわけ？

　それじゃあ、あたしがちゃっちゃと攻撃呪じゆ文もんであの男を──」

「待って！　違うの！」

　悲痛な制止の声を上げ、彼女は語る。

「彼は──！

　ジョセフはっ──！

　わたしが、勇気がなくて気持ちをうちあけられずにいた相手なのよっ！」

「なんですって!?」

　あたしはあらためて男を見やる。

　キャロットが恋の巣箱ロマンス・ハイヴに入ったもともとの理由は、片想いの相手に告白する勇気がなかったから。



    

  
    
      　その相手がこんな所にいるということは──

　あたしは男──ジョセフをにらみつけ、

「──まさかあなた──

　キャロットを恋の巣箱ロマンス・ハイヴに引き込むための、組織の工作員だった、ってこと!?」

「それは違うよ、おてんば子犬ちゃん」

　ジョセフはななめ四十五度の角度でこちらに流し目を送りつつ、

「ぼくは子猫ちゃん──キャロットと同じ、ラレック村で生まれ育った。

　ウソだと思うならキャロットに聞いてごらん？」

「……その……通りよ……」

　あたしがあらためて問うまでもなく、くぐもった声でつぶやくキャロット。

　横目でちらりと見てみれば、顔の下半分をおさえる彼女の指のすき間からは、今もぼたぼたと鼻血がこぼれ落ち続けている。

「本当を言うとね──」

　ジョセフは言う。

「ぼくもね、キャロット、きみのことが好きだったんだ」

　ぶしゅぅぅっ！

　ついに。

　噴き出す鼻血の血圧に耐たえきれず、キャロットの体が後ろに大きくのけぞった！

　さらにジョセフが追つい撃げきをかける！

「きみが村から姿を消したあと──

　ぼくはきみの姿を求めてさまよい歩いた。

　そんなぼくの前に現れたのが、恋の巣箱ロマンス・ハイヴのマスター・レックスだったんだ。

　彼は、きみが恋の巣箱ロマンス・ハイヴに入ったことを教えてくれた。

　そして言ったんだ。ぼくも恋の巣箱ロマンス・ハイヴに入れば、きっと、キャロット、きみと結ばれることができる、って」

　ぶしゃぁぁぁぁぁぁぁっ！

　キャロットの鼻血が激しさを増す。

　これは──まずいっ！

　見知らぬモヒカンが道ばたで犬とじゃれてても恋しそうになるキャロットが、『片想いの相手との再会と、実は自分も好きだった宣言』などという苛か烈れつな攻撃に耐えられるはずもない！

　彼女が自分の鼻血で溺おぼれよーがどーしよーが、あたしの知ったことじゃあないが、乗せられた彼女が組織に戻もどってあたしへの依い頼らいをキャンセルすれば、身長やバストサイズアップの方法を知るチャンスが失われる。

　それだけは、なんとしてでも防がねば！

「キャロット！　しっかりして！　自分を見失っちゃダメよっ！」

　あたしはよろける彼女を叱しつ責せきする。

「思い出して！

　あなたが本当に好きだったジョセフがどんな人だったかを！

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴに操あやつられて飾かざり立てられた、こんなへんちくりんな二枚目気取りが好きだったわけじゃないでしょ!?」

「……本当の……ジョセフ……？」

　うわごとのようにつぶやく彼女。

「そう！　本当の彼！」

「……ジョセフは……村にいた時から……ずっとこうだったけれど……」

「もともとかっ!?」

　ほれるな。そんな物体に。

　しかしそういうことならば、あたしの取るべき手段は一つ！

「それはさておき火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ずどんむ。



「のむひょをっ!?」

「ああっ！　ジョセフっ！」

　あたしの放った一発で、あえなくジョゼフは吹っ飛んで、キャロットが悲痛な叫さけびを上げる。

「何てことするのよリナ!?」

　あたしに食ってかかってくるが、もちろん、あたしの身長とバストサイズのため、などと口走るわけにはいかない。

　あたしは彼女の視線をまっ正面から受け止めて、

「だまされちゃダメ。

　もしあなたが恋の巣箱ロマンス・ハイヴに戻ったら、本当におしまいよ」

「おしまい、って──どういうこと？」

　どういうことも何も、単なる口から出まかせなのだが、とりあえずこのまま思いつきで押してみる。

「あなたは彼と結ばれない、ってこと。

　思い出して。あなたが言ったのよ。

　奴らは人の心を変える。練習と称しようして、好きでもない相手に、好きであるかのようにふるまわせる、って。

　組織に戻れば、あなたはまたそんな訓練を受けて、いつか、ジョセフのことが好きだったという心まで消されるわ。

　とーぜんその時には、あなたを好きだったっていうジョセフの心も完全に消されてるでしょーね。

　そうなった時、恋の巣箱ロマンス・ハイヴがあなたとジョセフを一いつ緒しよにすると思う？

　しないわね。絶対に。

　最悪、練習と称してフーゾク関係に送り込まれる可能性だってあると思うけど？」

「その暴言は、さすがに聞き捨てなりませんね」

　聞き覚えのある声とともに、少し先にある植え込みの陰から歩み出たのは、マスター・レックス！

　こいつもいたのかっ！

「私たち恋の巣箱ロマンス・ハイヴは確かな理念を持って活動を続けています。

　それを理解できないからといって決めつけの暴言とは……いやはや、お里が知れるとはこのことですな」

「へぇ。確かな理念、ね」

　あたしは、ずいっ、と前に歩み出て、

「そんなもんがあるなら、ぜひとも聞かせてほしいわね」

「無論。

　──ひとたび愛した相手を、ただひたむきに愛し抜ぬく。

　世間では、それは誠実で貴とうといこととされています。

　しかし本当にそうなのでしょうか？

　──人というのは常に向上心を持って生きていくべき存在です。

　より良い食事、より良い暮らし。そのためのより多くの収入を望んで。

　それを欲よく望ぼうと呼んで蔑さげすむ人もいますが、現状に満足し、向上心を忘れてただ漫まん然ぜんと過ごすだけでは、生きているとは言えません。

　なら恋れん愛あいにしても同じこと。

　自分自身を磨みがいて向上させることで、より良い相手と釣つり合うようになる。

　素す晴ばらしいことだと思いませんか？

　現に。

　玉たまの輿こし、逆玉の輿というものに魅み力りよくを感じる男女は少なくないでしょう？

　私たちが提供する、女として、男としての魅力、ロマンス力りよくを上げる方法や意識改革はそれを実現するための手段なのです。

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴの出身者たちは、より良い縁えんに巡めぐり会うことができ、そのお相手の方からも、良い人を紹しよう介かいしてもらったと喜ばれる。

　むしろ、どこに問題があるのか、こちらがお聞きしたいほどですよ」

「なるほど。

　当人の自由意思を無視して、とか、誠実不誠実とかって点を考えなければ、悪くないお題目ね。

　あんたたちがどういう恋愛に価値を見いだすかは、もちろんそっちの勝手だけど。

　一人の人を思う心を消し去って、玉の輿がスバラシイ、なんて考えをすり込むのは、それこそ余計なお世話ってもんでしょ」

「個人の意志を尊重するというのならば、そもそもリナさん、あなたが口をはさむ問題でもないと思いますが？」

「キャロット当人があたしに護衛を依頼してきたのよ。口をはさむすじあいがないのはそっちの方ね」

「未熟な概がい念ねんしか持たぬ者を教え導くのは、より成熟した概念を持つ者の使命だと考えているのですが──

　あなたは私たちを、成熟した概念の持ち主だとは認めないのでしょうね」

「とーぜん。

　キャロットから聞いた話だと、身長だの胸の大きさだので釣って入会させることもあるらしいじゃない。

　それって単に相手のコンプレックスをあおってつけ込んでるだけの話。

　そんなことをやってる連中が、成熟した考え方なんてできるわけないでしょ。

　違ちがうっていうんなら、身長とバストアップの方法をあたしに教えてみなさいよ！　タダで！　今すぐ！」

　よし自然な会話の流れでさりげなく要求を言えたっ！

「──ちょっ!?　リナ!?」

　ななめ後ろの方でキャロットが何か口走るが、むろんかまっているヒマはない。全神経を耳に集中して、マスター・レックスの次のことばを待つ。

「──ほほう──」

　彼はシルクハットの鍔つばを指先でいじりつつ、小さな笑えみを口の端はしに浮うかべ、

「あなたの目的はそれですか。

　しかし！

　残念ながら、我々のフリーサイズパッドと厚底シークレットブーツの秘密を会員でもない者に漏もらすわけにはいきませんな！」

「漏れたッ！　今めちゃめちゃ漏れたっていうか底が割れたっ！」

　結局は上げ底かっ!?

　……もちろん、ファッションや見た目を重視するならアリなのかもしれないが、あたしが望んでるのはそうじゃないし。

　こーゆー展開も多少は予想してはいたものの……全然期待していなかった、と言えばウソになる。

　片手をぱたぱた振ふりながら、あたしは脱だつ力りよくの吐と息いきにことばを乗せた。

「……や。そんな秘密なら、別に教えてもらわなくていいです」

「痩やせ我が慢まんがお上手ですな。

　しかしそうなると、もはやこれ以上の話し合いはお互たがい、時間の無む駄だですな。

　ならば──」

　マスター・レックスが、手にしたステッキの先で、とんっ！　と地面を突つく。

　とたん。

「ひゃっ!?」

　後ろで起きるキャロットの悲鳴！

　ふり向けば、一人の男が後ろから彼女をはがい締じめにしている！

「キャロット!?」

　しまった！

　ジョセフが気配を隠かくしていなかったのは、マスター・レックスの存在を気け取どられないようにするためかと思っていたが──こっちの男の存在を隠すためだったか！

　今さらそれに気づいたところでもう遅おそい。

「さて」

　マスター・レックスの声が、あたしの動きを牽けん制せいする。

「無ぶ粋すいながら人ひと質じち、というやつです。

　定番の台詞せりふを口にする必要もなく、状じよう況きようはご理解していただけると思いますが。

　我々の送った恋愛マスターたちの誘ゆう惑わくをはねのけた手しゆ腕わんは感かん嘆たんに値あたいしますが、それもここまでです。

　なあに。こちらの要求はたいしたものではありません」

　マスター・レックスはマントをひるがえして片眼鏡モノクルをきらめかせると、

「彼女の身の安全を保証してほしいなら──

　あなたには、私に恋してもらいます」

「できるかボケェ火炎球フアイアー・ボールっ！」



　ぶごばぁぁん！



「ぬぐぉぉぅっ!?」

　一いち撃げきにマスター・レックスが吹ふっ飛ぶと同時に、あたしは身をひるがえして、キャロットをはがい締めにしている男へとダッシュ！

　こういう場合にどう対処すればいいのか命令されていなかったのか、男は顔を引きつらせることしかできず──

　その顔面に。

　あたしの放った右の拳こぶしがめり込んだ。



　よろよろと。

　解き放たれたキャロットが、あたしの肩かたによりかかる。

「だいじょうぶ？　キャロット」

「え……ええ……なんとか……

　それより……リナは平気なの……？

　マスター・レックスの、『シブい声をした中年紳しん士しの片眼鏡モノクルがキラリ』攻こう撃げきをまともに受けていたみたいだけど……」

「え？　さっきのあれって、何かの技わざだったんだ」

「……ば……馬ば鹿かなっ……」

　あたしのことばに呻うめいたのは、コゲて倒たおれたままのマスター・レックスだった。

　ぴくぴくしながらも、かろうじて顔だけを上げてあたしを見やり、

「技が……全くきいていないなどと……

　──まさかっ……！」

　倒れたままで、ふるえる右手をよろよろ動かし、片眼鏡モノクルに触ふれる。

　ピピピッ、と小さい音が鳴り、その表面に光が走る。ということはあれも、偵ス察カ魔ウ道タ器ーというやつか。

「そんなっ……！」

　見るなり、マスター・レックスの顔が驚きよう愕がくに引きゆがむ。

「……抗こうロマンス値九九九九フオーナイン……！　まさか……実在していたというのかっ！　伝説の超スーパー朴ぼく念ねん仁じんっ……！」

「ちょっと待てぃっ！　誰だれのことよそれっ！」

　あたしの抗こう議ぎにはとりあわず、マスター・レックスは、妙みように悟さとった笑みを浮かべて、

「……ふっ……道理で恋愛マスターたちがことごとく退けられるはずだ……まさか……こんなものを相手にしていたとはな……

　完全に……研究不足か……

　……いいだろう……我々の完敗だ……

　キャロットくんの脱だつ会かいを認めよう……なんならジョセフくんも連れてゆくがいい……」

「やった！　ありがとうリナ！　これもあなたが恋愛要素皆かい無むだったおかげよ！」

　感かん極きわまったキャロットが抱だきついてくるが、むろんこっちは納なつ得とくいかない。

「いや！　ちょっと！　ひとを究極珍ちん種しゆの鈍どん感かん人間みたいに言わないでっ！　普ふ通つうアレで恋こいとかしないでしょ!?　ねえっ！」

　しかし──

　あたしの抗議にとりあう者は、この場には、誰だれ一人ひとりとしていないのだった──



　かくて、一つの事件は終わった。

　しかしあたしの心には、ただただ納得いかないもやもやだけが残るのだった──

　……ちくしょーおまえらっ！　あたしもいつか絶対恋人見つけてやるからなっ！　首を洗って待っていろぉぉっ！



（恋せよオトメ：‥完）



    

  
    
      
        死し霊りようの棲すむ気がする家



      

    

  
    
      

「出るんです」

　開口一番、陰いん気きな声で、ラッツさんはそう言った。

　ランプの芯しんが、じじっ……と焦こげる音を立て、揺ゆれる灯ひの刻む陰いん影えいが、彼の表情を刹せつ那なゆがめた。

「出る……って何が？」

　尋たずねるあたしに、彼はわずかに迷ってから──言った。

「……幽霊ゴースト……だと思います」

「幽霊ゴースト……」

　あたしはあいまいにつぶやいた。

　幽霊ゴーストという単語は、誰でも聞いたことがあるだろう。

　死者の魂たましいとも心のかけらとも言われ、特に何もしないものもいるが、一方で、人に害を与あたえるものもいる。

　もっとも──何もしないタイプが無害かというと、そうとも言い切れない。

　急に出るだけで驚おどろく人は驚くし、それが生きている人間のストレスになる場合もある。

　たとえば、風ふ呂ろ場ばにおっさんの幽霊ゴーストが出るような場合。何も悪さはしなくても、くつろぎのバスタイムを送るのは不可能。

　しかし……いきなり魔ま道どう士しから、幽霊ゴーストの相談を持ちかけられるとは思ってもみなかった。

　旅の途と中ちゆうにふらりと立ち寄ったここ、サニティベルの町で、あたしは魔道士協会にあいさつがてらに顔を出した。

　リナ＝インバースだと名乗ると、歓かん迎げいの宴えん会かいを開くので旅の話を聞かせてくれ、という話になった。

　その宴会が終わる直前、相談がある、と言ってきたのが、三十代の黒くろ髪かみの男──目の前にいるマルセル＝ラッツさんだった。

　目の下にはあからさまに不健康そうなクマができていて、中肉中背のはずなのに、どこかやつれたような印象がある。

　追いつめられた表情で、なるべく早く話をしたいという彼の態度に、ただならぬものを感じ取り、別の飲み屋兼けんメシ屋に場所を移して話をはじめたのだが──

　彼は続ける。

「実は……先日、出で物ものの家を見つけて買ったんですが……

　そこが出る家だったんです……

　引っ越こしもろくに終わらないうちに、それは起こりました。

　誰だれもいないのに勝手にドアや窓が開いたり閉じたり……

　女によう房ぼうと子供がいるんですが、怖こわがっちゃって……今は実家に帰っています……

　私も魔道士のはしくれですし、幽霊ゴースト程度なら、なんとでもなるだろう、と思っていたんですよ。最初は。

　知り合いには、幽霊ゴーストにも効く術を使える者もいますし……そいつにでも頼たのんでやっつけてもらえばいいだろう、と……

　ですが……」

　結果はむろん、聞くまでもない。

　うまくいっていたら、あたしに相談なんぞ持ちかけてはいないはず。

　だが、なぜ──？

「見つからないんです。幽霊ゴーストが」

　疑問を口に出すより先に、彼は言った。

「そいつの術で倒たおすには、幽霊ゴーストに術を当てないとだめらしいんですけれど──その姿が見つからないんです」

「姿はないけど現象はある──

　騒霊ポルターガイストって奴やつね」

　つぶやくあたしにラッツさんはうなずき、

「ええ。

　けどその場合も、どこかに本体というか核かくのようなものがあるらしいんですよ。

　ならその道の専門家に頼んで見つければいい、と、知り合いの死霊術士ネクロマンサーに調査を頼んだんですが──

　結果──

　ここにそんなものはいない、と言われたのです」

「いない？」

　眉まゆをひそめるあたしに、彼は片手で頭をがしがし掻かきながら、ため息といっしょにことばを吐はき出す。

「ええ……

　死霊術士そいつは、精神世界面アストラル・サイドからの調査までした、間ま違ちがいない、と言うんです。

　けど、おかしなことは間違いなく起きている。

　そいつの言うには、幽霊ゴーストはずっとこの家にいるのではなく、始終あちこちをふらついていて、この家でだけ、おかしなことを起こしてるんじゃないか、ということらしいんですが……

　じゃあどうすればいいんだ、と聞けば、現れた時を狙ねらうしかない、と……

　その現れる時がないっていうのに……

　どうしたらいいのかわからなくて……

　そんな時に、リナさん、あなたがこの町に来てくれたんです。

　お噂うわさはかねがね耳にしていますし、宴会の時に聞いたお話からしても、さまざまな事件に関かかわってこられた様子。

　なら……！

　あなたのお知ち恵えを借りれば、なんとかなるのではないかと思いまして……！

　どうかっ……！

　力を貸してもらえませんでしょうかっ！　当然御お礼れいもいたしますからっ！」

　ラッツさんは、テーブルに突つっ伏ぷすように頭を下げた。

　──居所不明の幽霊ゴースト、か──

　報ほう酬しゆうはあまり期待できなそうだが、好こう奇き心しんはうずく。

「解決の保証はできないけど──それでいいなら協力はさせてもらうわ」

　こうして。

　あたしは、ラッツさんの家の調査に乗り出したのだった。



　陽ひは昇のぼり、町は朝の活気に満ちているというのに、この一角だけ空気がよどんでいるように感じるのは、家がかもし出す雰ふん囲い気きのせいだろうか。

「──ここです」

　ラッツさんが言ったのは、二人がその家の前で足を止めたあとでのことだった。

　──昨夜、ラッツさんはすぐにでも調査をはじめてほしがっていたが、ぶっちゃけこっちは疲つかれていた。

　コンディションを整えて明日あした、ということになり、彼も一人で、幽霊ゴーストの出る家に帰るのはイヤだったのか、あたしと同じ宿に部屋を取った。

　かくて一夜明け、今となったのだが──

「……なんてゆーか……

　いかにもな雰囲気ねー……」

　家を眺ながめてあたしは言った。

　豪ごう邸てい──というほどではないが、それなりに大きな三階建て。

　もともとなのか、年月によるくすみか、全体が沈しずんだ灰色の石造り。

　よくある飾かざりつけではあるのだが、建物のあちこちにある怪かい物ぶつの彫ちよう刻こくは、おどろおどろしい空気を纏まとっていた。

　荒あれた庭には崩くずれた東あずま屋や。庭木も枝葉が伸のび放題で、あたりに陰かげを生んでいる。

　雑草は、建物のまわりと門から玄げん関かんまではかろうじて刈かり取られていたが。

「庭を手入れして建物の壁かべを塗ぬり替かえれば、かなり印象は変わると思うんですが……

　それに手をつけるより先に、おかしなことが起こり始めたんで……」

「なるほど。

　──ま、けっこー大きい家だし、これなら家族で住んでも、書庫とか研究用の部屋も取れそうね」

　見た目はさておき、家の中にモノが増えがちな、研究者タイプの魔道士の家としては悪くない。

「ええ。

　なんでも、この家を建てたもとの持ち主も魔道士だったらしいです。かなり昔に亡なくなっていますけれど」

「魔道士？」

　聞き捨てならない単語に思わず眉をひそめるあたし。

　対するラッツさんはうなずいて、

「ええ。

　ですから、もちろん私も考えました。

　その魔道士と、今この家で起きている異変に何か関係があるんではないかと。

　いろいろ調べてみたんですが、魔道士の名前はレナード＝デュフォー。

　うちの魔道士協会に属していて、三十年ほど前に亡くなっています」

　言いながらラッツさんは、門もん扉ぴのない門柱の間を通って、家に向かって歩み出す。

　合わせて歩みを進めるあたし。

　雑草を踏ふむ靴くつの裏に違い和わ感かんを憶おぼえるのは、さすがに気のせいか。

　彼は続ける。

「うちの協会の古株で、彼を直接知っている人が何人かいました。

　自分の研究を他ほかの魔道士に盗ぬすまれるのではないか、とひどく警けい戒かいしていて、研究をするのは自宅でのみ、どころか、何の研究をしているのかも秘密にしていたとか。

　家族もなく、協会には、書庫でちょっとした調べものをする時に顔を出す程度だったようです。

　ところがある日──

　立ち寄った酒場で意識を失って、そのまま──だったそうです。

　事件ではなく、かなりの高こう齢れいだったので、酒が入りすぎたのが原因のようですが」

　そんな話を聞きながら。

　あたしは妙みような感覚を抱いだいていた。

　しめったにおいのする木こ陰かげを通り、家に近づく一歩ごとに、胸の裡うちで、理由もなく不安がどんどん強くなる。

　そう。まるで──

　本能が、この家に近づくのを拒きよ否ひしてでもいるかのように。

「財産を継つぐ親しん戚せきもおらず、家は町が管理することになりました。

　魔道士協会立ち会いのもと、家財道具の処分を行ったんですが……おかしなことに、魔道書の一冊も見つからず、彼が何かを研究していたような跡あとを見つけることができなかったようです」

「……ふぅむ……」

　どこかに隠かくし部屋でもあるのか、家とは別に研究所を持っていたのか──

　それとも実は、何の研究もしていなかったのか。

「数年後、新しく町にやって来た夫婦が家に住むようになったのですが、何ヶ月も経たたずに出ていったそうです。

　そのあとも、似たようなことが何度かあって──

　この家には何かあるんじゃないか、と噂が立ち、買い手はなくなりました。

　それから長い年月が経って。

　噂も少しずつ風化し、忘れられて──」

　ラッツさんは立ち止まる。

　玄関のドアのその前で。

「私がここを買ったわけです」

　ポケットから取り出したカギを持つ手がふるえていた。

　臆おく病びようとは言うなかれ。

　魔ま道どう士しといえど、幽霊ゴーストをぶち倒せるような術が使えるならともかく、そうでないなら、目的も正体もわからぬ幽霊ゴーストがいる家など、気味が悪いに決まっている。

「甘あまく見ていたのです。私は」

　がちゃりっ、と、重い音を立て、カギが開く。

「安いのには当然理由があるはず。

　幽霊ゴースト、という可能性も、正直言って多少は考えました。

　しかし──

　何かあったとしても、仲間の魔道士に頼たのめばなんとかなるだろう。そう考えると得な買い物だ、と……」

　きしんで開くドアのすき間は、奥おくに薄うす暗ぐらい闇やみをのぞかせて。

　まっすぐな廊ろう下か。

　左右にはドアが二つずつ。途と中ちゆうには、上への階段があり、突き当たりにはドアがなく、リビングに続いている。

　リビングの窓には鎧よろい戸どが下ろされていて、明かりはあたしたちが開けたドアから漏もれ入るもののみ。

　玄関ドアを開けたまま、家の中に踏み込めば、ひんやりとした空気が肌はだにまといつく。

「けれど──それは間違っていた。

　間違っていたんです──」

　ラッツさんはささやくように──家の中にいる何かに聞かれまいとするかのように、小さな声で言いながら、奥のリビングの方へと向かう。

　薄暗いのが気味悪いのだろうが、おびえてもらっては困る。そこで──

「とりあえず、ちょっと明るくするわよ」

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えて、

「明かりよライテイング」

　魔力の明かりを生みだして、廊下の天てん井じよう近くに放った。

　皓こう々こうたる光に照らし出されたのは、古びてはいるが、なんということはない、ただの石造りの廊下。

　だがその瞬しゆん間かん。

　バタン。がぢゃっ。

　玄関ドアが閉まってカギのかかる音は、ずっと後ろで聞こえた。

　ふり向けば、開けっぱなしだったはずのドアが閉じ、ごていねいに、かんぬき式のカギまできっちりかかっていた。

　……ほほう……

　むろんのこと。

　風でドアが閉まっても、風でカギまではかからない。

「……い……いやですねぇリナさん……」

　ラッツさんはふり向かぬまま、かすれた声で、

「急にドアを閉めないでくださいよ……びっくりするじゃあありませんか……」

　彼にもわかっているはずだった。

　ここからドアまでは距きよ離りがありすぎる。やったのはあたしではない、と。

　なら、誰だれ──いや、何が──？

　それを考えたくなくて、彼は、あたしがドアを閉めたのだ、という答えをほしがっているのだ。

　だが。

「あたしじゃないわ」

　あたしはわざと、きっぱり言った。

「思い出して。自分がどうしたいのか。

　現実逃とう避ひで解決するなら、あたしを呼ぶ必要はなかったはずよ。

　起きていることを認めた上で、原因を探さぐり、解決する。

　それがあなたの望みでしょ？

　ならまずは、冷静に、事実を事実と受け止めて分ぶん析せきすること。

　でないと、むしろ解決を遠のかせるだけよ」

「……そ……そう……ですね……」

　まだ声のふるえは消えていなかったが、それでも彼はうなずいた。

「とりあえず……窓を開けて光と風を入れます……」

　ラッツさんはリビングに行くと、窓を覆おおう鎧戸のカギを外し、ややたてつけの悪い戸をきしませながら開いてゆく。

　明るい光が室内にさし込み──

　……どっ……うう……う……

　重い音と女の呻うめきは上から聞こえた。

『────!?』

　反射的に頭上を見上げるあたしたち。

　そこには、すすけて汚よごれた天井と、サビの目立つシャンデリア。

　と、いうことは──

　あたしは無言で身をひるがえし、廊下の途中にあった階段で上へ！

「ま、待ってください！」

　ラッツさんがあわててあとをついて来る。

　二人は、音がしたあたりの部屋の前で立ち止まり──顔を見合わせ、うなずいて。

　あたしはドアノブに手をかけた。

　カギはかかっていなかった。

　小さくきしんでドアが開く。そのすき間から中の様子が見え──



    

  
    
      『うっ……!?』

　あたしとラッツさん、二人の呻きが重なった。

　来客用の寝しん室しつ、だろうか。

　部屋にはベッドがぽつりと一つだけ。

　くすんだ赤い──赤黒いじゅうたんが床ゆかには敷しかれていた。

　その赤黒いじゅうたんの上。

　まっ黒な、長い長い髪かみの女がうつぶせになっていて──

「──って何しとるんぢゃお前はぁぁぁぁぁっ！」



　ごづっ！



「ほうぎゅっ!?」

　あたしのかかと落としを背中に受けて、女はのけぞり、身を起こす。

「──ったたた……一体何よ!?

　……って、なんであなたがこんな所にいるのよっ!?　リナ＝インバース！」

「それはこっちのセリフっ！　なんでこんな所にいるのよナーガっ！」

　言ってあたしは傲ごう然ぜんと、二階で寝ねていた女──ナーガを見下ろした。

　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！

　あたしのライバルを自じ称しようして、ことあるごとに脈みやく絡らくもなく出現し、事態をやたらとかき回す！

　へたな霊れいよりよっぽど心霊現象っぽい、生きている超ちよう常じよう現象、白蛇のサーペントナーガ！

　たぶん一階であたしたちが聞いたのは、寝ていたこいつがベッドから落ちて呻いた音だったのだろう。

　──門からこの家へと向かう時、イヤな予感がしたのだが──アレはあたしの本能が、こいつがここにいると警告を発していたのだろう。

「……リナさんの知り合いですか……？」

「そこは触ふれないでっ！」

　よけーな詮せん索さくをするラッツさんの問いは流して、あたしはナーガをにらみつけ、

「ここはこのラッツさんの家なのよっ！　あたしはちょっとした調査を頼まれたのっ！

　で!?

　あんたの方は何してるわけ!?」

　聞けば彼女は立ち上がり、両手を腰こしに当て胸そらし、

「ふっ！

　知りたければ教えてあげてもよくってよ！

　きのうの夜、路銀が心もとなかったんで、宿をどうしようかとうろうろしていたら、ここの窓が開いてたんで、入り込んで眠ねむっただけの話っ！

　あなたに責められるようなことは一いつ切さいしていないわっ！」

「じゅーぶん責められるよーなことしてるでしょーがっ！

　他人の家に勝手に入り込むのは立派な犯罪よっ！」

「あなただって！　事件の調査をする時はしょっちゅうやるじゃない！」

「あれは調査のためしかたなく、だからいーのよっ！」

「それならこっちもっ！

　宿代を節約するためしかたなかったんだから別にいいじゃない！」

「そんなりくつがあるかぁぁぁぁっ！

　──ともかくっ！」

　あたしはナーガとの話を一時うち切ると、ラッツさんの方をふり向いて、

「そーゆーことで、これまでに起きた怪かい奇き現象は、ぜーんぶこのナーガのしわざでした、ってことにしときましょ」

「……いや、あの。

　さっきリナさん、私に、現実逃避するな、って説教しましたよね？」

　ちっ。おぼえてたか。

「それに。

　幽霊ゴーストではなく、家のどこかにひそんだ、変な格好をした女のしわざでした、という方がむしろ怖こわいです」

　むう。言われてみれば確かに。

「あと──

　そっちのナーガさんとかいう方、窓が開いていた、とおっしゃってましたけど、私、出かける時には間ま違ちがいなく、全部の窓に内側からカギをかけたんですが……」

　気味悪そうに言うラッツさんに、対するナーガは困った顔で、

「そんなこと言われても開いてたんだから仕方ないじゃない。

　入ってこいと言わんばかりだったから術で空から入ったら、ベッドがあったんで、これは自由に休めということだと解かい釈しやくして休んでただけのことよっ！

　あなたにベッドから蹴けり落とされたけれどねっ！」

　と、意味不明な文句とともに、恨うらみがましい視線をあたしに向ける。

「は？　蹴り落とした？

　あんたが寝ぼけて勝手にベッドから落ちただけの話でしょ」

「ふっ！　とぼけるなら、もう少しもっともらしい言い訳を考えるのねっ！　リナ＝インバース！

　野宿で木の枝に寝ても落ちないのが誇ほこりのこのわたしが、ベッドごときから落ちるはずないじゃない！

　それとも何？　ベッドがひとりでに動いてわたしを放ほうり出したとでも言うのかしら!?」

　──ベッドがひとりでに──

　ナーガの言ったそのことばに、あたしとラッツさんは思わず顔を見合わせた。

「ナーガ！　その、ベッドがどうこうってところ、もーちょっとくわしく聞かせて！」

「他ほかに何か気づいたことはありませんでしたか!?　少しでも手がかりがほしいんです！」

　詰つめ寄るあたしたちにナーガは眉まゆをひそめ、

「……な……

　なんでベッドから落ちた話に食いつくのかわからないけど……

　それより、あなたたちが何をやっているのか、こっちはまだ聞いていないんだけど」

　言うナーガに、ラッツさんは事情を説明しはじめたのだった──



「ふっ。なるほど」

　演出のつもりか暗かっただけか、手近な窓を大きく開け放ち、朝の光を浴びながら、ナーガは大きく胸を張り、自信まんまん言い放つ。

「つまぁぁぁりっ！

　この家に起きている現象を解決するためには、この白蛇のサーペントナーガの力が必要不可欠というわけねっ！」

　そこまでは言ってはいないのだが、しかしラッツさんは身を乗り出した。

「え……ええ！

　ご協力願えるなら、些さ少しようですが御お礼れいはさせていただきますっ！　ですからどうかっ！」

「そう素す直なおに頼たのまれれば、断るわけにもいかないわね！

　──いいわっ！

　このわたしの実力を、とくと見せてあげるわよっ！

　ベッドがどうのなんて細かい話は関係なしに、一発でカタをつけてあげるわっ！」

　言うなり呪じゆ文もんを唱えはじめる！

「ちょっとナーガ！　言っとくけど、家ごとみんな攻こう撃げき呪文で吹ふっ飛ばす、ってのはナシだからねっ！」

　あわててあたしはクギを刺さし、それを聞いたラッツさんが不安げな表情を浮うかべるが、ナーガはかまわず呪文を完成させた！

「浄化炎メギド・フレアっ！」



　ぐぼぁんっ！



　刹せつ那な、ナーガを中心に噴ふき出した炎ほのおが部屋じゅうを呑のみつくす！

「ぬぁぁぁぁっ!?」

　ラッツさんがおどろいてもがくが──

「だいじょーぶ」

　この術を知っているあたしは、炎に巻かれつつ、へーぜんと言った。

「幽霊ゴーストやアンデッドを浄じよう化かする術よ。人間やフツーのモノには影えい響きようないから」

「そういえば──熱くない……」

　言われて落ち着きを取り戻もどし、もの珍めずらしそうに、炎に手をかざしたりするラッツさん。

　やがて炎はふつりと消えて。

「安心するのね！　ラッツさんとやら！

　もしこの家に幽霊ゴーストがいたとしても、今の術で完全に消し飛んだはずよっ！

　ほーっほっほっほ！」

　自じ慢まんたらたら笑うナーガのその後ろで。

　ばたんっ。がちゃりっ。

　ひとりでに窓が閉まってカギがかかる。

　……しーん……

「……え……？」

　ナーガは呻うめいてふり向くと、カギを外して窓を開け、あたしたちの方に向き直り、

「ほーっほっほっほ！」

「やりなおすなぁぁぁぁっ！

　全然ごまかせてないからっ！」

「私たちも、玄げん関かんで似たような目に遭あいましたよ……」

　あたしのツッコミに、疲つかれた声でラッツさんが続ける。

　対するナーガは眉をひそめて、

「変ね……

　今のは普ふ通つうの火と違ちがって、壁かべやドアも通り抜ぬけるのよ。幽霊ゴーストが家にいれば消し飛ぶはずなんだけど……」

「とはいっても、現に今、窓が勝手に閉まったでしょ？」

「たしかにそうだけど……」

　ナーガのことばも歯切れが悪い。

「その……失礼ですが……本当に効くんですか？　今の術」

　おずおずと聞くラッツさんに、ナーガが一いつ瞬しゆん、ムッとした表情を浮かべ──

「それは保証するわ」

　と、あたしの方が口を開いた。

「前に、ナーガがこの術でアンデッドたちを蹴け散ちらしたのを見たことがあるの。

　呪文を唱える時の『混沌の言語カオスワーズ』の構成を考えても、幽霊ゴーストにも効くはず。

　なら、効かなかった理由があるはず。

　たとえば──そうね。

　今の術、下の方向には届かなくて、幽霊ゴーストの本体というか核かくのようなものは、その届かない一し階たにあった──とか。

　相手が強力で、一発だけじゃあ浄化できなかったとか──」

「ふっ！　なら話は簡単ねっ！

　一階に下りて、今の術を何度か使えばいいだけの話でしょっ!?」

「たぶんそれでいいはずよ」

　ナーガのことばにあたしはうなずき、三人は、早さつ速そく作業を開始したのだった。



　全開になった窓から陽ひざしがさし込み、室内を明るく照らし出す。

　吹く風が、こもっていた空気をさわやかなものへと置き換かえてゆく。

　みんなで一階に下りて、浄化の術をナーガがぶちかまし続けたあと。

　とりあえず、重い空気をうち払はらおうと、ドアやら窓やらを開け放ち、換かん気きをしつつ様子を見ているのだが──

　とりあえず今のところ、何かが起きる気配はない。

　リビングのまん中、石のテーブルのそばに立ち、異常が無いかと一同はあたりに目を配る。

　開いた窓が動いてはいるが、これは単に風のせい。

　庭木の向こうに見える空には雲が出はじめていて、どうやらひと降り来そうな様子。

「──けど殺風景な部屋ね」

　あたりを眺ながめ回しつつ、ナーガが突とつ然ぜん、ド失礼なことを言う。

　いやまあ、部屋のまん中に居い座すわった、無骨な石のテーブルとか、同じようなつくりの壁の棚たなとか、質実剛ごう健けんというか、飾かざり気けがないのは事実だが。

　ストレートな感想に、ラッツさんは苦く笑しようして、

「引っ越こしの途と中ちゆうというのもあるんですが、実は、建物に作りつけの家具が多かったんですよ。

　あなたが寝ねていた部屋のベッドなんかもそうですが、このテーブルや棚なんかもみんなそうなんです。

　正直、少し使い勝手の悪いところはあるんですけれどね」

「ふぅん……変な家ね」

　気のないあいづちをうつナーガ。

　この家のもとの持ち主、デュフォーとかいう昔の魔ま道どう士しのシュミなのだろうが、なんでこんなつくりなのやら。

　棚はまだしも、つくりつけのテーブルやベッドは、じゅうたんを敷しく時にはめちゃめちゃ不便そうである。

　などとやっているうちに。

　ぱらぱらと、小さな音が、窓の外から聞こえて来た。

「──雨ですね──」

　灰色の空を眺めてラッツさんが言う。

　あー。とうとう降って来たか。

　雨あま粒つぶが木の葉を叩たたく小さな音は、どんどん強くなってゆき──

　突然。

　ばたんッ！　ばたバタバタたたタがちゃんがちゃがちゃぢゃっ！

　一いつ斉せいに。

　開いていた窓が、ドアが閉まり、誰だれも触ふれてはいないのに、一同の見ている前でカギがかかった。

『────』

　さすがに絶句するあたしたち。

　窓の閉とざされた室内は、薄うすい闇やみに支配され、雨音だけがザアザアと雑音ノイズを奏かなでる。

「──つまりは──」

　沈ちん黙もくを破って口を開いたのはあたし。

「相手はまだ健在、ってわけね」

「……け……けど、どういうことです!?　家じゅうに浄化の術をかけたんですよねっ!?　何度もっ！」

「なら、考えられるのは一つだけ」

　あたしは右手の指を一本立てて、ゆっくりとそれをつきつける。

　自分の足もとに。

「そいつは地下にいる、ってことよ」

「──いや──しかし──」

　ラッツさんは眉をひそめて、

「うちには地下なんてありませんよ……あれば先に言ってます」

　とーぜんの意見にあたしはうなずき、

「ええ。だから──

　この家には、あなたの知らない地下がある、ってこと。

　おそらく──

　そここそが、昔、ここに住んでた魔道士の研究室。

　その魔道士の研究と今回の事件は、絶対に何か関係があるはずよ」

「だとしても、どこに──？

　その、一応先に言っておきますが、片かたっ端ぱしから床ゆかを剥はがして掘ほり返す、というのはできればご勘かん弁べん願いたいのですが──」

　ちっ。先にクギを刺されたか。

　床の石を材料に、石人形ゴーレム──魔ま力りよくで生み出す操あやつり人形を作るなり、大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようする術で床を掘るなりすれば話は早い、と思っていたのだが──まあいい。

「とりあえずあちこち探してみましょ。

　ついて来て」

　言うとあたしは二人とともに、家の探たん索さくをはじめたのだった。



「ここね」

　魔力の明かりが灯ともる中、あたしが足を止めたのは、廊ろう下かに面した部屋の中だった。

　左手にドア。右手に窓。目の前の壁には、つくりつけの棚。

　そんなあたしの断言に、とまどい気味のラッツさん。

「え……？　ここ……ですか？」

　問いにあたしは、目の前の棚を調べながら、

「ラッツさん、この家の最初の持ち主は高こう齢れいで亡なくなった──って話よね？」

「はい、そう聞いていますが……」

「地下に研究室があるなら、しょっちゅう上り下りをしてたはずだけど──はしごを使うのは、お年寄りにはキツいはず。

　なら、どこかに隠かくされた階段を使ったんじゃないか、って考えるのが自然よ。

　階段を隠すなら、それなりの空間スペースが必要になるわ。

　で、さっき測ってみたんだけど。

　廊下にドアを並べた二つの部屋。

　廊下で測ると、この部屋のドアから隣となりの部屋のドアまで十歩ちょっと。

　隣の部屋のドアから、こっち側の壁まで四歩弱。この部屋のドアから、この壁までやっぱし四歩弱。

　──足りない二、三歩ぶんは何だと思う？」

『あ──』

　ナーガとラッツさんが同時に声を漏もらす。

「ここに階段が隠されている、って考えるのが自然ね。

　つくりつけの棚が何かのスイッチになってて隠しドアが開く、と思うんだけど……」

　さきほどから調べてはいるのだが、それらしきものは見あたらない。

　この部屋に来る前に、隣の部屋も見たのだが、一枚ものの石いし壁かべには、棚や模様どころか、凹おう凸とつも継つぎ目めもなかった。

　そんなところに隠しドアやスイッチが隠れているとは考えにくい。

　ここに面した廊下の壁にしても同じ。

　なら、ここに何かがあるとしか考えられないのだ。

　石造りの棚をあちこち触さわってみるが反応は無し。飾りも何もない質素な棚ゆえ、棚たな板いたを動かすタイプだと思うのだが──

「──で、そのスイッチとやらはまだ見つからないの？　リナ？」

　探そうとすらしていないナーガにせっつかれ、あたしはちょっぴりムカッとして、

「文句を言うなら、あんたも探しなさいよ」

「──とはいっても、この部屋、そこ以外に探すところなんてないわよ」

　ナーガの言うその通り。

　引っ越しが中断しているせいか、この部屋には、基本的にモノが無い。

　家具と呼べるようなものは、あたしが今調べている棚だけ。

　部屋の真ん中には、荷物の入った木箱が積んであるが、その下の床は棚を調べる前に見た。

「──わかりました」

　ラッツさんはやおら、問題の壁に手をつくと、

「この壁を壊こわしてください」

「──いいの？」

　驚おどろいて問うあたしに、彼はうなずき、

「はい。

　たとえここに階段が無かったとしても、リナさんのおっしゃったように、不自然な空間スペースがあることは事実のようですから。

　ほうっておいたのでは、あとあと気になって仕方ありません。

　スイッチを見つけるために時間を費ついやすよりは、一刻も早く解決したあとで、壁を修理する方がましです。

　ですから──

　お願いします」

　そう言われれば、むろんあたしに異論があろうはずもない。

「わかったわ。

　みんな、壁から離はなれて」

　言ってあたしも数歩退さがると、口の中で呪じゆ文もんを唱え、解き放つ！

「振動弾ダム・ブラスっ！」



　ごがぁっ！



　一いち撃げきは目の前の壁をうち砕くだき、その奥おくに、暗い闇を覗のぞかせた。

　隣の部屋、ではなさそうだ。

　一同壁に歩み寄り、開いた穴から見てみれば──

　やはりそこには階段が、地下に向かって延びていた──



　靴くつ音おとが、狭せまい空間にこだまする。

　ほどなく三人が足を止めたのは、隠し階段を下りた先──一枚のドアの前だった。

　先頭のあたしは、ドアノブに手をかけ──

「開かないわね。

　カギ穴はないみたいだけど……」

　ちらりとラッツさんを見やる。

　こちらの言いたいことを察してか、彼はため息混じりに、

「──かまいません。壊してください」

　あたしはまたまたさっきと同じ術で、ノブのあたりを吹ふっ飛ばす。

　ドアをゆっくり引き開けると──そこは広くて暗い空間。

「明かりよライテイング」

　ナーガが放った魔力の明かりがあたりを照らす。

　そこは、一う階えにあったリビングより、ふたまわりほど広い場所だった。

　いくつもの棚たなに大きな机。

　魔道書、巻物のたぐいが乱雑に棚に置いてある。魔道書の中には、あたしの知っているタイトルのものもちらほらと。

　書きかけの羊よう皮ひ紙しがそこここに置かれていて、机の上には半ば羽根が抜ぬけた羽根ペンと、フタに錆さびの浮ういたインク壺つぼ。

　そんなあれこれを眺ながめつつ、ラッツさんがぽつりとこぼす。

「……この家に住んでいた魔ま道どう士し……てっきり死霊術ネクロマンシーか何かを研究していたと思ってたんですが……

　違ちがうみたいですね」

「わかるの？」

　問えば彼は、あたりにある魔道書の背表紙をざっと眺めつつ、

「ええ。

　私の友人に死霊術士ネクロマンサーがいまして……そいつの書庫に行ったこともあるんですが……揃そろっている本の傾けい向こうが、そいつの所のより、むしろ私の所のに近いですから──

　あ、ちなみに私は石人形ゴーレムの研究をやってるんですけれど……」

「──石人形ゴーレム？」

　あたしは眉まゆをひそめてつぶやいて──

「そんなことよりっ！」

　ナーガの上げた声が耳じ朶だを打つ。

「やることをさっさと終わらせるわよっ！」

　彼女は珍めずらしく正論を吐はくと、呪文を唱えはじめた。

　たしかにこの部屋の発見は収しゆう穫かくだし、書類や魔道書を調べるのも大事だろう。

　だがそれは、幽霊ゴーストを退治して落ち着いてからの方がいいだろう。

　そして。

「浄化炎メギド・フレアっ！」

　発動するナーガの術！

　炎ほのおはあたりのものには焦こげ目の一つもつけぬまま、地下の空間をなめつくし、隠し階段を駆かけ上がる。

　これで、もしこの地下のどこかに幽霊ゴーストの本体だか核かくだかがあったとしても、浄じよう化かされたはず──

　だが。

　ばたんっ。

　そんな一同をあざ笑うかのように、階段下のドアが音を立てて閉じた。

　三人の動きが凍こおりつく。

　当然、風のせいなわけはない。

　人や物質に影えい響きようを与あたえない浄化の炎が、ドアを押すはずもなく。

　ならば──

「……どういうことよ、これ？」

　と、ナーガもさすがにとまどい顔。

「まさか……さらに地下があるとか……？」

　こちらの意見はラッツさん。

　あたしは無言のまま、あたりの研究書やらメモ書きやらを眺めて回る。

　机の上の羊皮紙には、さまざまな走り書き。

　ずいぶん昔のもので、染しみと汚よごれに侵おかされてはいるが、どうにか読める部分もあった。

　命令調のいくつものことば。『理想はまだ遠い』『なぜ言うことを聞かない!?』『どうすれば──』苦く悩のうのつぶやき。

　そして──

　羊皮紙の上の方にある一文を目にして、あたしは動きを止めた。

　勝手に閉まってカギまでかかるドアや窓。効かない浄化呪じゆ文もん。ここにある魔道書の傾向。

　これは──つまり──

「ちょっと来て！」

　直観に、あたしは声を上げていた。

「何よリナ？」

「手がかりでも？」

　そばにやって来た二人に、あたしは羊皮紙のその部分を指さした。

　二人は身を乗り出して文字を読み──

「……何ですか？　これ」

　いぶかしげにつぶやくラッツさん。

「『ご老人の一人暮らしでも安心、快適な生活を提供……』って……

　何の宣伝文句ですか？」

「たぶん──」

　あたしは言った。

「この家の宣伝文句よ。

　あたりの研究書をちゃんと調べればわかると思うけど──

　ここに幽霊ゴーストはいないわ」

「いない？　どういうことよリナ？　だって今、現に──」

　ナーガは、つい今しがた閉まったドアに目をやるが──

「この部屋にある資料やメモをくわしく調べてみないと、はっきりしたことは言えないけれど、あたしの予想が正しければ──

　今までのことは、幽霊ゴーストじゃなく、この家のしわざ。

　おそらく。

　この家そのものが、石人形ゴーレムのようなものなのよ」

『石人形ゴーレム!?』

　ハモる二人にあたしはうなずき、

「正確に言うなら、石人形ゴーレムを作る技術を使った、一部自動の家、ってところね。

　言うまでもなく石人形ゴーレムは、大ベ地フのイ精モ霊スの力を借りて石や土をヒト型に成形し、簡単な命令を聞かせるわけだけど──

　おそらくそれを、建物に使ったのよ。

　現に、この部屋にある魔道書なんかの多くは、石人形ゴーレムを研究してる魔道士が持ってるもの──よね？　ラッツさん」



    

  
    
      「あ……ああ……確かにそうだが……」

「引っかかってはいたのよ。

　建物のあちこちに、継つぎ目めもない一枚石が使われてるでしょ？

　あんなもの、天然モノならそうそう調達はできないわ。

　けど。

　石人形ゴーレムを作る術の応用で、大ベ地フのイ精モ霊スを操あやつって板状の石を作る、ってやり方なら話は別よ」

「まあ……簡単な技術ではありませんが、不可能ではありませんね」

　と、ラッツさん。

　あたしは続ける。

「たぶんこの家そのものが、試作実験のサンプルなのよ。

　家の中で明かりライテイングを使ったり、ナーガが浄化の炎を使ったりするたびにドアや窓が閉まってカギまでかかったけど──

　これは、『家の中で人工の明かりが灯ともれば戸と締じまりをする』って命令を実行してると推測できるわ。

　でもって、雨が降ったらきちんと戸締まり。

　他ほかのいろんな現象も、最初に与えられた命令に従って、何かの条件で作動しているだけなのよ」

「けど、仮説でしょ？　それ」

「仮説よ」

　ナーガの異論にあたしはうなずき、

「けど、浄化の術が全然きかない幽霊ゴーストがいる、と考えるよりは、この現象を起こしているのは幽霊ゴーストじゃない別の何か、って考えた方が自然でしょ？

　ナーガの術がヘボくて、幽霊ゴーストも浄化できない、っていうなら話は別だけど」

「そっ……！　そんなことあるわけないじゃない！」

「よね？

　ならその『別の何か』っていうのは何なのか──

　もとの持ち主が石人形ゴーレムの研究をしてたのなら、その技術を使ってる可能性が高いわ。

　働いている力が大ベ地フのイ精モ霊スのものなら、畑はたけ違ちがいの死霊術士ネクロマンサーがその存在を察知できないのも、霊れいなんかを浄化する術が効かないのも当たり前」

　言いながら、あたしはそのへんの魔道書を片かたっ端ぱしから積み重ね、

「ラッツさん、引っ越こしの時から、勝手にドアが開くことがあった、って話だけど──」

「ああ。最初は、家族が気をきかせて開けてくれたのかとも思ったが、部屋の中に入ると誰だれもいなくて──」

「なるほど」

　あたしは、重ねた魔道書を両手で抱かかえ持ち、部屋のドアの方へと向かう。

　もちろん両手は塞ふさがっているが──

　前に立ったそのとたん、ドアは、きぃっ、とひとりでに開いた。

　予想通りに。

「それってもしかして、こんなふうに両手が塞がってなかった？

　あたしの今の予想が正しいなら、怖こわがる必要なんてない──

　むしろ便利な家じゃない」

　言ってあたしは、笑え顔がおを浮かべたのだった。



　結局のところ。

　地下室から持ち出した資料の調査により、あの家が、やはりあたしが想像した通りのものだと判明したのだった。

　雨が降ったり、室内で人工の明かりが灯ればドアや窓は自動で閉まって施せ錠じよう。

　屋内の湿しつ度どや温度、ホコリなどに反応して窓が開いて自動換かん気き。

　荷物で両手が塞がった人が来ればドアが開く。

　寝ねている人がいたならば、決められた時間にベッドが動いて起こす──などといった命令が与えられていたらしい。

　一部のドアなどの開閉には、合い言葉キーワードを口にすれば作動するしかけが導入してあったとか。

　──まあ、さすがに研究途と中ちゆうだっただけあって、いろいろな面で、要改良の部分は多々あったようだが。

　石人形ゴーレムを研究していたラッツさんは、いたくこの家と研究に興味を惹ひかれ、研究を引き継ぐつもりになったとか。

　別れ際ぎわにラッツさんは、怖がることはないとわかった以上、これで女によう房ぼう子供と一いつ緒しよに暮らせる、と、はじめて笑顔を見せてくれた。

　──後日、聞いた話だと──

　ラッツさんは引き継いだ研究のうち、一部を完成させ、その技術を使った建築は王おう侯こう貴族たちの間で評判になったらしい。

　そんな後日談を耳にして、あたしは心の底から思うのだった。

　──あの時、もっと依い頼らい料をふんだくっとけばよかった──と。



（死し霊りようの棲すむ気がする家：‥完）



    

  
    
      
        吊つり橋ばしの絆きずな



      

    

  
    
      

　掘ほっ建たて小ご屋やのドアを開ければ、中には盗とう賊ぞくたちのおたからがどっさり──

　と思いきや。

　そこにはマットレスの上に、さるぐつわを噛かまされて、しばり倒たおされたじーちゃんばーちゃんが一人ずつ。

　……ありゃ。

　とまどい、あたしはまばたき一つ。

　世間に害為なす盗賊たちを、泣くまでとことん成敗し、ついでにため込んだおたからを没ぼつ収しゆうする！

　とゆーことで。

　今日も今日とて、山の中で行きずりの盗賊団を攻こう撃げき呪じゆ文もんでぶち倒し、意識のあった奴やつに、おたからのありかを聞いたのだが──

　無い、と言いつつ、そいつがちらりと目をやったのが、草木に隠かくれて佇たたずむ掘っ建て小屋だった。

　ならばここかと確信し、板きれに等しいドアを開ければこの光景。

　身みの代しろ金きん目当てで誘ゆう拐かいした人を閉じこめている、といったところか。おたからのたぐいは全然なさそうだが。

　なら。

「だいじょうぶ？　助けに来たわよ」

　言いつつあたしはショート・ソードを抜ぬいて、二人をしばるナワを切る。

「──っふわぁっ！」

「ふう。助かりました」

　手足の自由を取り戻もどし、二人はそれぞれ自分でさるぐつわを外はずすと、

『いや、本当にありがとうございました』

　ぴったり声をハモらせる。

「お礼はあと。とりあえず出るわよ。

　二人とも、歩ける？」

『もちろん』

　またまた声を重ねると、全く同時にうなずく二人。

「オッケー。

　ここからだと、クラムッサの町が一番近いから、そこに行くわよ」

「おお。それは丁ちよう度ど良い」

「わたしたち、そのクラムッサに住んでますのよ」

　と、順番にじーちゃんばーちゃん。

　わたしたち、ということは夫婦だろうか。

　一同は小屋の外に出て──ぶち倒れている盗賊たちの姿に、じーちゃんばーちゃんは目を丸くする。

「これは──お嬢じようちゃん、ひょっとして」

「あなたがやったの？」

「ま、こう見えても魔ま道どう士しだから。

　けど、無事な奴がどっかにいるかもしんないから、早く町に向かいましょ」

　言ってあたしは歩みを進める。

　満月の照らす山道を行きつつ、

「いやいや、助かった。

　わしはローサン＝マッキンリー。

　ばあさんと一緒に山で散歩をしておったら、あやつらに襲おそわれてのぅ」

「わたしはマーサ。捕つかまった時にはどうなるかと思いましたよ。本当にありがとうね。

　ところでお嬢ちゃん、お名前は？」

「リナよ。リナ＝インバース。

　落ち着いた話は町に帰ってからにしましょ。足もとには気をつけてね」

「そうじゃな。

　──それにしてもばあさん、今回はびっくりしたのぅ」

「本当ですよおじいさん。わたしなんか、こわくてドキドキしっぱなしで」

　逃にげ出せた安心からか、後ろで二人はひそひそことばを交かわす。

　──若いカップルのいちゃいちゃはうっとぉしいのに、老夫婦の仲良しがほほえましいのはなぜだろう。

　二人のやりとりを背中で聞きつつ、あたしは、町に着いたら、どうお礼の話を切り出そうかと、そんなことをずっと考えていた。



「昨夜は父と母を助けていただいたそうで、まずはお礼を申し上げます」

　明けて翌朝。

　あたしは、クラムッサの町にある大きな家の応接室で、中年のおっちゃんと向かい合って座すわっていた。

　四角い顔にあごひげをたくわえ、がっちりした体格に、仕立てのいい服。

　オルダス＝マッキンリー。

　この町ではそれなりに名の知れた商人らしい。あたしがきのう助けた老夫婦は、彼の両親だったのだ。

　二人を家まで連れて帰ると、当たり前だが喜ばれ、部屋を用意してもらって一いつ泊ぱく。目が覚めるとおいしい朝ごはん。

　でもって今に至るわけである。

「しかし何というか、うちの両親にも困ったものです。

　仲むつまじいのは良いのですが、『夫婦円満の秘ひ訣けつは、二人一いつ緒しよにワクワクできる何かをすること』と信じていまして。

　──私に言わせれば、スリルで味わう感情の高まりを、恋れん愛あい感情と取り違ちがえているだけのようにしか思えませんが──

　ともあれ両親は昔から、二人でふらりと出かけては、ちょっと険しい山に登ったり、海辺の危ない場所でキャンプしたりと、息子むすこの私からするとハラハラし通しです」

「仲がいいのはともかく、それはちょっと心配ね」

　わりとどーでもいい世間話に、あたしはてきとーにあいづちをうつ。

　たぶん世間話がひと区切りつけば、両親を助けてくれたお礼に──という流れになるだろう。

　それまでは話につき合うべし。

　オルダスさんは苦く笑しようして、

「ええ。

　しかも最近は、だんだんエスカレートして来たと言いましょうか……

　特に父が隠いん居きよしてからは、自由になる時間が増えたせいか、普ふ通つうの山登りなどでは満足しなくなってきまして。

　先日など──使用人が気がついて、私に教えてくれたのですが、ゴブリンたちが住んでいる山にキャンプに行く計画を立てていました」

「ゴブ……って、いや、いくらなんでもそれは……」

　さすがにあたしは眉まゆをひそめた。

　ゴブリン。小こ柄がらな人型の種族で、人間には及およばないものの、多少の知ち恵えや文化は持っている。

　おとなしく暮らす連中もいれば、人間とトラブルを起こす集団もいて、世間さまでは蛮ばん族ぞくとか害がい獣じゆう扱あつかい。

　そんなのが住む山に、老夫婦二人がキャンプ、というのは──

「ええ。

　連中が人に悪さをした、という噂うわさは聞きませんが、だからといってさすがに見過ごすわけにはいきませんでした。

　とはいえ、やめろ、と言っても聞いてくれる両親じゃあありません。

　そこで、私は一計を案じたのです」

「ほほう」

　長い話になりそうだなー、と思いつつ、あたしは関心があるふりで、身を乗り出してみたりする。

「役者さんたちを雇やとって、ごろつきの扮ふん装そうをさせたのです。

　で、問題の山に行こうとした父と母とを誘拐してもらい、別の場所に監かん禁きん。

　私から莫ばく大だいな身代金を奪うばった、ということにして解放してもらう手はずでした。

　自分たちの道楽で、息子の私に迷めい惑わくをかけた、となると、二人も少しは無茶を控ひかえてくれるかと思いまして」

　………………

　あたしはまばたき一つして、

「……あのー……それって……ひょっとして……？」

　おそるおそるつぶやくあたしに、オルダスさんはうなずいて、

「ええ。あなたが攻撃呪文を叩たたき込んでくださった連中は、私の雇った役者たちです」

「ええええええええッ!?」

　たじろぐあたしに、しかしオルダスさんは淡たん々たんと、

「もちろん、事情を知らないリナさんを責めるのは酷こくとわかっています。

　幸い、全員無事でしたし」

「無事っ!?　あれでっ!?」

　火炎球フアイアー・ボールとかの無差別広こう範はん囲い呪じゆ文もんをガンガンぶち込んだんだけど……

「曰いわく、『死ぬかと思ったけれど、そこは演技力でカバーした』らしいです」

「演技力でカバーできる問題っ!?」

　それってむしろ、痛手を受けてへろへろになっているのを、演技力で平気なよーに見せてるだけなんじゃあ……？

「芝しば居いのことは私にはよくわかりませんが、当人たちがそう言ってますから。

　──ともあれ。

　両親と役者たちの話から、リナさん、あなたが腕うでの立つ魔道士だ、ということはわかりました。

　そこで相談なのですが──

　父と母はおそらくまた、ゴブリンの住む山にキャンプに行こうとするでしょう。

　その際、陰かげながら二人の護衛をしてもらいたいのです。

　引き受けてもらえるなら、役者さんたちを吹ふっ飛ばした責は問いませんし、護衛の依い頼らい料も払はらいますが──

　いかがでしょう」

　むろんのこと。

　知らぬこととはいえ、役者さんたちを吹っ飛ばしちゃった時点で、もはやあたしにノーと答えられるはずもなく。

「……とりあえず、条件の話をくわしくさせてもらいましょーか……」

　結局、あたしはそう言ったのだった。



　山には緑の色が濃こい。

　灌かん木ぼくと草に刻まれた獣けもの道みちを探してたどり、適当にしばし行くうち。

　やがて、あたしの目に映ったのは、ゴブリンたちの集落だった。

　──集落、といっても、人間のものとはかなり違う。

　掘ほっ建たて小ご屋やとすら呼べない、木の枝葉とツタを使った雨よけのひさしがでたらめに作られていて、家具と呼べそうなものは上半分が割れて欠けた水ガメ。これはたぶん、人間が捨てたものをどこかから拾ってきたのだろう。

　ざっと見たところ、ゴブリンたちの数は二十匹ぴきほどか。

　──オルダスさんの依頼を受けて、あたしは早さつ速そく、ゴブリンたちが住んでいる山に出かけたのだった。

　とりあえず、あたしが先に山に入って、ゴブリンたちを一いつ掃そうすれば問題なしっ！

　──と、最初は思っていたのだが──

　すぐに気がかわった。

　山に入ってちょっと探しただけで、あっさりと、この集落が見つかったのだ。

　人間に見つかりやすい場所にわざわざ集落を作るとは思えない。

　ならこの山には、ゴブリンたちが複数の集落を作っている、と考えられた。

　つまり、この集落一つを潰つぶしただけでは問題は全然解決しない──どころか、ゴブリンたちを刺し激げきするだけ。

　むしろ、あとあとやって来るだろう老夫婦の身を危あやうくすることになる。

　──なら仕方ない──

　あたしは身をひそめていたしげみから立ち上がり、まっすぐ堂々、ゴブリンたちの集落に向かって歩みを進めた。

　さすがにそんなあたしに気づき、ゴブリンたちが一いつ匹ぴき、また一匹と、動きを止めてこちらに注目しはじめる。

　適当に注目を集めてから、

『心配しないで』

　ゴブリンのことばであたしは声を上げた。

　──実を言うとこのあたし、ゴブリン語がしゃべれたりする。

　前に面おも白しろ半分でおぼえたのだが、こんなところで役に立つとは。

『攻こう撃げきする気はないわ。

　話がしたいの。長おさはいる？』

　言ってぐるりとあたりを見み渡わたす。

　──さあ、これで相手がどう出てくるか。

　話し合いができるなら交こう渉しよう。

　いきなり攻撃してくるようなら、反はん撃げきしてぶちのめす。

　あたしの呼びかけにしばしの間。

　そして。

『話？　何だ？』

　言って進み出てきたのは、ゴブリンたちのうち一匹。

　腰こしにさびた短たん剣けんをぶら下げて、適当な布切れや毛皮を身につけたその格好は、他ほかのゴブリンたちとたいして変わらないが、こいつが代表者ということなのだろう。

『お願いがあるの。

　もうすぐこの山に、人間の老夫婦がやって来ると思うんだけど、その二人には危害をくわえないでほしいの』

『ニンゲンの年寄りのつがいが？　なんの用で？』

　もちろん、面白半分で、などと説明するわけにはいかず。

『そういうしきたりだ、って言ってたわよ。

　くわしくは知らないけど』

　適当なことを言ってみる。

『しきたりか……』

　ゴブリンはしばし考えてから、ふと、何かに気がついたかのように顔を上げ、

『ところで、そのローフーフはどんな姿のニンゲンだ？』

『どんな……って言われても……』

　問われてあたしは答えに困る。

　種族の違ちがうゴブリンが、人間の顔を見分けるのはむずかしいだろう。

　なら、顔立ちではなく大ざっぱな格好を説明するしかないのだが、この山に入る時、あの老夫婦がどんな服装で来るかなど、さすがにわかるわけもない。

　仕方なく、あたしは二人の風ふう貌ぼうを思い出しつつ、

『……ええっと……

　どんな服を着て来るかはわかんないんだけど……

　歳としをとった男と女の二人組で、髪かみは二人とも白髪しらがで……

　……んー、背の高さはあたしと大体同じくらいで……』

　これは……なかなか説明に困る。

　口ごもるあたしにゴブリンは、

『聞くがそれは、さっき通った時に見た、ガケにはりついて落ちそうになってた、ニンゲン二人のことではないのか？』

　……………………

「何ですとをををををををっ!?」

　思わず人のことばで絶ぜつ叫きようしてから、あわててゴブリン語で、

『そんな格好の人がいたの!?　ひょっとしたらその人たちかもっ！

　そのガケってどこにあるのっ!?』

　問いに相手は、一方を指さし、

『ここからは見えない。向こうにまっすぐ行くと、大きなカシの木がある。そこを北に曲がって少し行った所』

『ありがとっ！　ちょっと見てくる！』

　返事を待つ間もあらばこそ。あたしは呪じゆ文もんを唱え──

「翔封界レイ・ウイングっ！」

　風の結界をまわりに纏まとう、高速飛行の術を発動！　言われた方に向かってまっしぐら！

　少し飛ばせば大きなカシの木。北に曲がってしばらく行けば、やがて木々の緑に遮さえぎられていた、茶色い岩いわ肌はだが見えて来る。

　その岩肌の中腹に、へばりついた人ひと影かげ二つ！

　本当にいたぁぁぁぁっ！

　まだ距きよ離りがあり、はっきりと顔は見えないが、このタイミングで、たまたまガケを登ろうとしている別の二人、ということはまずありえない。

　ある程度まで近寄ってから、『陰ながら』の護衛、という条件を思い出し、ガケの下にあるしげみに着地、術を解く。

　纏っていた風の結界が消えると同時に、まわりの音が聞こえてくる。

　ガケを吹き抜ぬける風の音。それに混じって人の声。

「──ばあさんやー！　大だい丈じよう夫ぶかー？」

「えぇえぇ。平気ですよおじいさん！」

　それは間ま違ちがいなく、ローサンとマーサ、二人の声！

　やっぱりこのひとたちかっ！

　朝ごはんの時にはいっしょにいたはずなのにっ！

　タイミングから考えて、そのあと、あたしとオルダスさんが護衛うんぬんの話をしている間に家を出たのだろう。

　しかし、誘ゆう拐かいされた昨日の今日で、何事もなかったかのよーに、ゴブリンのいる所で山登り、って、いくらなんでもフットワーク軽すぎだろこの二人っ！

　しかもなぜわざわざガケを登る!?

　ともかくこの状じよう況きようはマズい。

　もしも二人のうちどっちかがガケから落っこちたりしたら、『陰ながら』助けるのはまず不可能。

　とはいえむろん、陰ながらという条件が無理っぽいから助けない、などというわけにもいかないし。

　ならばあたしにできるのは、助ける準備はしながらも、落ちないように祈いのること。

　見上げれば、垂直とまでは言わないが、足を踏ふみ外せば体勢を立て直すのはまず不可能な切り立ったガケ。

　そのほとんど上のあたりに、体格からしてじーちゃんが。少し下にばーちゃんが。

　ガケから出っ張った岩やなんかに手足をかけて、よじよじと上に登ってゆく。

　──このガケをあんな所まで登るとは、歳のわりには体力がありそうだが、あくまで歳のわりには、の話。

　実際のところ、二人のペースは決して速いとは言えない。

　あたしは口の中で呪文を唱えつつ、はらはらしながら見守った。

　長いような短いような時間のあとに、ようやくじーちゃんの手が、ガケの上に──

　届いた！

　そのままなんとか、ガケの上へと身を持ち上げる。

　あたしは安あん堵どのため息ひとつ。

　とはいえ、まだばーちゃんがいる。

　少し遅おくれてばーちゃんも、ガケの上に手を伸のばし──

　しかしその時！

　足を滑すべらせたか足場が崩くずれたか、ばーちゃんが大きく体勢を崩す！

　やばいっ！

　あたしはあわてて、唱えておいた呪文を発動させた！

「浮遊レビテーシヨンっ！」

　これも飛行の術ではある。さっき使ったのとの違いは、まわりに風の結界が無く、移動速度が遅おそいが、それなりの重量を持ち上げられること。

　じゃあさっきの術でいいのでは、と考えがちだが、それは間違い。ンなことをすれば、まわりに纏った風の結界で、助けるべき相手を吹ふっ飛ばすことになる。

　スピードが出ないぶんは、なんとかカバーするっ！

　術を発動させるとともに、あたしはガケに向かってジャンプの要領で地を蹴けった！

　そのいきおいで加速を得て斜しや面めんに着地、同時にまたまたそこを蹴っていきおいをつける。

　これでかなりの加速になるが、十分だとは言いがたい。果たして間に合うかどうかっ!?

　見上げれば、ガケの上から身を乗り出したじーちゃんが、体勢を崩したばーちゃんに手をさしのべて、

「ばーさん！　ふぁいとー！」

　対するばーちゃんもいきおいよく手を伸ばし、

「いっ……！」

　何かを言おうとしたその瞬しゆん間かん！

　またまた足を滑らせて、今度は完全に体勢を崩す！

　まずいっ！　間に合うかっ!?

　あたしは何度目かガケを蹴り、滑り落ちはじめたばーちゃんに向かう！

　と。

　滑り落ちていたばーちゃんが、ぴたりっ、とガケの途と中ちゆうで止まった。

　────？

　一体何が起きたのか。だが考えるより救出が先！

　あたしはそのまま後ろからばーちゃんを抱かかえると、ふわりふわりと上じよう昇しよう開始。

「──おや！　あんた？」

「ふわっ？　なんですかなんですか？」

　じーちゃんはあたしの顔を見て、ばーちゃんは状況がわからず声を上げる。

　ともあれそのままガケの上に出て着地。

　二人を出で迎むかえて、じーちゃんは、開口一番、サムズ・アップで、

「ばーさん、今のはナイス・スリル！」

「『ナイス・スリル』ぢゃないでしょーがっ！」

　さすがにあたしは、全力でツッコミを入れた。

「おばーちゃんが落ちかけたのよっ！　ナイスとか言ってる場合じゃないでしょーがっ！

　ちょっとは心配しなさいよっ！」

「あ、いえ、リナさん」

　かみつくあたしのマントの端はしを、ばーちゃんが、くいっ、くいっ、と引っ張って、

「ご心配はいりませんから。ほらこの通り」

　言われてそちらに目をやれば、ばーちゃんが手にしているのは茶色いヒモ。

　それは、ばーちゃんの腰にくくりつけられていて、伸びゆく先は──ガケの上？

「……命いのち綱づな……？」

　つぶやき、あたしは眉まゆをひそめた。

　二人に余よ裕ゆうがあったのも、たぶんこの命綱があったからだろう。岩肌と色が似ているせいで、あたしはヒモに気づかなかったのだ。

　──と、それはいいのだが──

「ちょっと待って。

　なんで命綱がガケの上から伸びてんの？

　二人とも今、登ってたわよね？

　誰だれかが上から命綱を下ろしてくれた、ってことになるけど……？」

「ああ。それはな」

　二人はいたずらっぽい笑えみで視線を交かわすと、

「わたしたちがやったんですよ」

　と、ばーちゃん。

「え？　でも──」

「いや、実を言うとな」

　今度はじーちゃんの方が、

「夫婦円満の秘ひ訣けつは、夫婦でともに外に出て、あれこれスリルを味わうことだ、とわしらは考えておってな」

　そこはオルダスさんに聞いた。もちろんそうとは言えないけれど。

　でもって次いでばーちゃんが、てれくさそーに、



    

  
    
      「年とし甲が斐いもなく、と思われるかもしれませんけどね。

　これもわたしたちなりの、元気に過ごすための秘訣みたいなものなんですよ。

　まあ、昨日もこの山に登ろうとして、山道を歩いていたところ、盗とう賊ぞくに捕つかまっちゃったんですけれどね。

　そこをリナさん、あなたに助けられたんですよ」

　続けてじーちゃんが、

「つまり昨日は、結局山には登れんかったわけだ。

　それがどうにも落ち着かんでな。

　で、今日こうして、ばあさんと二人で山登りにリベンジしようとしたわけじゃが──

　昨日のルートは縁えん起ぎが悪い、と、獣けもの道みちを通っておったところ、いかにもスリリングなこのガケを見つけての。

　一回登ってみたら面おも白しろかったんで、上からヒモを使って降りて、また登りながら、今度は滑かつ落らくごっこをやってみよう、ということに──」

「何アホなことやってんですかあんたらいい歳としこいてっ!?」

　じーちゃんのことばを思わず遮り、あたしは声を上げた。

　だめだっ！　この二人、完全にだめなひとたちだっ！

　精神面メンタルが、高い所から飛び降りて面白がる子供と同程度。

　オルダスさんの話を聞いた時には、親のことが心配とはいえ、ちょっとおーげさな、とか思っていたのだが……

　身内がこんなんだったらストレスで胃い袋ぶくろ溶とけるわっ！

「何なのよ滑落ごっこってっ!?

　見ててこっちの心臓が止まりそうになったわよっ！」

「そのドキドキがいいんじゃないか。なあばあさんや」

「ですよね、おじいさん」

「そんなわけあるかぁぁぁぁぁぁっ！」

　さすがにあたしも全力ツッコミ。

「人生に適度な刺し激げきは必要、だとは思うけどっ！

　度を超こしてるでしょーがあきらかにっ！

　二人がもと腕うでききの戦士だったとかサバイバル術に長たけた冒ぼう険けん家だ、っていうのならともかくっ！

　昨日、盗賊にあっさり捕まっちゃってた時点でそれはありえないしっ！」

「まあ、確かにわしらは冒険家でも何でもないが」

「わたしたちは大だい丈じよう夫ぶですよ。リナさん」

「大丈夫の根こん拠きよはっ!?」

　のんきな口調で言う二人に、あたしが間かん髪はつ入れず問い返せば、二人は互たがいに顔を見合わせてほほえみ合うと、こちらに向きなおり、声をハモらせ、

『なんとなく』

「なんとなくかぁぁぁっ！

　そ・れ・が・心配だっつってるのよっ！

　事故を起こす人ってのは、『ヤバい』って思ってる人より、根拠なく『自分は大丈夫だ』って思ってる人の方が圧あつ倒とう的てきに多いんだからっ！」

「まあまあ。リナさん」

「何もそう興奮なさらずとも」

「あたしが悪いみたいに言うなぁぁぁっ！」

　叫さけんで肩かたで息をする。

　あたしの言いたいことが、どーやらちっともわからないらしく、二人はとまどいの表情で顔を見合わせる。

　あたしは息を整えてから、気持ちを少し落ち着かせ、

「……わかったわ。

　実はあたし、ある魔ま法ほう薬の原料になる草を探してこの山に入ったんだけど──」

　と、てきとーなウソで、さもたまたま出会ったふうを装よそおって、

「心配だから、二人の山登りにつき合ってあげる」

　陰かげながらの護衛が無理になった以上、オルダスさんの依い頼らいだという部分だけを隠かくして、堂々とついて行く！

「え？　ち……ちょっと待ってくれリナさん」

「それは……」

　あたしの宣言に、予想通り二人は困った顔で、

「あんたは確かに腕の立つ魔ま道どう士しじゃ。

　何かがあっても助けてくれるじゃろう。しかし……」

「わたしたちは、スリルを味わうために来てるんですから、心強い護衛がいて安心できてしまうと……」

「なーに言ってんのよ」

　予想通りの抗こう議ぎを、あたしはどこ吹く風で、

「そっちは、『自分の責任でスリルを味わおうとしているから、他人に心配をかけても知ったことじゃない』って言ってるんでしょ？

　こっちは同じように、『護衛したいから勝手について行くだけなんで、そっちがスリルを味わえるかどうか知ったわけじゃない』って言ってるわけ。

　要は同じことよ」

「……じゃが……」

『おい！　ニンゲン！』

　突とつ如じよ。

　じーちゃんのことばを遮さえぎって響ひびいたのは、人の声ではなかった。

　知らない人の耳には、獣けものの鳴き声としか響かぬそれは、ゴブリン語。

　一同が視線を向けた先──ガケの上にあるしげみの奥から、草葉を揺ゆらして現れたのは、十匹ぴきほどのゴブリンたち！

　さっきの集落にいた連中──ではない。

　身につけている布きれの色合いやつけ方が違ちがっているし、何より、彼らの手には、粗そ末まつな槍やりやらボロい弓矢やらが握にぎられて、槍の切っ先はこちらに向けられていた。

　殺気──とまではいかないが、ぴりぴりとした空気は伝わって来る。

『今すぐ帰れ！　ニンゲン！』

　ナワバリに入られて怒おこってでもいるのだろうか。うち一いつ匹ぴき──槍を手にしたゴブリンが言って来る。

　吠ほえたけるようなその声に、じーちゃんばーちゃんの二人は──と、そっちの方をちらりと見ると。

　めちゃめちゃきらきらした目でゴブリンたちを見てました。

「ばーさん！　ゴブリンじゃぞゴブリン！　しかも武器を持っとるぞ！」

「ドキドキしますねぇ！　おじいさん！」

　ダメだっ！　このひとたち本当にダメだっ！

　正直、見捨てて帰りたくなってきたのだが……依頼の話抜ぬきにして、オルダスさんが気の毒すぎるので、そーゆーわけにもいかず。

　さて。ならどうするか。

　何にしろ、ここでゴブリンたちと一戦交えるのは愚ぐ策さく中の愚策。

『敵意はないわ』

　あたしはゴブリン語で話しかけた。

「おー。リナさんはゴブリンのことばがしゃべれるんか」

「すごいですねぇ」

　雰ふん囲い気きで状じよう況きようを察してか、後ろで適当なことを言う二人。

　対するゴブリンは驚おどろきの顔で、

『オレたちの言葉がわかるのか？

　なら話は早い。

　今すぐこの山を去れ。それがお前たちのためだ』

『あなたたちのナワバリを荒あらすつもりはないわ』

『ナワバリの問題ではない。

　しばらく前、どこかからやって来た一匹のグリフォンが、この山に住みついたのだ』

『グリフォンが？』

　思わずあたしは問い返す。

　グリフォン──獅し子しの体を持った鷲わし、と言えばわかりやすいだろうか。

　かなり凶きよう暴ぼうな肉食性で、馬を襲おそってさらってゆくこともあるという。

　人里の近くに出るのは珍めずらしいが、人間やらゴブリンなんかもエサのうち。

　相手のゴブリンは、手にした槍の構えを解きつつ、

『この山でニンゲンがグリフォンに襲われたら、ニンゲンは、オレたちゴブリンのせいだと間ま違ちがえる。

　そうなると兵士がやって来る。オレたちは困る。

　お前もグリフォンに襲われたくはないだろう。

　だから、早く帰れ。

　お前の仲間はもう帰ったぞ』

「──へ？」

　言われて後ろをふり向けば、そこに老夫婦の姿は無い。

　ちょっ……？

　ゴブリンたちの方を見ていたあたしの目に映らずに立ち去るには、ガケを降りるしかないのだが──

『帰った、って、まさかガケから？』

『ああ。グリフォンの名を出したとたん、ヒモを使って降りていった』

　言われてガケから下を見れば、二人の姿はすでに無く、垂れ下がった二本の命いのち綱づなが、風に吹ふかれて揺れているだけ。

　ここから去ったのは本当だとしても、けど、一体なんで急に？

　グリフォンという単語を聞いておじけづいた、というセンは無い。

　そもそもゴブリン語を知らなければ、耳に届いても理解不能な音でしかない。

　なおかつあの二人なら、グリフォンなんぞと聞いたなら、むしろ嬉き々きとして見物に行きそう……

　……あれっ……？

　背筋をイヤな予感が駆かける。

　ふと思ったのだ。

　もしも──

　あの二人が、ゴブリン語を知っているとしたら──？

　さっき二人は、あたしがゴブリンのことばをしゃべれるのか、と感心していた。

　あれはひょっとして──雰囲気で察したのではなく、二人がゴブリン語を知っていたからではないだろうか？

　考えてみれば──

　ゴブリンたちが住むとわかっている山に出かけようとしたのも、彼らとコミュニケーションを取る自信がある、つまりゴブリン語をある程度知っているからでは？

　だとすると──

『まずいわっ！』

　あたしはゴブリンたちに向きなおり、

『あたしと一いつ緒しよにいた二人、たぶん逃にげ帰ったんじゃないわ！

　グリフォン見物に向かったのよ！』

『な、なんだってー！』

　驚きよう愕がくの声を上げるゴブリン。

『けど、なんでそんな馬ば鹿かな真ま似ねを!?』

　もちろんあの二人のシュミなのだが──そんな説得力の無いことを、えんえんと説明している時間は無い。

『あの二人はいろんな生き物を調べてて、前から、グリフォンを見てみたいって言ってたのよ！

　お願い！　二人を捜さがす協力をして！』

　言えば、ゴブリンたちは顔を見合わせて、

『けど……オレたちだけじゃあ……』

　言うその通り。

　老夫婦は、あたしがついて行くのをいやがっていた。なら呼びかけても出てくるわけはない。

　いやむしろ、あたしから身を隠そうとするだろう。

　山にまぎれた人間二人を捜すのに、十匹と一人では、人手とゴブ手が足りなすぎる。

　ならば──

『──わかったわ。

　じゃあ、こういうのはどう？

　あたしはこう見えて、それなりに魔法が得意なの。

　だから。

　一緒にグリフォンを退治しましょ。

　そうすれば、あたしの連れがグリフォンに襲われることもないし、あなたたちも安心して過ごせるようになる。

　奴やつのいそうな所に案内して』

　二人を捜すのは大事だが、それが難しい以上、まずは一番の危険を取り除く。

　そしてあたしの予想通り、老夫婦がグリフォン見物に行ったのならば、途と中ちゆうで出会う可能性もあるはず。

　あたしの提案に、ゴブリンたちは顔を見合わせて、しばしごしょごしょ相談していたが、

『お前、本当にグリフォンを倒たおせるのか？』

『まかせて』

『わかった。なら案内しよう。ついてこい』

　──かくてゴブリンたちとあたしとは、山の奥へと向かったのだった──



　山の気配が変わった。

　ゴブリンたちが案内するまま山をゆき。

　草木の緑が埋うめる光景はさほど変わらぬまま、すこし前から、鳥たちの声が極きよく端たんに少なくなっているのだ。

　この場所から逃げたのか。それともじっと息をひそめているのか。

　いずれにしろ、鳥たちがそうしなければならない相手が近くにいるということだった。

『待て』

　何かの気配を察したか、槍を手にしたゴブリンが、声をひそめてささやいた。

　一同は足を止めて、耳をすませる。

　まばらな立木のせいで、空は半はん端ぱに視界がひらけているが、それは空にいる相手からも、地上が見えることを意味した。

　鳥たちの声はひたりと止やんで、吹く風と揺れる葉の音ばかり。

　その風鳴りが大きさを増す。

　ふりあおいだのは全員同時、同じ方。

　ごうっ！

　風とともに近くの木々の梢こずえが揺ゆれて、そこから見える空をよぎり行くのは翼つばさの影かげ！

　──グリフォン！

　大きさは小型の竜ドラゴンくらいはありそうだった。あたしが想像していたより少し大きい。

　翼は一いつ旦たん頭上を通り過ぎ、遠くの空で旋せん回かいすると、再びこちらに向かい来る！

　あたしたちを見つけて襲う気か!?

『構えろ！』

　察して槍やり持ちゴブリンが、仲間たちに指示を出す。

　弓持ちゴブリンたちが、あわてて弓に矢をつがえるが、おんぼろ弓矢がグリフォンに通用するとは思えない。

　だが──あたしにとってはこれこそチャンス！

　いそぎ呪じゆ文もんを唱えはじめる！

　竜破斬ドラグ・スレイブ──竜をも屠ほふる必殺呪文！

　直ちよく撃げきせずともかすりでもすれば、グリフォンなんぞ一発で倒せる！

　黒い翼は蒼そう穹きゆうに弧こを描えがいてから、重力を利用して加速降下に移っている。その姿がみるみる大きさを増し──



    

  
    
      　あたしの呪文が完成する！

「竜ドラグ──」

　発動させるべく、『力あることば』を口にしかけて──

　──違う！

　刹せつ那な、あたしは気がついた。

　あわてて術の狙ねらいを変えて発動！

「──破斬スレイブっ！」



　ごばぁぁぁぁん！



　空が、爆ばく発はつした。

　グリフォンよりも上の空間で起きた爆発は、爆風で翼を押して地上に墜おとす！

　だが直撃ではない。しとめたかどうかは正直怪あやしい。

『外した!?』

　槍持ちゴブリンの声。

『行くわよ！』

　説明を省いてあたしは叫さけび、走り出す！



　奴が狙ってたのは──あたしたちではなかった。

　飛行の軌き道どうが、あきらかに別の所を目指していたのだ。

　もちろん、野ウサギか何かを狙っていたのかもしれない。

　だが一方で、狙われたのは、別のルートからやって来た、ローサンとマーサの二人だという可能性があった。

　そうだとすれば、低空でグリフォンに竜破斬ドラグ・スレイブを直撃させた場合、下にいる二人を爆発に巻き込むおそれがあった。

　そこであたしはとっさに、狙いをグリフォンの上空、何もない空間に切り替かえて、爆風でたたき落としたのだ。

　少なからず痛手は与あたえたはずだが──

　駆け出すあたしに遅おくれじと、ゴブリンたちも走り出す。

　そしてほどなく。

「まだ動いておるぞばあさんや！」

「こっち見てますよおじいさん！」

　行く手から聞こえてきたのは、やはりあの二人の声！

　話からすると、どうやらグリフォンがまだ生きていて、しかも二人のそばにいるようである。

「待ってて！　今行く！」

　あたしが声をはり上げたのは、呼びかけというよりグリフォンへの牽けん制せい。

　目の前のじーちゃんばーちゃんにかまっていたら、今の爆発を起こした奴がやって来るぞ、という意思表示。野生の獣けものなら本能で危機を察するはず。

　だが、次に上がった二人の声は──

「リナさんですかのー!?」

「グリフォンがそっちに向かいましたよー！」

　空の王者は逃とう亡ぼうではなく攻こう撃げきを選んだ！

『来るわよ！』

　あたしのことばに、ゴブリンたちは足を止めて身がまえる。

　あたしも呪文を唱えつつ、ショート・ソードを抜ぬき放ち──

　木々が震ふるえた。

　森の奥から駆け来る影は、がっしりとした獣の四し肢しと獰どう猛もうきわまる鷲わしの顔。

　地を、立木の幹を蹴けり、変則的な動きでこちらに迫せまり来る！

　その闘とう志しや良し。

　だが背中にある翼はすでに折れひしゃげている。

　勝敗は、あたしが竜破斬ドラグ・スレイブを放った時に決していたのだ。

　悪いが見せ場を作ってやる気は無い。

　向かい来る、誇ほこり高き獣に向かって、あたしは唱えた呪文を──

　解き放つ。



「まったく！　何を考えてるんですか!?　父さんも母さんも！」

　事情を聞き終えて開口一番、オルダスさんは自分の両親を一いつ喝かつした。

　──あたしと老夫婦の三人が山を下り、町に戻もどったのは、陽ひも西に傾かたむいたあとのことだった。

　まだ山にいる、とか言いだすかとも思ったが、グリフォンに出会えて満足したのか、二人はおとなしくあたしと一緒に山を下りたのだ。

　──ゴブリンたちに『いいから帰れ』と説教されたのも、二人の背中を押しただろう。

　ともあれ、応接室で事情を聞いたオルダスさんは大激げき怒ど。

　……ま、そりゃそーだろう。

　しかし二人は、しょげるどころか、興奮さめやらぬ口ぶりで、

「いや、しかしな、オルダス。近くで見るグリフォン、あれは凄すごかったぞ。

　なあ、ばあさんや」

「えぇえぇ。あれは本当にドキドキしましたねおじいさん」

　反省の色、皆かい無む。

「そういう話ではありませんっ！

　お二人の勝手な振ふる舞まいが、他ほかの人にも迷めい惑わくをかけている、って、わかってるんですかっ!?

　現に今日も、どれだけリナさんにご迷惑をおかけしたことかっ！」

　言えば二人は、きょとんっ、とした顔であたしに目をやり、声を重ねて、

『──でしたか？』

　自覚皆無かっ!?

　むろん、ここでの社交辞令は不要。うっかり『そんなことありませんよ』なんぞと口走ろうもんなら、二人が真まに受けて増長すること確実である。

　あたしは大きくうなずくと、

「スッゲェめーわくでした」

　答えると、二人はうなずき、

「ほれ見ろオルダス」

「平気だったっておっしゃってますよ」

「言ってません。」

　……この二人は……

「いい加減にしてください！」

　冗じよう談だんにしてごまかす気まんまんの両親の態度に、さしものオルダスさんも本気の怒ど声せいを上げて、

「好きなことをやって命を落とすなら本ほん望もう、なんて思っているのかもしれませんが、大おお間ま違ちがいですよ！

　もし今回、リナさんがいらっしゃらず、二人が命を落としていれば、私は、山のゴブリンたちのしわざだと思って、役人に申し立てたでしょう！　ゴブリンたちを一いつ匹ぴき残らず退治しろ、と！

　そうなればちょっとした戦争です！　人ひと死じにだって出るでしょう！

　二人の勝手な行動で、人死にが出ることもある、と言ってるんです！　わかってるんですか!?」

『………………』

　人死にという話まで持ち出されては、さすがに二人も黙だまるしかない。

　重い沈ちん黙もくがしばらく続いたそのあとで。

「──で」

　あたしは二人に向かって口を開く。

「あなたたちが他の誰だれよりも、一番心配をかけて苦労させているのが、自分たちの息子むすこのオルダスさんだ、ってこと、わかってる？」

　はっ、と二人は顔を上げ、テーブルの向かいに座る息子を見やる。

　あたしは続けた。

「二人が若い頃ころ。

　まだ子供だったオルダスさんが遅おそくまで遊んで心配した、ってこと、一回くらいはあるでしょ？

　二人は今、同じ心配をオルダスさんにさせてるのよ？」

　二人はしばし瞳ひとみを揺らし、やがてじーちゃんが、

「……そういえば……オルダスがまだ三つくらいの頃、隊商の荷物に隠かくれて隣となりの国まで行って、密入国で捕つかまった時、あれは心臓が止まるかと思うほど心配じゃったな」

「わたしはどちらかというと、オルダスが駆かけ出しの頃、船での無茶な貿易を企き画かくして難破して、一年間生死不明だった時のことがいまだに忘れられませんよ」

　と、今度はばーちゃん。

　つーかオルダスさんも、たいがいムチャをやってる気が。

「……わしらはあんな思いを、オルダスにさせておったんじゃな……」

「自分の目の届かないところで、家族が無茶をする、それがどんなに心配をかけるか、知っていたはずなのに……

　気づかなくてごめんよ、オルダス」

　ようやく反省した両親に、オルダスさんもさすがに表情をやわらげて、

「……わかってもらえましたか。父さん、母さん」

「おうおう。オルダス。これからはお前一人にして心配をかけたりはせんからな」

「そうですよ。これからは、冒ぼう険けんをする時は三人一いつ緒しよですからね」

　……………………

『え？』

　一いつ瞬しゆん、何を言われたかわからずに、あたしとオルダスさんは同時に呻うめく。

　対する二人は納なつ得とく顔がおでうなずきながら、

「そうよのう。わしらはこれまで、夫婦の絆きずなのことだけ考えておったが、親子の絆も大切にせねばならなんだのだな。

　いやいやリナさん、ありがとうございます。

　おかげで目がさめました」

「これからは親子三人、そろって仲良く力を合わせて、いろんな死地をくぐることにします」

「……えーっと……」

　オルダスさんにすがるようなまなざしを向けられて、あたしは笑え顔がおで首を振った。──左右に。

「ま、わかっていただけたら、あとは親子水いらずで、ですね！」

　言ってあたしは、満面の笑えみを浮うかべて席を立つ。

「また明日あしたにでもごあいさつにうかがいますから」

　つまり『つき合ってらんないので帰る。依い頼らい料は明日にでも取りに来る』と言っているのだが、表情からするとオルダスさんには通じただろう。

　ならばもはや用はない。

「ちょっ……？　待っ……」

「ありがとうございましたリナさん」

「本当にお世話になりました」

　オルダスさんのとまどいと、両親二人のあいさつを背に受けながら、あたしは迷わず問答無用で、屋や敷しきをあとにしたのだった──



　──オルダスさんの本当の戦いは、まだまだこれからのようである。



（吊つり橋ばしの絆きずな：‥完）



    

  
    
      
        秘密基地破は壊かい命令！



      

    

  
    
      

　重い空気が部屋を支配する。

　ここにいるのは二人だけ。このあたし、リナ＝インバースと、魔ま道どう士し協会評議長、アルト＝フリッツ。

　初老ながら大おお柄がらな体格と、燃え立つようなうねる髪かみ、鋭するどい眼光は、気の弱い者なら前に立つだけで、勝手に威い圧あつされるだろう。

　──ここシルドラの町に立ち寄ったあたしは、あいさつがてらに魔道士協会に顔を出し、そこで彼に、内密の話がある、と声をかけられたのだ。

　協会建物の奥おくにある小部屋。長いためらいの沈黙の後、眉み間けんに苦く悩のうのシワを刻んだまま、フリッツ評議長は、ようやく口を開いた。

「話というのは外ほかでもない。

　リナ＝インバース殿どの、あなたには──

　子供たちの秘密基地を破壊していただきたいのだ」

　………………

「は？」

　さすがにあたしは問い返す。

「コドモのヒミツキチ……？」

「うむ。子供の秘密基地だ」

　彼は深刻な表情でうなずいた。

「儂わしの息子むすこ、リトと、うちの二人の副評議長、カインドとラインベルトの子供たち、テノールとソフィは今年で七つの同い年でな。

　いつも仲良く一緒に遊んでおる。

　うちのリトなど、天使のように可愛かわいい上に儂も驚おどろくくらい頭が良くてな。

　ゆくゆくは皆みんながうらやむような大人物になると確信しておる。

　──ところで、儂の話より枝毛の方が気になるか？」

「ええ。すっごく。──あ、かまわないんで続けて」

　あたしは自分の髪の毛をいじりながら、話の先をうながした。

「わかった。

　なにしろ元気な子供たち。町の中で駆かけ回るだけでは飽あきたらず、近くの森や山にも出かけてゆく」

　本当にかまわず話を続ける評議長。

　あたしの興味皆かい無むジェスチャー攻こう撃げきに微み塵じんも動どう揺ようしないとは、なかなかやる。

「三人はどうやら山の中で秘密基地を作ったらしくてな。

　うちの息子のリトなどは賢かしこい子だから、いろいろと考えて、秘密基地のしかけや設備をどんどん充じゆう実じつさせていった」

「はいはい。」

　あ。枝毛。

「結果──

　その秘密基地が自我を得て動きはじめたのだよ」



　ぶゥッ！



「──ちょっ──!?」

　ありえないことをポロッと言われ、あたしはさすがに噴ふき出した。

「じ……自我ってッ!?」

「子供たちは大喜びでな。しかしそんなものが山の中を──」

「いやいや待ったちょっと待った！　その自我ってところ流すなっ！」

　さらりと続けようとする評議長に待ったをかけると、彼は片方の眉まゆをぴくりとはね上げて、

「かまわず続けろ、と言うからそうしただけだが？」

「。」

　仕方なくあたしは居住まいを正し、

「枝毛よりは興味が出てきたわ。

　けど秘密基地が自我を持つって、なんでンなことになっちゃったのよっ!?」

「きっと、うちのリトが賢すぎるがゆえに、設置したさまざまなモノがたまたま、魂たましいのような役割を果たしたのではないかと思うのだよ。いやはや、我が子ながら末すえ恐おそろしい」

「………………」

　とりあえず。

　今の寝ね言ごとで、評議長が極度の親バカなことと、聞いてもムダだというのはわかった。

「で、その秘密基地を破壊しろ、と？」

「そうだ。

　子供たちは、基地が動いたと大喜びだ。

　しかし巨きよ体たいゆえ、山の中を歩き回られると、近きん隣りん住民は当然不安がるし、山から動物も逃にげて猟りよう師しも困る。

　実際、すでに苦情も出ている。

　今のところ幸い何もないが、いつ不測の事故が起こるかわからん。

　そうなってから対応するのでは遅おそすぎる。

　子供たちがいない時を見計らい、秘密基地を完全破壊してほしい。

　噂うわさに聞くリナ＝インバースなら可能なはずだ。

　ただしむろん、儂が頼たのんだなどと、子供たちには口が裂さけても言わんでくれよ」

　確かにあたしが適当な攻こう撃げき呪じゆ文もんをぶっ放せば、子供が作った程度の秘密基地をへち壊こわすのは難しくない。心が痛むかどうかとかいう点を抜ぬきにするならば、だが。

　──このあと評議長が示した報ほう酬しゆう額は、まあ悪くはないものだったが、それよりも、自我を持って動き出した秘密基地というのに興味がわいた。

「オッケー。やり方はあたしに任せてもらえる、ということなら、このしごと、引き受けましょ」

　あたしの答えに評議長は、安あん堵どの表情でうなずいたのだった──



　冷たい冬風に晒さらされながらも、山には緑の色が豊かだった。

　常緑樹が多いおかげで目にはやさしいものの、視界はあまり良くはない。

　ちょっぴり厚着はしてきたけれど、それでもやっぱし肌はだ寒ざむいが──幸いなのは、秘密基地を探して歩き回る必要はなさそうだ、ということだった。

　なぜならば、ざっとした場所を評議長に教えてもらったのである。

　山道にそって歩いてゆくと、いくらもしないうちに、横手の灌かん木ぼくにすき間が開いた場所があり、その先が秘密基地だという。

　実際に、聞いた通りの場所はすぐに見つかって、あたしは灌木の間に踏ふみ込んだ。

　場所が親にバレてるとゆーのは『秘密』基地としてどーなのか。

　隠かくせないほど目立つのか、子供たち自身がべらべらしゃべったか、あるいは評議長の親バカっぷりからして、子供かわいさ心配さから、尾び行こうでもして場所をつき止めたのか。

　あたりは灌木のせいで視界は悪く、道といっても獣けもの道みち同然。

　うっかりすれば、道を外はずれて迷うかもしれない。

　秘密基地の外観について、評議長は、見ればわかると言っていたが、もし風景に溶とけ込むようなものだったなら、気づかずに通り過ぎるおそれもある。

　本当にすぐわかるのか──？

　思いつつ歩みを進めるそのうちに。

　灌木がとぎれて少し視界が開け──

　あたしは一いつ瞬しゆん、ことばに詰つまる。

　少し離はなれた場所にある木の一本。

　茶色い幹には太いツタがからみつき、緑の葉がしげっているのだが──その、なんというか──

　その葉のしげりかたが、とことん不自然きわまりなかった。

　大きな球形の表面に、無理矢理葉っぱをはりつけたのだろう。もっさりふさふさと、絵に描かいたアフロのような形。

「本当に見ればわかるわぁぁぁぁっ！」

　思わず大声で叫さけんだ瞬しゆん間かん、緑の球形が、がさりっ、と揺ゆれた。

　続いて中から子供たちの声。

「なんか言ってる！」「しーっ！」「だいじょうぶ！　みつかってないって！」

「見つからないわけがないでしょうがぁぁぁぁっ！

　ンな毛玉みたいな葉っぱを生やす木がどこにあるのよっ！　どー見たところで不自然さ山盛りでしょーがっ！」

　あたしが大声で叫んでやると、緑のもこもこはまたまた、がさりっ、と揺れて──

　沈ちん黙もく。

　いや。耳をすませば、子供たちがささやきを交かわすひそひそ声が、わずかに聞こえる。

　やがてほどなく。

　突とつ然ぜん、緑の毛玉──いや、葉玉と呼ぶべきか、ともかくそれの下が開き、出入り口らしきものが現れた。戸板の表面に木の葉をはりつけたものなのだろう。

　開いたそこから、するりとナワが垂れてきて、よいしょよいしょと伝い降りたのは子供が三人。

「うわっちょっナワがっ」「だいじょうぶ？」「リトおまえいいかげん、なれろよー」

　などと言いつつ無事降りて、ずらりと三人、横並び。

　あたしから見て、左側に黒くろ髪かみの女の子。真ん中に短い金きん髪ぱつの少年がいて、右には赤毛の男の子。まん中の子がちょっとだけ、他の二人より背が高いか。

　さっき赤毛の子がリトと呼ばれていたが、なら真ん中がテノール、女の子がソフィ、ということか。

　服は仕立ての悪くないものだが、あたりを駆け回っているせいか、汚よごれてあちこちぼろぼろになっている。女の子のソフィも動きやすそうなズボン姿。

「ふっ！　よくオレたちのひみつきちをみつけたな！」

　真ん中の子、たぶんテノールが声を上げ、続いて赤毛の、おそらくリトが、

「そのガンリキは、ほめてやろう」

「で、おねえちゃん、だれ？」

　ソフィに問われて、ことばに詰まる。

　──しまった──

　秘密基地の、あまりにも隠す気皆無の外見に、思わず全力でツッコミを入れてしまったのだが、もともとは、少し距きよ離りを置いて様子を見るつもりだったのだ。

　もちろんここで、基地を壊しに来た、などと言えるはずもない。

　ならば。

「見ての通り、旅の魔ま道どう士しよ。

　名前はリナっていうんだけど。

　道を外れて歩いてたら、あんまりにもなんてゆーか、不自然なもっさりがあったんで、思わずツッコミを入れちゃったのよ。

　秘密基地、とか言った？」

　問えばテノールは、にやりっ、と笑って胸を張り、じまんたらたら、

「ああ！　すごいだろ！」

　しかしあたしは、わざとさめた口ぶりで、

「……んー……悪くはないけど……

　あたしの知ってる秘密基地なんて、もっとずっと大きくて、図書室とかシャンデリアとかあったし」

『なにー!?』

　適当なつくり話に、三人の声が重なった。リトとソフィは興味の、テノールだけは反発の声だが。

「そ、そんなのぜんぜん、たいしたことないだろ！　おれたちのひみつきちの方がずっとすごいだろ!?」

　肩かたを怒いからせて声を上げる。

　それでもあたしは疑いのまなざしで、

「……ふーん……じゃあどーゆーふーにすごいの？」

「おれたちのひみつきちはなぁ──！」

「テノール」

　口走りかけたテノールをリトが制して、

「ひみつ」

「──あ。そうか」

　テノールは我に返ると、あたしに向かって、

「おしえてやるもんかー！」

　……ちっ。惜おしい。

　もちろん説明するまでもなく、あたしは子供たちを挑ちよう発はつして、秘密基地の話を聞き出すつもりだったのだ。

　挑発がだめなら──

「ははぁ。

　やっぱしあんまりすごくないんだ！」

「すげえんだよ！」

　かみつくテノールに、あたしは見下したまなざしを向けて、

「じゃあ、どうすごいのか教えてくれたら、あたしも、前に見た別の秘密基地のことを教えてあげるわ。

　そこにはなんと！　すっごい大きなきらきらした──」

　と、ここであたしは口をつぐむ。

　沈黙は長く続かず──

「きらきらした、何？」

　じれて、ソフィが聞いてくる。

　おしっ。食いついた。

「言ったでしょ？　そっちのを教えてくれたらこっちも教えてあげる、って。

　大体こっちは、図書室とかシャンデリアを教えてあげたのに、そっちだけ教えないなんてずるいわよ。

　──ま、本当にすごい所なんてものがあれば、の話だけど」

　言えば三人、顔を見合わせ、ひそひそ何やらささやき合ってから、

「よーし！　なら、おれたちのひみつきちのすごさを見せてやる！」

「そのかわり、さっきの話のつづき、聞かせてね。ぜったいだよ」

　かわらずえらそーなテノールに、ソフィが続けて、

「見せるから、後ろに下がって」

　と、これはリト。

「オッケー」

　なんだか知らないが、言われた通りにあたしは退さがる。

　三人は、ヒモを使って再び緑のもこもこに登ってゆき──つか、なんでわざわざ一いつ旦たん降りてきたのか意味不明だが、たぶんその場のノリだろう。

　やがて全員が登りきってドアが閉まり、

「さがってろよー！　ねーちゃん！」

　テノールの声が聞こえてすぐ。

　……ご……ごご……

「────!?」

　大地が揺れた。

　緑のもっさりが上じよう昇しようしてゆく。下からどんどん伸のびる木の幹に押し上げられて。

　のみならず。

「──ちょっ……？」

　思わずさらに退がるあたし。

　あたりに生えた他ほかの木までもがぐんぐん伸びはじめ。

「え……ええええええ？」

　大地がめくれ、伸びてねじれてからみ合う木の表面にへばりつき──

「えええええええええええッ!?」

　でき上がったのは木と土の巨きよ人じん！

　巨人は両手でポーズを取って、

『完っ成っ！　究っ極秘密基地っ！　シィィィッ！　フゥゥゥゥゥド！』

　聞き覚えのない声が響ひびく。

「──って──

　なんっぢゃこりゃぁぁぁぁっ！」

　さすがにあたしは絶ぜつ叫きようした。

　子供たちがいる緑のもさもさ──秘密基地の中枢部コアを一つ目に見立てた、木の筋肉に土の装そう甲こうを纏まとう、ずんぐりとした巨人の姿！

　だが問題はその巨体！　小型の竜ドラゴンくらいなら、たぶん余よ裕ゆうで踏ふみ潰つぶす！

　評議長が心配する理由を、あたしはよーやく理解した。

　たしかにこのサイズなら、動き回るだけでもおーごとである。

　万が一、ぶち倒たおれでもした日には──

「どーだ！　見たかねーちゃん！　すげーだろ！」

　コアに小さな窓が開き、そこから顔を覗のぞかせたテノールが勝ちほこった声で言う。

　あたしはそちらを見上げると、素す直なおに手を上げて、

「いや！　すごすぎるでしょコレ！

　あたしの負けよ！

　約束通り、あたしの知ってる秘密基地の話をするけど──

　これじゃあゆっくり話もできないから、そっちへ行っていい？」

「行く、って、登って来られるのか？」

「もちろん」

　からかうテノールにあたしは即そく答とうすると呪じゆ文もんを唱え──

「浮遊レビテーシヨン！」

　ふわり、とあたしは宙に浮うく。

『お─────！』

　それを目にして歓かん声せいを上げる子供たち。

　あたしは術をコントロールし、コアの前までやって来て、ぽかんとした顔のみんなに向かって、

「浮いたまま話をするのって大変なんだけど、よかったら入れてくれる？」

「お、おう！　いいよな？」

　テノールの問いに他の二人はうなずいて、

『む？　入れて良いのか？』

　聞こえたのはさっきと同じ、四人目の声。

　若い男のようだが、評議長からは、子供たちの他に誰だれかがいるとは聞いていない。

　しかしリトは、コアの奥おくへと目をやって、

「うん。だいじょうぶだよシーフード」

　なぜか魚ぎよ介かい類るいに呼びかける。

「じゃあおねえちゃん、ここから入れる？」

　ソフィが言って、三人の姿が窓辺から消えた。

　あたしは窓に近づくと、足から先にするりと中に。

　中は完全な掘ほっ建たて小ご屋や。形は球ではなく四角。四角い部屋を緑の葉が丸く包んでいるのだ。

　広さも子供三人が遊びに使うのにはいいが、ゆっくりできるようなスペースはなく、床ゆかも壁かべも長さがまちまちな板でできている。

　奥には木の幹が見えており、これを芯しんにして組み上げたのだろう。いかにも子供が作った基地といった感じだが、案外しっかりしているらしく、床板を踏んでも危あやうい様子はない。

　天てん井じように灯ともる魔ま力りよくの明かりは、三人のうち誰かが親から教えてもらったものか。

　あたりには、きれいな石やらマグカップ、板きれに書かれた誓ちかいのことば、木の幹にしばりつけられたクマのぬいぐるみ、イスがわりの小さな木箱に古びた毛布などなど。

　三人は、木の幹を背に腕うでを組み、

「ようこそ」「オレたちのひみつきち」「シーフードへ」

　と、ソフィ、テノール、リトの順で。

「あたしソフィアール。ソフィって呼んでもいいよ」「テノールだ。名前をちぢめて呼ばれるのはきらいだから、ちゃんとテノールってよぶんだぞ」「リト」

　あたしがすでに知っている自己紹しよう介かいに続いて──

『そして我が名はシーフード』

　四人目の声とともに、クマのぬいぐるみが片手を上げた。

「…………は？」

　あたしの目が点になる。

「──今──その、クマが……」

「おう！　すげーだろ！」

　ぼーぜんとつぶやくあたしに、テノールは得意満面、

「おれたちのひみつきち、一番のひみつ、クマのシーフードだ！」

「もとは、わたしのくまさんだったんだよ」

　とソフィ。

「でも、みんなで神様におねがいしたら、しゃべって動けるようになったの。

　だから、神様の名前をつけたの」

「神様の名前って……

　それ、ひょっとして、赤の竜神フレアドラゴンスィーフィード？」

『発音が間ま違ちがっているぞ。シーフード、だ』

　とクマが言う。

「……あ……ああ……うん……」

　あたしはあいまいにことばを濁にごす。

　──たぶん、子供たちがうろおぼえかカン違いで名付けたせいで、そーゆーことになったのだろうが、クマ当人が納なつ得とくしているなら黙だまっておくのがやさしさ──の、ような気がする。

　なるほど。これが四人目の声の主か。

　クマは木の幹にくくりつけられているわけではなく、秘密基地と一体化しているのだ。

　しかし──

「神様にお願いしたら動くようになった、って言ってたけど、どこで、どんなふうに頼たのんだの？」



    

  
    
      　この秘密基地が動く理由は何なのか。

　評議長は、基地の破は壊かいを第一に望んでいるようだったが、あたしも魔ま道どう士しのはしくれである。なにゆえこーゆー事になったのか、せめて原因を知っておきたい。

　子供たちは神様のおかげと思っているようだが、さすがにそれはないだろう。

　とはいえ、話を聞けば何かの手がかりは得られるかもしれない。

「わたしは、くまさんが、お話ができるようになりますように、って。

　こことかね、家でもおいのりしたの」

「おれは、ひみつきちをもっと、かっこよくしてください、って。やっぱり家で」

「ボクも。かっこいい、動くしかけがいろいろほしいな、って」

　三人は口々に言う。

「神様の教会では？」

　問えば三人、同時に首を左右に振ふって、

「そんな所でおねがいしたら、ひみつきちのことが、みんなにばれちゃうじゃないか」

「なるほど……」

　もっぱらここと家で、ね……

　あたしはクマのぬいぐるみを見やり、

「スィ……もとい。シーフードは、自分がどうやって生まれたか、わかってるの？」

　問えばクマは、右手で額を押さえつつ、ゆっくり左右に首を振り、

『愚ぐ問もんだな。きみたち人類の中に、自らが創造された瞬しゆん間かんを憶おぼえている者が一人でもいるのか？』

　えらそーにかっこつけてはいるけれど、早い話が知らないわけか。

「で、お願いしたら、ある日いきなり、シーフードがしゃべれるようになっていた、ってこと？」

「そーだよ。あれって、いつだっけ？」

「ほら、わたしのママとみんなといっしょに、お買い物に出かけたでしょ。あの次の日」

「そう。次の日来たら、シーフードがしゃべった。びっくりした」

　口々に言う子供たち。

　──ふむ──

　子供たちがここに来られない日に、シーフードが生まれた、と。

　ならこれは、ひょっとして──

「ね。その買い物って、みんなのお父さんはいっしょだった？」

「来てないけど──

　……ってゆーかねーちゃん、そんなことより、やくそくした、ねーちゃんが知ってるひみつきちの話、きかせてくれよ」

「そーだったわね。

　──あたしが知ってるその場所は──」

　テノールにうながされ、あたしはみんなに、てきとーなつくり話を披ひ露ろうしたのだった。



「で、うまくいきそうかな？」

　明けて翌日。

　魔道士協会に顔を出したあたしは、前と同じ部屋で、フリッツ評議長と話をしていた。

「ま、いちおーの偵てい察さつはしたけど」

　前と同じように小さなテーブルを間にはさみ、あたしはほほえむと、

「そうそう。リトともちょっとだけ話をしたわよ。かしこい子ね」

「だろう？」

　とたん、評議長は相そう好ごうを崩くずし、

「親の儂わしが言うのも何だが、贔屓ひいき目め抜ぬきで、あの子は本当に頭が良くてな。

　七つであれだけ賢いのだから、成長すれば間違いなく神をも超こえるな」

　神を超えるとまでッ!?

　親バカ全開の発言にツッコミたいのはやまやまだが、今はぐっとがまんして、

「なら、かわいくて仕方ないでしょ。リトくんのためなら何でもしてあげよう、って気になるんじゃない？」

「ははは。確かに、リトが喜んでくれるならな」

「だから秘密基地に何かの術をかけちゃったとか？」

　言ったとたん。

　評議長の表情がロコツに引きつった。

「──な……？」

　──やっぱし、か。

　あたしは、彼が次の反応をするより先に、

「もちろんあなただけじゃなく、ソフィやテノールのお父さんたちも、同じようなことをしたんじゃないかと思ってるんだけど」

「何!?　あいつらもか!?」

「今、あいつらも、って言ったわね？」

「──うっ……!?」

　呻うめいたところでもう遅おそい。

「子こ煩ぼん悩のうなあなたのことだから、リトのことはずっと見守ってたんでしょーね」

　自分でつけ回したのか、誰かに命令して見張らせたのかは知らないが。

「で、秘密基地の存在や場所、リトくんが基地のパワーアップを望んでいることも知っていた。

　あなたはびっくりサプライズプレゼントのつもりで、子供たちが買い物に出かける日を見計らい、秘密基地に行って、何かの術をかけた。

　ところが──

　あなたの思惑おもわくに反して、秘密基地は自我を持ち、あまつさえ巨きよ大だい化かした。

　自分の術にミスがあったと考えて、あせったあなたは、そのことがバレないうちに基地を壊こわすよう、あたしに頼んだ──」

「……………………」

　苦い表情で沈ちん黙もくする彼に、あたしは続けて、

「──けどもちろん、子供をちょっと喜ばせようとした程度の術が、少々失敗したくらいで、あんなえらいモノができあがるとは考えにくいわ。

　けど──

　ソフィとテノールのお父さんも、この協会の副評議長。

　なら、二人も子供かわいさに、あなたと全く同じことを考えて、同じ日に、秘密基地に何かの術をかけていたとしたら？

　それぞれの術がおかしな干かん渉しようをし合って、誰だれも予想していなかった、あんなものができ上がっちゃったのよ」

「じ、術が干渉し合う!?　そんなことが──」

「あるのよ。

　実際あたしも、ある攻こう撃げき呪じゆ文もんと別の攻撃呪文が干渉し合ってどっちも消える、なんて経験をしたことあるし。

　もちろん、複数の術が必ず相そう互ご干渉を起こすってわけじゃあないけれど、今回のことに関しては、そのセンが濃こい気がするわね」

「……むう……なるほど……」

　もはや、自分が術をかけたことをごまかすつもりはなくなったか、評議長は苦い表情で、

「他ほかの親たちも術をかけたとは……

　結局はあいつらのせいか。全く、あきれるほどの親おや馬ば鹿かぶりだな」

「あんたもだぁぁぁぁぁっ！

　──とにかくっ！

　まずはそのへんのことを、副評議長たちに確かめるわよ。

　もし、今、協こ会こにいるなら呼んできて」

「──いや──しかし──」

「でないと、あなたが基地を壊せって頼んだこと、リトくんにバラすけど」

「わかった今すぐ呼んで来る」

　あたしのことばに、彼は即そく座ざに腰こしを浮うかしたのだった。



　ひと通りの話を終えたあと。

「──なるほど──」

「そういうことか……」

　ソフィとテノールの父親、二人の副評議長は、しばしの沈黙を置いてから、疲つかれと安あん堵どの混じった声でつぶやいた。

「いや、認めましょう。私もたしかに、子供たちの秘密基地に、石人形ゴーレムを生み出す術をかけた」

　まず認めたのはカインド副評議長。父親だけあって、髪かみの色と目元はテノールによく似ている。

　石人形ゴーレムというのは、おーざっぱに言うと、魔力で生み出され、命令通りに動く人形で、石などを原料にすることが多い。

「普ふ段だんは地面と同化していて、合い言葉キーワードでヒトガタに変形する、というもののはずだったんです。

　ところが、テノールにその合い言葉キーワードを教えてやる前に、秘密基地が自我を持つ巨大城じよう塞さい化したという話を聞いて──

　いや、正直焦あせりましたよ。

　なにしろ本来の予定では、大きさはせいぜい人の倍程度、歩く、止まる、くらいの命令しか聞かないもののはずでしたから──」

「私も同じようなもんですわ」

　と、黒くろ髪かみの頭がすでに薄うすくなりかけている、ラインベルト副評議長。

　ソフィのお父さんだが──良かった。ソフィは髪の色以外、お父さんに似てなくて本当に良かった。

「かけた術の種類はちょっと違ちがいますが」

　と、こちらは、どういう術をかけたのか、くわしく話すつもりはないらしい。

　まあ、それはそれでいいのだが。

「しかし経けい緯いはどうあれ、あの秘密基地をそのままにしておく、というわけにはいかんでしょう」

　さらりと自分たちの責任を棚たな上あげにしたラインベルト副評議長のことばに、残る二人も深々とうなずき、

「うむ。何かの事故でもあってからでは遅いからな。

　リナ殿どのには、当初と変わらず、秘密基地の破は壊かいをお願いしたい」

　と、フリッツ評議長。

　……うーみゅ……事情を知るにつれ、どんどんやる気が失うせてくるのだが……

「あ、そのことですが──」

　あたしが返事をする前に、口をはさんだのはカインド副評議長。

「実は私も、部下の魔ま道どう士しに、秘密基地を壊すよう頼たのんでおいたのですが。

　今日、子供たちが三人で町に買い物に行くと聞いていたので、その間に──」

「──ちょっ……！　ちょっと待ってください！」

　それをさえぎり血相変えて、声を上げたのはラインベルト副評議長。

「今日!?」

「ええ。今日──」

　いぶかるカインド副評議長の答えに、ラインベルト副評議長は、愕がく然ぜんとイスから立ち上がり、

「──大変だ──」

「何がだ!?」

　評議長の問いに、彼は真っ青な顔で、

「た、確かに今日、うちの妻が三人を買い物に連れて行くという話だったんですが、その妻が急に熱を出してしまって。

　今朝、家を出る時、今日の買い物は中止だと言ってたんです……！

　そうなれば子供たちは──」

「秘密基地に行く!?」

　事態を理解し、あたしは立ち上がる。

　どうやらよくわかっていないらしく、いぶかる評議長にあたしは言った。

「破壊を命じられた部下さんが、今日、基地を壊しに行くってことよ！　基地には子供がいないと思い込んだまま、ね！

　子供たちがあぶないわっ！」

「──な……！」

　ことの重大さをようやく悟さとり、評議長の顔色が変わる。

「行くわよ！　秘密基地に！」

　あたしの呼びかけに三人は、一いち抹まつの迷いもなくうなずいたのだった。



　あたしたちが着いた時──

　しかし、すべては終わっていた。

　基地を壊すよう命令されたのは、たぶん石人形ゴーレム使いの魔道士だったのだろう。

　あちらこちらに踏ふみ潰つぶされた石人形ゴーレムが石いし塊くれとなって転がっており、そのまん中には、すっくと立った、究極秘密基地シーフード。

　でもって巨大なその右足に、ツタだか木の根だかにからめ取られてはりつけになった黒ローブの男。

「副評議長～無理っスこんな相手～」

　しくしく泣きながらグチをこぼす彼こそが、基地破壊を命じられた魔道士なのだろう。

　カインド副評議長の伝え方が悪かったのか、それとも当人が相手を甘あまく見ていたのか。いずれにせよ、竜ドラゴンを踏みつぶせるサイズのシーフード相手に、普ふ通つうの石人形ゴーレムを何体か出したところで、そりゃあ相手にならなかっただろう。

「そいつから、みんなきいたぞー！」

　佇たたずむあたしたちのはるか頭上から降り来たのはテノールの声。

　見上げれば、緑のコアに窓が開いて、子供たちが顔を見せている。

　むろん表情を見るまでもなく、怒おこっているのは、声の調子で丸わかり。

「ひみつきちをこわせ、って、めいれいした、って！

　いっしょに来た、っていうことは、みんな、グルだったんだな！

　父ちゃんのバカ！　だいきらいだ！」

「パパ、さいてー」

「ボク、がっかりした」

　子供たちになじられて、うろたえまくる大人三人、

「ち、違うぞ！　違うんだ！」「いや、その、なんというか、その！」「待ってくれ、話が、話が！」

　必死で言い訳をしようとするが、あわてているせいか、うまくことばにならず、申し合わせたかのように、一いつ斉せいにあたしに目をやると、声をハモらせ、

『頼む！　何とかしてくれ！』

「あたしに頼むかっ!?　それはどーなの親としてっ！」

「──リナねーちゃんも結局そっちの味方かよ！　信じてたのに！」

　頭上でテノールが吐はき捨てる。

「もういいよ！　おれたち、三人で家出することにしたから！」

『い、家出っ!?』

　大人三人が驚おどろきの声を上げる中、子供たちは窓の中へと引っ込んで、

「──いいよな。みんな」

「うん。いこう」

「それじゃあシーフード、行こ」

『いいだろう』

　四つの声が続けて聞こえ、シーフードは巨きよ大だいな足を持ち上げ、きびすを返す。

　どこに行くつもりなのかは知らないが、大人三人は大あわて。

「待てー！」「行くなぁぁぁ！」「とりあえず話し合おう！」

　何の役にも立たないことばを、ただただわめき立てるだけ。

　心情的には子供たちの味方をしたいところだが、さすがにこのまま行かせるわけにはいかない。



    

  
    
      　あーもー仕方ない。

「シーフード！　それが本当に子供たちのためになると思ってるの!?」

　大きく声を張り上げると、秘密基地の歩みが止まる。

　まず説得するのは、感情的になっている子供たちではなく基地の方。

　相手がただの石人形ゴーレムならば、会話にすらならないだろうが、シーフードには自我、すなわち独自の判断力がある。

　子供たちを不幸せにはしたくないはず。

『子供たちのためになるか、だと？　子供たちが乗っている私を攻こう撃げきするような男を送りつけておいて？』

　と、足にしばりつけたままの泣いている魔道士をしぐさで指す。

「その人は知らなかったのよ！　子供たちの買い物が中止になって、あなたの所に来てるってことを！」

「──いいよシーフード！　行こう！」「話を聞くことなんてないわ！」「無視」

　あたしのことばを遮さえぎるように、子供たちが声を上げる。

　だが。

「みんなの安全を考えるなら聞いた方がいいわよ！」

　こう言えば、シーフードは聞かざるを得ない。

『──どういう意味だ？』

　思った通り聞いてくるのに、

「考えてもみて！

　どこに行くにしろ、事情を知らない他ほかの町の人たちからしたら、見たこともないでっかい何かが山を越こえてやって来るのよ！

　もしその町に軍隊がいたら、即そく座ざに出動、攻撃開始ってことになるわ！

　そうならなくても、山を行く途と中ちゆう、足もとが崩くずれてあなたが転びでもしたら？

　あなたは平気でも、子供たちは、その高さから落ちるのと同じこと。

　無事じゃあ済まないわ！」

『──む……！』

「だいじょうぶだって！」「いいから行こう！」「シーフード！」

　シーフードの迷いを察してか、子供たちがあわてて口々にわめき立てるが──

「おかーさんが悲しむわよ！」

　あたしのひとことでぴたりと沈ちん黙もく。

「あなたたちに何も言わずに秘密基地を壊こわそうとした、お父さんたちに腹を立てるのはとーぜんよ！」

「──ちょっ……!?」

　あたしのことばに、評議長たちが抗こう議ぎの声を上げるが、そちらは無視して、

「だからって、家出は違うでしょ？

　おかーさんを悲しませることにもなるし、さっき言ったみたいに、そのあたりをうろうろしていたら、シーフードが軍隊から攻撃されることになっちゃうわ。

　あなたたちも、ごはんに困ることになるし。

　たとえおなかがすいてもおかーさんを悲しませてもシーフードが攻撃されてもいい、自分もみんなも不幸になってもいいから家出がしたい、っていうなら、あたしはもう止めないわ！

　けど、そうじゃないなら、別のやりかたがあるはずよ！」

　しばしの沈黙の後、

「……なんだよ、べつのやりかたって」

　と、テノールの声。

「その方法を見つけるためには、なぜみんなのお父さんたちが基地を壊させようとしたのか、知る必要があるわ。

　ならまずは、話を聞くことからはじめなくちゃなんないでしょ。

　──と、ゆーわけで。

　評議長たちの説明、聞いてみてくれる？」

　子供たちはしばらく、ごにょごにょ相談し合ってから、代表してテノールが、

「……いいよ」

　返事にうなずき、あたしは評議長たちに、

「と、ゆーわけで。

　ほら。ちゃんと説明する」

　うながせば、大人三人は一斉に、

「わ、儂わしは止めたんだ！」「私も本当はこんなことしたくはなかったんだ！」「俺は悪くない！」

「いきなり責せき任にん逃のがれすんなぁぁぁっ！」



　げしげしげしっ！



　三人順にけたぐり倒たおし、

「あんたらねえっ！　子供たちが話を聞こうってオトナの態度取ってんのに、いい大人の方が、自分は悪くない、なんてコドモの言い訳はじめるのってどぉなのよっ！

　嫌きらわれたくないって気持ちはわかるけどっ！　ここでうじうじ言い訳する方がむしろ嫌われるわよっ！

　わかったら説明やり直しっ！」

　言えば、さすがに今度はおとなしく、

「その……山仕事をしている人たちから苦情が来ているんだ」

　口を開いたのはカインド副評議長。

「大きな秘密基地が山の中をうろうろすれば、木も倒れるし動物もおびえて逃にげる。

　炭焼きの人や猟りよう師したちは困っているんだ」

「そんなの──」

「猟師さんにも家族がいるでしょうね。あなたたちと同じくらいの子供とかも」

　テノールのことばをさえぎってあたしは言う。

「猟師さんのしごとができなくなったら、子供たちも困るでしょーね。

　──そんなこと知らない、なんて寝ね言ごと、言わせないわよ」

「……っ……」

　テノールは一いつ瞬しゆんことばに詰つまり──

「──じ──じゃあ、どうしろって言うんだよ……？」

「みんなは、どうするのが一番だと思う？」

「……………………」

　逆に尋たずねれば、沈黙する子供たち。

　──正直なところを言うならば。

　心情的には、おっさんどもより、子供たちとシーフードの方に味方をしたい。

　だがシーフードのこの巨きよ体たいが、いろいろと問題なのも事実。

『ふん。悩なやむまでもない。簡単な答えだ』

　沈黙をうち破り、言ったのはそのシーフードだった。

「どうするんだよ？」

『こうだ』

　言うと同時に、まわりから伸のびたツタが、コアの窓から中へと入り──

「──ちょっ……？」「シーフード？」「何を!?」

　ツタで子供たちをからめ取り、窓から外へと引っ張り出す。

　そのままゆっくり下へと降ろし──同時に、皆みんなにすっかり忘れられていた、足にしばりつけていた石人形ゴーレム使いの魔ま道どう士しも解き放つ。

「──あんた──まさか──!?」

『三人を連れて退さがっていろ』

　シーフードは、子供たちをあたしに押しつけて──

　……ご……ごごごごごみしみしきしっ……！

　わき起こる地鳴りときしみ。それはどんどん激しさを増してゆく。

　あたしは評議長たちに、

「子供たちを連れて離はなれて！」

　ひとことで事態を察し、大人三人は即座に動いた。

　何が起ころうとしているのかわからずに呆ぼう然ぜんとしている子供たちを抱かかえて距きよ離りを取る。

　子供たちがもがいて抵てい抗こうするが、さすがにここで手を放したりはしない。

　自由になった石人形ゴーレム使いもあわててダッシュで逃げてゆき──



　ごがんっ。



　シーフードの足もとが崩ほう壊かいする！

　もうもうと上がる土つち煙けむり。

「シーフード！」「何を!?」「まさか!?」

　子供たちの悲鳴に近い声。

　もうもうと上がる土煙の中、シーフードの上体が、ゆっくりと沈しずみ込んでゆくのが見えた。

　その巨体が、下から順にゆっくりと崩れ去っているのだ。

　──そう。

　シーフードが導き出した簡単な答えとは、巨体すぎるゆえ、騒さわぎのもととなっている自分を消し去ることだったのだ──

　ようやっと意図を察して子供たちが声を上げるが、響ひびく地鳴りはその声さえもかき消して。

　やがてどれほど経たった頃ころか──

　地鳴りが止やんだ。

　山を吹ふき渡わたる風が、土煙を徐じよ々じよに運び去ってゆく。

　もはや、誰だれも何も言わない。

　視界が晴れたそのあとには──

『これなら問題はあるまい？』

　ちっちゃくなったシーフード！

『ちぢんだぁぁぁぁぁぁっ!?』

　一同、思わず声を上げる。

　圧あつ倒とう的てきだった巨体はいまや、緑色の中枢部コアに、木の幹と、石の手足が生えたような、ふつーの石人形ゴーレムよりちょっと大きい程度になっていた。

「自じ壊かいしたのではなかったのか……？」

　ぼーぜんとつぶやく評議長に、シーフードは小こ馬ば鹿かにするように、

『ふっ。愚おろかな。なぜ我がそんなことをしてやらねばならん？』

「──つーか……ちっちゃくなる、とか、できたんだ……」

　あたしのことばには、シーフードは胸を張り、

『頑がん張ばれば何とかなった！』

『すげー！』

　と、一いつ斉せいに子供たち。

　……ま……まあ、何はともあれこーなったなら──

「とゆーわけで！」

　あたしは評議長たち大人組に目をやって、

「これならもう、秘密基地──シーフードを壊す必要はないわよね？」

　むろん大人たちには、シーフードを生み出してしまったのが自分たちだと知られたくない、という気持ちはあるだろうが──

「ああ」「もちろん」「当然だ」

　それよりも、子供たちに嫌われることの方がイヤなはず。迷いもせずにそう答える。

「ほんとう!?」「もうシーフード、こわさない!?」「ずっとあそべる!?」

「本当だとも」「すまんな。話もせずにひどいことをしようとして」「許しておくれ」

　子供たちのことばに親たちが応こたえ──

「やれやれ。どうやらこれで一件落着ってところね」

　あたしの発したシメの言葉に、異議を唱える者はいなかった。

　──むろんのこと──

　あたしは気がついている。

　シーフードが、がんばってちっちゃくなった、ということは、その気になれば、またもとの巨きよ大だいな姿に戻もどることができるのだと──いや、ことによると、もっと巨大にもなれる可能性すらあると。

　そう。

　実のところを言うなら、あんまし解決していなかったりするのである！

　しかしあたしはこれ以上、バカ親とかに関かかわるのはまっぴらだった。

　評議長たちがそのことに気づかないうちに、適当なことを言って依い頼らい料をいただき、とっとと町を立ち去ろう。

　澄すんだ冬空を眺ながめ、あたしはまだ手にしていない報ほう酬しゆうに思いを馳はせるのだった──



（秘密基地破は壊かい命令！：‥おしまい）



    

  
    
      
        スレイヤーズすまっしゅ。

新たなる絆きずなを求めて



      

    

  
    
      

　村は騒ぎのただ中にあった。

　あてない旅の道すがら、そろそろお昼ごはんでも、などと思いつつ立ち寄った、山あいにある小さな村。

　しかし踏ふみ入ったその時から、ばたばたと走り回る村人たちが目についた。

　──どーにも、おいしい店を聞ける雰ふん囲い気きではない。

　とはいえ、ここで昼食をあきらめて次の村まで足をのばすのは、さすがに時間がかかりすぎる。

　ならばっ！

　事情を問いつつ、自然な流れでメシ屋の場所もなんとか聞き出す！

　あたしは早さつ速そく、手近な村人その一に声をかけ、

「何があったの!?

　あたし、見ての通りの魔道士だけど、手つだえることない!?」

　力になれるかも、とにおわせるのが大事なポイント。これで相手から話を引き出しやすくする。

　村人その一──おっちゃんは足を止めて一いつ瞬しゆん考えてから、

「あんた、ケガをなおす魔法は使えるのかい？」

「かんたんなのなら」

「なら、来てくれ！」

　言うと急ぎ足で村の奥へと歩みを進める。

　あたしもそれについて行きながら、

「で、何があったの？」

「行いき倒だおれらしい。それが、村の連中が昔よく世話になった人らしいんだ」

「なるほど」

　てきとーなあいづちをうちつつ、あたしは考える。

　行き倒れの人を宿屋に連れて行ったあと、滋じ養ようのあるものを食べさせるべきとかなんとか言って、おいしい店のリサーチをすれば良し！

　やがて、ゆく手に人だかりが見えてきて──

「魔道士さんを連れてきたぞ！　ケガをなおす魔法が使えるらしい！　ちょっと通してくれ！」

　連れのおっちゃんの呼びかけに、村人の列が二つに割れる。

　その先には、木の根本にぐったりとうずくまった男が一人。

　汚よごれてぼろぼろになってはいるが、もとはかなり仕立ての良さそうな服。うつむいた顔を乱れた髪かみが隠かくしている。

「しっかりしな！　今助けてやるからな！」

　誰かのそんなはげましに、男はわずかに顔を動かして──

「──え？」

　あたしは思わず足を止める。

　見おぼえがあったのだ。男の顔に。

　四角い顔にがっちりした体格。たくわえたあごひげはずいぶんぼろぼろになってはいるが、間ま違ちがいない。

「オルダスさん!?」

　──しばらく前。

　年老いた両親が、しょっちゅう危ないマネをして困る、とあたしに相談してきた人である。

　少し離はなれたクラムッサの町で商人をやっており、この村の人たちが世話になったというのも、たぶんそっちの関係だろう。

　知り合いか？　と、村人たちのつぶやきが聞こえる中、名を呼ばれた男──オルダス＝マッキンリーは、残る力をふりしぼるかのように、のろのろと顔を上げ、

「……リ……リナさん……？」

　あたしの名を呼んだ。

　そばに歩み寄り様子を見る。特に大きなキズなどはないようだが、ひどく弱っているようだった。

「とりあえず、どこかでゆっくり休ませないと」

「……ま……待って……く……」

　村人たちに向けて言ったことばに、オルダスさんはかすれた声をしぼり出す。

　耳をかたむければ、とぎれとぎれに、

「ち……父と……母……オーク……こっち……」

「──あー……」

　あたしはそれで事態を察する。

「りょーかい。そっちはあたしが何とかするから、今はゆっくり休んで」

　言うと彼はようやく安あん堵どの表情を浮うかべ、そのまま再びうなだれる。

「おい!?　しっかりしろ！」「気を確かに持て！」

「落ち着いて！」

　死んだとカン違いでもしたのか、どよめく村の人たちをあたしは一いつ喝かつ。

「たぶん気が抜ぬけて眠ねむっただけよ！　みんなで宿に連れて行って休ませて！　あたしはあとから行くわ」

「あとから──って……？」

「ちょっと、ね」

　尋たずねる誰だれかにことばをにごし、

「で、この人──オルダスさんがどっちからやって来たか、見てた人っている？」

　問いかけに、村の人たち何人かが、村の奥にある山の方を指さして、

「あっちの方からふらふらと……」

「オッケー！　じゃあ、彼のこと、宿までよろしく！」

　言うとあたしは返事も待たず、山の方へと向かい行く。

　予想が正しければ、おそらく──

　いくらも行かぬそのうちに、山の気配がざわついた。

　木々の梢こずえから飛び立つ鳥たち。それはあたしではなく、別の何かを警けい戒かいしてのこと。

　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱えつつ進み──それが完成するのとほとんど同時に。

　ざっ！

　ゆく手のしげみが揺ゆれて音を立て、そこから飛び出す影かげ二つ！

「ぷわぁっ！　これはなかなかっ！」

「ドキドキしますねぇ、おじいさん」

　じーちゃん一人とばーちゃん一人、合わせて二人はあたしの左右を駆かけ抜けながらもこちらに気がつき、

「おや？」

「リナさん」

　答えずあたしはタイミングを計る。

　眼前にひろがる山の緑。

　草木の葉鳴りが大きさを増し──

　──今だっ！

　あたしは唱えた術を解き放つ！

「轟風弾ウインド・ブリツドっ！」



　づばばばばばばばぁぁぁぁんっ！



　十数条の風の矢は、木の葉を草を貫つらぬき叩たたき、予想以上に派は手でな音を立てた。

　こちらに向かっていた草鳴りが、ひたりっ、と止まる。

　ためらうような間のあとに。

　ざざざざざざざっ！

　葉鳴りがあわてて遠ざかる。

　──おしっ。これでとりあえずオッケー。

「なんでまた、こんな所に？」

　後ろからかけられた声にふり向けば、少し離れた所で足を止め、息を整えているじーちゃんばーちゃん。

　この二人もまた、あたしの見知った顔だった。

　ほかでもない、さっき行き倒れていたオルダスさんの両親──つまりは、しょっちゅう危ないマネをして困る当人たち、父親のローサンと母親のマーサ。

　さっきのオルダスさんのことばから、またこの二人が、オルダスさん同どう伴はんの上で、オークとトラブルを起こした、という察しはついた。

　オーク──イノシシ人間、といった見た目の連中で、山や森の中で集団生活をしているのだが、時々畑を荒あらしたりするので害がい獣じゆう扱あつかいされることが多い。

　集団生活をして道具を扱う程度の知能はあり、人間にちょっかいをかけるとロクなことにならないことは知っているらしく、人の村や町を直接襲おそうようなことはまずない。

　そんな連中に追われていた、ということは、たぶん山の中で出くわして、何かトラブルにでもなったのだろう。

「ここの村で倒れてたオルダスさんから話を聞いたのよ」

　二人に向かってあたしは言う。

　彼が漏もらしたことばから事態を察したあたしは、じーちゃんばーちゃんを追って来ていただろうオークたちに向かって、攻こう撃げき呪文で威い嚇かく射しや撃げきをしたのだ。

　それで冷静さを取りもどしたオークたちは、人間の村近くまで来ていたことに気づき、引き返して行ったわけである。

「オルダスが行き倒れておった、と？」

「それで、息子むすこは無事だったんですか？」

「疲つかれて気絶してただけ。村の人たちが宿で休ませてくれてるはずよ。

　──それにしても──」

　深いため息ひとつつき、あたしは頭をぽりぽり掻かきつつあきれた声で、

「前にあたしとオルダスさんに言われたこと、忘れちゃったわけ？」

「──前に──」

「言われたこと──？」

　二人はきょとんっ、と顔を見合わせ、そして同時に、

『おお！』

　と、声を合わせて手を叩き、

「オルダスが一人だとさみしがるから」

「いっしょに死線をくぐって絆きずなを深めよう、というアレですね」

「言ってないわよそんなことっ！

　他人を巻き込んだおーごとになるかもしれないことはやめろ、って話！」

「……したかのぅ？　そんな話」

「しましたかねぇ？」

「し・た・のっ！

　言い方は違ったかもしんないけどっ！

　今回だってあたしがいなけりゃ、オークの群れを引き連れて村に突つっ込んでたでしょ！

　ンなことになったらおーさわぎよっ！」

「いや、そんな──」

「村を巻き込むつもりなんて──」

「前にも言ったけどつもりが無けりゃあ大だい丈じよう夫ぶなら、世の中に事故は起こんないわよっ！

　それとも何!?　オークに追いかけ回される『つもり』やオルダスさんがはぐれて行き倒れる『つもり』はあったわけ!?」

「……それは……」

「……その……」

　さすがに口ごもる二人。

　あたしは小さく吐と息いきをつくと、

「──ま、こんな所で話もなんだし。

　とにかく、オルダスさんの所へ行くわよ。説教の続きはそれから」

　言って村の方へと歩き出すのに、二人もしぶしぶながらついて来るのだった──



「……どうしたらいいと思います……？　二人のこと」

　村に一いつ軒けんだけある宿屋。

　夕方、ひと眠りして目をさまし、体力を回復したオルダスさんは、部屋にいたあたしから事情を聞いたあと、お礼のことばに続けてそう言った。

　部屋には彼の両親もいるが、そこはおかまいなし──いや、いるからこその質問なのかもしれないが。

「……んー……」

　部屋にあるイスに腰こしかけ、腕うでを組んであたしは呻く。

　前にやったように、つきあってらんない、と退散するのはたやすい。

　しかしさすがにこのままだとオルダスさんの身があぶないような気がするし、それにあたしの脳のう裏りには、前の時には思い浮かばなかった、ある手段があった。

「家族との絆を深めたい、って思いそのものは間ま違ちがっちゃあいないんだけどね。

　やり方が間違ってるせいで、家族や他ほかの人たちとの絆がグダグダになってる、ってのは、本末転てん倒とうとしか言いようがないわね。

　このままほっとくと死人が出かねないわ」

　当人たちがいるからこそ、あたしははっきりとそう口に出す。

　でもってさらに、小ばかにしたような口ぶりで挑ちよう発はつ。

「──というか、スリルがないと深められない絆って。

　本当はもう絆なんて無くて、それでようやくつながってる、って感じさえするわね」

「な、何を言うリナさん！　そんなことはありませんぞっ！」

「そうですよ！　わたしとおじいさんとの間には、深い深ぁい絆が──！」

「なら、スリル以外の方法で絆を確かめ合えば済むってだけの話でしょ？」

「……それはそうかもしれんが……」

「そうじゃない方法って……」

「考えがあるわ」

　言うとあたしは、力強くうなずいたのだった。



「──というわけだから。

　なんとかしてね。よろしく」

「いや。あの」

　あたしの頼たのみに、テーブルをはさんだ相手は困った顔であいまいに漏らす。

　黒いマントと片眼鏡モノクルのようなものをつけ、口ひげをたくわえた、顔色の悪い中年男。室内なのにシルクハットをかぶっているのは、それが彼のスタイルだからだろう。

　その目はせわしなく、あたしと、後ろに控ひかえた老夫婦二人との間を行ったり来たりしている。

「なんとか、と言われても」

「えー？

　あたしには、恋れん愛あいというのはどーだとかこーだとか、上から目線でいろいろ語っておきながら、長年連れ添そった夫婦の絆をさらに強める、なーんて程度のこともできなかったりするの？

　ふーん。その程度でよく恋愛相談所恋の巣箱ロマンス・ハイヴの使いエージエント、なんて名乗れたもんね。マスター・レックス。

　つまりあんたたちの語る恋愛なんて、長年連れ添った老夫婦の絆の足あし下もとにもおよばない、ってことね」

「──できない、とは言っておりません」

　あたしのことばを挑発と知りながらも、彼にはそう答えるしかなかった。

　レイクインという町のはずれにある、恋愛相談所恋の巣箱ロマンス・ハイヴ。

　恋愛相談所、ということになってはいるものの、実際には恋愛至上主義の連中を量産している団体で、あたしはかつて、ここを脱だつ会かいしたいという女性に手を貸したことがあったのだ。

　あたしはその時、このマスター・レックスと出会っていた。

　いわばかつての敵同士。相手がイヤな顔をするのは百も承知だが、毒をもって毒を制するのことば通り、変な恋愛集団をもって変な恋愛老夫婦を制する！

　個人的には双そう方ほう共とも倒だおれを狙ねらいたいところっ！

「しかし我々の恋愛講座は、お歳としを召めした方には少々刺し激げきが強すぎるのでは、と心配いたしましてね」

　マスター・レックスの言い訳は、しかし二人には逆効果。

「聞いたかばあさん。刺激が強いんじゃと♪」

「ドキドキしますねぇおじいさん♪」

　むしろうれしそうだったりする。

　……この二人は……

　マスター・レックスからは、断りたい空気がにじみ出まくっていたが、もちろんそんなことは許さない。

「最初に説明した通り、二人の身元は確か。当人たちも同意の上。会費も払はらう。無理な縁えん談だんを持って来いと言ってるわけじゃなく、当人同士の絆を強めたい。

　これで入会お断りっていうなら、ちゃんと理由を説明してもらいたいわね」

「──断る、などとは申しておりません。

　ただこちらとしても、あとで『聞いていなかった』などと言われるのは心外ですからね。

　恋愛の高みを目指す私どものカリキュラムの中には、命を落としかねないものすら存在しますので」

「……それ、もう恋愛カリキュラムじゃないよーな……

　それとっ！

　こっちの事情説明でわかったと思うけどっ！

　身を危険にさらしてドキドキ、ってゆーのがまわりにめーわくかけるから、違ちがうパターンを見つけるよう、って来てるんだから！

　極限状じよう況きようってのは無しよっ！」

「もちろんわかっておりますとも。

　私ども恋の巣箱ロマンス・ハイヴは百と八つの究極ロマンス技わざをはじめとして、数千パターンにも及およぶロマンス技の用意があります。

　そのうち極限状況パターンが封ふうじられたとて、さしたる問題ではありません」

「オッケー。

　あと、息子さんから二人のことを頼まれている立場上、あたしも立ち会わせてもらうけどいいわね？」

「──ふぅむ──」

　彼はあごに手を当て、しばし思案顔を浮うかべたあとで、

「本来、私どもでは見学も立ち会いも許可していないのですが──

　あなたとの一件以来、当方の会規も見直す部分があるかもしれない、との声が上がっております。

　途と中ちゆう退会も可能なように変へん更こうになりましたし、見学、立ち会いの点でも改善の検討は必要かもしれません。

　念のため、ここで見たことは一いつ切さい他言無用、という誓せい約やく書しよにサインをいただけるなら、私の一存でなんとかいたしましょう」

「りょーかい。

　二人もそれでいい？」

「もちろんじゃ」

「楽しみですねぇ」

　問えばじーちゃんばーちゃんも、二つ返事で即そくオッケー。

　かくて、あたしはめんどーな二人を、めんどーな組織にねじ込むことに成功したのだった！



　硬かたい靴くつ音おとが薄うす闇やみに響ひびく。

「こちらです」

　マスター・レックスが足を止めたのは、湿しめってよどんだ空気の中を、どれくらい下りて行った頃ころだろうか。

　彼は一枚のドアに手を伸のばし、開け放ったその先に──

『おおおおおおおおおおおおお……』

　あたしとじーちゃんとばーちゃんと、三人の感かん嘆たんの声が重なった。

　もろもろの書類記入がすんだあと。

　では早さつ速そく、と、マスター・レックスに案内されたのは建物の奥。

　地下へと続く階段がいくつもあり、うち一つをたった今、えんえんと下りて来たところなのだが──

　そこにあるドアを開いた先には、夜の町があった。

　すぐそばには数軒けんの家。ぽつりぽつりと街灯が灯ともり、空にちりばめられた月と星。

　もちろん本物ではない。地下に作られた人工の空間。

　──恋の巣箱ロマンス・ハイヴの地下には恋愛訓練施し設せつがある、と聞いたことはあったが、これがそのうちの一つということか──

　月と星はヒカリゴケか何かを使ってでもいるのだろうか。実際にはそれほど広大なわけではないのだろうが、暗さをうまく利用して広く見せている。

　ふり向けば、たった今あたしたちがくぐったドアも、遠い森と山の夜景が描えがかれ、閉めると風景に溶とけ込むようになっている。知らずに歩いていたならば、そこにドアがあると気づくのはむずかしいだろう。

　あたりを見回すあたしたちに、マスター・レックスはうやうやしげに一礼し、

「さて。

　それではまずお二方には、恋れん愛あい状じよう況きよう、禁断の恋を試ためしていただきます」

『禁断の恋!?』

　と、またまた重なるあたしたちの声。

「その通り。

　本来、想おもい合あってはならない二人。けれど心は止められない。そんな時ほど激しく恋は燃え上がるのです」

　なるほど。

　開けるな見るなと言われたらやってみたくなる、その心理を利用するわけか。

　とはいえ──

「りくつはわかるけど、どういう設定にするの？

　家同士の対立──なんて状況だと説得力もないし」

　若い二人というのなら、そういうこともあるだろうが、なにしろ双そう方ほういいお歳とし。むしろ家の決まりを作る側である。

　しかしマスター・レックスは動どう揺ようのそぶりすらなく、

「たやすいこと。

　道ならぬ不ふ倫りんの恋、ということにすれば良いのです」

「……不倫……と言われてものぅ」

「わたしたち夫婦ですし……」

「そこです」

　マスター・レックスは、まず、じーちゃんを指さして、

「つまりあなたは妻子ある身。そして──」

　と、今度は指先をばーちゃんに向け、

「一方あなたは夫も子供もある身。

　ならば！　二人が恋に落ちれば、すなわちそれはダブル不倫！」

『その発想は無かった！』

「いやあの。」

　ハモる二人につぶやくあたし。

　発想も何も、不倫じゃないし。

　しかしあたしはそのツッコミを、ぐっとがまんして呑のみ込んだ。

　何かが間ま違ちがっていよーが何だろーが、二人が満足するならそれで良し。まわりにめーわくをかけまくるよりマシである。

　あたしのつぶやきなど歯し牙がにもかけず、マスター・レックスは続ける。

「これからあなたたちには、ここにある二軒けんの家に行ってもらいます。

　──家人たちの眠ねむった夜、あなたたちはひっそりと家を抜ぬけ出して逢おう瀬せを楽しんでもらう、そういう状況です。

　ただし、あなたたちは互たがいの夫と妻から疑われ、監かん視し役としての使用人を置かれています。

　その使用人役は無論、私たちのスタッフが担当しますが、彼らは本気であなたたちを止めにかかります」

　彼のことばに合わせるかのように、闇やみの奥から歩み出たのは、執しつ事じ姿の男とメイド姿の女とり交ぜ六人一組、それが二チームの計十二人。

「……ずいぶん準備がいいわね」

「迅じん速そく、も我々のモットーですから。

　あなたたちが書類にサインをしておられる間に手配しておきました。

　──さて──」

　彼はばさりっ、とマントを大きくひるがえし、芝しば居いがかったしぐさで、じーちゃんばーちゃんに一礼し、

「お二人は彼らの目をくぐり抜けて出会うことができるかどうか。

　ご健けん闘とうを祈いのります」

「よーし。がんばるぞ、ばあさんや」

「またあとで会いましょうね、おじいさん」

　二人は六人ずつのスタッフに案内されて、別の方向へと歩み行き、やがて闇の奥へと姿を消した。

　あとに残るは、あたしとマスター・レックスのみ。

「──なるほど。一応理りにはかなってるわね。

　けどこれじゃあ、見学も立ち会いも無理っぽいわね」

「いえいえとんでもない。

　我々の協力者には、魔ま道どうに明るい方も多数いらっしゃいますのでね。

　恋れん愛あい指令室に行けば、状況の把は握あくは簡単です。

　さあ、こちらに──」

　言ってマスター・レックスは、きびすを返して闇の奥へと歩き出すのだった。



『銀の杯さかずき三番、目標見失いましたロスト！　そんな……!?　たった今までここにいたのに！』

『胴どうの剣けん六番、いまだ目標見つからず！　ありえない！　消えたとしか……！』

　あたしとマスター・レックスが、司令室とやらに着いた時、そこにはすでに怒ど号ごうが渦うず巻まいていた。

　さして大きくもない部屋には、デスクに着いた十人ほどのスタッフ。彼らそれぞれのデスクは、レグルス盤ばんと呼ばれる、離はなれた所に声を届ける魔法の道具マジツクアイテムがいくつか設置されている。

　……小さな魔道士協会なんぞより、よっぽど設備が整っていた。たしかにマスター・レックスが言っていたように、魔道士の協力者も多いのだろう。

　部屋の中央には大きなテーブル。その上には十軒ほどの家のミニチュアが並んでおり、数人のスタッフがむずかしい顔で、色のついた駒こまをあっちこっちへと動かしている。

　おそらくこれで、じーちゃんたちとスタッフの位置を把握するのだろう。

　……しかし設備はいいとして、部屋に満ちた空気は尋じん常じようではない。

　スタッフたち全員が、パニック一歩手前なのだ。

「……何だこれは……？」

　つぶやいたマスター・レックスに気づいたスタッフの一人がふり向き、非難じみた声を上げる。

「マスター・レックス！

　あなたが連れてきたあの二人、何者です!?」

「──どういうことだ？」

　意味がわからず問い返す彼に、スタッフは、悲鳴に近い大声で、

「状じよう況きようスタートの合図と同時に消えたんですよ！」

『消えた!?』

　ハモるあたしとマスター・レックス。

「消えた、というのは何だ!?」

「言葉通り、ほんの一いつ瞬しゆん目を離したスキにいなくなった、ということです！　二人ともですよ！

　皆みんなに捜さがさせていますが、見つかっていません！　こんなケース、はじめてです！」

「……一体何が起きている……!?」

　想定外のできごとに、マスター・レックスは、もともと悪い顔色を完全に土つち気け色いろに染めている。

　そのかたわらで──

「──マスター・レックス！　ちょっと来て！」

　ある可能性を思いつき、あたしは彼に声をかけた。

「何です!?　今は──」

「二人の居場所、わかるかもしんない！」

「──本当ですか!?」

「あくまで『かも』の話だけど──ついて来て！」

　言うとあたしは回れ右。たった今くぐったばかりのドアを抜ける。

　背後には、マスター・レックスがついて来る足音。

　ここまでやって来た道をそのまま逆にたどり、やがてたどり着いたのは、じーちゃんばーちゃんと別れたもとの場所。

　夜の町を再現したセットをぐるりと見回しても、あたりには誰だれの姿も無い。

「──ここは……しかし誰もいませんな」

　あたりを見回しつぶやくマスター・レックス。

　だがしかし。

　確信をもってあたしは声を上げる。

「オッケー！　二人とも、もういいから出てきて！」

「──何を言って──？」

　いぶかる彼のことばが終わるより早く。

　かちゃりっ、とドアの開く音。

「なんじゃい。もう良いのか」

「なんだかすんなり終わってしまいましたねぇ」

　あたしたちが地下に入って来たドアを開け、言いながら姿を見せたのは、言うまでもなくじーちゃんばーちゃん！

　そう！　二人は状況開始と同時に、いともあっさり全員の監視の目をかいくぐって脱だつ出しゆつし、何の打ち合わせもなくこの場所で合流すると、ドアの向こう、階段がわに身をひそめていたのだ。

「──なっ……!?

　馬ば鹿かなっ！

　我々のスタッフの目をかいくぐり、こんな所に……！

　一体どうやって……！」

　愕がく然ぜんとつぶやきよろめくマスター・レックスに、じーちゃんは苦く笑しようしながら、

「ああ。気にせんでくれ。

　わしらは日ひ頃ごろ、しょっちゅう家を抜け出しとるからのぅ。

　息子むすこや使用人たちも気にかけてわしらを見張る。

　それを出し抜くためにわしらも考え、技術を磨みがく。

　息子や使用人たちはさらにそれを止めるために──

　なんぞということを繰くり返しておったら、いつの間にか、まわりの人間の視線と意識とを別の方に向けてから、相手が視線を戻もどす方向を考えて回り込む、なんてことができるようになってしもうてのぅ」

「神かみ業わざっ!?

　──っていうかちょっと待って。あなたたち、前に、盗とう賊ぞくに捕つかまってたじゃない？」

　あたしのツッコミに、今度はばーちゃんが照れくさそうに、

「……あの時はスリルを求めてましたから……」

「わざとっ!?」

　──ひょっとしてこの二人──

　今までにグリフォンに追っかけられたりオークに追っかけられたりしていたが、本気になったらブッちぎれるところを、スリルを求めてわざと手を抜いていたんじゃあ……？

　そんな思いが脳のう裏りをよぎる。肯こう定ていされたらいろんな人が悲しすぎるので、あえて聞かないことにするが。

　じーちゃんは、呆ぼう然ぜんとしているマスター・レックスに、

「いやぁ……しかしその……

　悪いんじゃが、このコースには向いとらんかもしれん。

　正直、抜け出すのも苦労せんかったし、何より不ふ倫りんじゃと思うと、今ひとつ乗り切れなくてのぅ」

「あまり詳くわしくは話せないんですけれど、知り合いに、不倫で、それはそれは苦労した方がいらっしゃいましてねぇ……

　どきどきするどころか、その方のことを思い出してしまいまして……」

　と、ばーちゃん。

　むう……たしかに、知り合いにそーゆー状況でド不幸になった人がいるならば、この状況でどきどきラブラブしろ、という方が無理な相談である。

　そんな二人の説明を受けて。

「……ふ……」

　小さな笑い声は──

「ふ……ふふ……ふはははははははははははははは！」

　たった今まで我を失って佇たたずんでいたマスター・レックスの口から、哄こう笑しようへと変わってほとばしる！

「いいでしょう！　面おも白しろい！」

　彼はまっすぐ背を伸のばすと、大きくマントをひるがえし、

「どうやらあなた方は、我々恋の巣箱ロマンス・ハイヴを本気にさせてしまったようですな……！

　ならば！

　我々の持てる知識と技術の全すべてをもって、真の恋愛を教えましょう！

　その時になって後こう悔かいしてももう遅おそい！　首を洗って待っておくことですな！」

　闘とう志しをたぎらせ、朗々と、わけのわからぬ宣言をぶちかましたのだった！



　五日後。

「……悪いんじゃが……これはさすがに無い気がするのぅ」

「そうですねぇ。若い人はこういうのも好きなのかもしれませんけれど、わたしのような古い人間にはちょっと……

　この状況に気持ちを入れろ、とおっしゃられても……」

「……くっ……！　馬鹿な……！」

　じーちゃんばーちゃんが言うと、立ち会っていたマスター・レックスは、絶望のことばとともに、がっくりとその場にひざをついた。

　──彼らは完全に迷走していた。

　あれから。

　マスター・レックス、いや、恋の巣箱ロマンス・ハイヴはさまざまな恋れん愛あいの状況をじーちゃんとばーちゃん二人に試ためさせた。

　生き別れの後の再会、記き憶おく喪そう失しつ、不治の病やまい。

　しかしそのたびに二人は、しっくりこないと言う。

　ただ文句をつけているだけなら、いいから試しにやってみろ、と言うこともできただろう。

　しかしこの二人の場合──

　友人知人が実際にそうだった、とか、親類縁えん者じやが同じ状況で苦労した、とか、場合によっては自分たちですでに体験済み、とか、そんなのばっかし。

　実体験に基もとづいた上で合わない、と言われては、そうですか、としか応こたえようがない。

　おそるべし。じーちゃんばーちゃんの人生経験。

　ならば二人やその知人が体験したことのない状況を、と恋の巣箱ロマンス・ハイヴは手を替え品を替えするうちに、どんどんありえない状況を想定しはじめて──

　今に至る、というわけである。

　マスター・レックスは、ひざをついて脂あぶら汗あせを流しつつ、

「……何が足りない……!?　一体何が……？

　──そうか！　ドリル対触しよく手しゆというのがまだあった！」

「落ち着けあんたはぁぁぁぁぁっ！」

　これまでは共とも倒だおれ狙ねらいで基本的には黙だまっていたが、さすがにとぉとぉ見かねてあたしはツッコミを入れる。

　彼のえり首掴つかみ起こしてかっくんかっくん揺ゆさぶりながら、

「そんな恋愛ジャンルは無いっ！

　完全に方向間ま違ちがってるわよ！　──ってゆーかこの恋の巣箱ロマンス・ハイヴ自体が方向間違ってる気がするけどそれはとにかくっ！

　未体験の状況っていっても、絶対体験するはずの無い状況だと意味無いでしょーがっ！

　大体、どーゆー人生送ったらこんなことになるか、考えたことある!?」

「──それはもちろん──」

　マスター・レックスは、言ってじーちゃんばーちゃんの方に視線を向ける。

　場所は恋の巣箱ロマンス・ハイヴの地下にあるセット。

　あたりに溶よう岩がんの流れるカフェテラスでは、背中にでっかい羽の生えた全身鎧よろいを纏まとって両手にたいまつを持ったじーちゃんと、ドラゴンくらいの大きさのカエルのつくりものの額から船首像フイギユアよろしく生えたばーちゃんが、髪かみの伸びるホラーな人形をマシュマロと一いつ緒しよに大おお鍋なべで煮に込こんでいた。

「……言われてみれば……

　少し不自然かもしれん」

「どこが少しよどこがっ!?」

「人生は何が起こるかわからん、と言うし……」

「コレが起こんないことだけはわかるわよっ！

　そもそもコレもう恋愛でもなんでもないじゃない！」

「……し……しかし……ならこれ以上、一体どうすれば……」

　すっかり自信を失って、気弱に目をそらすマスター・レックス。

　もちろんそんなこと、あたしに聞かれても困るのだが──

　その時。

『手こずっているようだな。マスター・レックス』

「あ──あなた様はっ……!?」

　突とつ如じよ響ひびいた男の声に、マスター・レックスは跳はねるように姿勢を正す。

　あたりに居合わせた恋の巣箱ロマンス・ハイヴのスタッフたちも、こわばるように──いやむしろ、畏おそれるように直立不動に。

　──声の主はここにはいない。伝声管か魔法の道具マジツクアイテムを介かいして、どこかから音を届けているのだ。

　おそらくは、初日に見た司令室のような所から、こちらの様子を窺うかがっていた何者か、なのだろうが──

「誰だれ？」

「……それは……」

　尋たずねるあたしにとまどうマスター・レックス。そこに声が、

『かまわん。教えてやれ』

「……わかりました」

　ごくりっ、と一つのどを鳴らし、彼は口を開く。

「あの方は──この恋の巣箱ロマンス・ハイヴの創始者にして支配者たるお方」

「あんたがボスじゃなかったの？」

「とんでもない。私はあくまで使いエージエント。そう申し上げたはずですが。

　無論、多少の裁量は任せられていますが──

　あの方は、私など足あし下もとにも及およばぬ存在。

　本名も素す性じようも謎なぞなれど、まごうことなき恋愛の始祖にして恋愛の王！

　ゆえに私たちは無限の敬意を込こめてこう呼んでいるのです！

　恋こいキング、と！」

「二つ名しょぼっ！」

「しょぼいとは失礼な！」

『──良い』

　重々しい一言が、マスター・レックスの激げつ昂こうを瞬しゆん時じに鎮しずめる。

　名前のセンスはさておいて、人望があるのは間違いない。

『しかしマスター・レックスよ。お前を手こずらせるとは、その二人、なかなかのもの。

　どうやらここは、この私が出ねばならぬようだ』

「恋キング様が直じき々じきに!?

　いえ！　あなた様のお手をわずらわせるようなことは──！」

『私が直接指南してみたいのだよ』

　キング、とまで呼ばれる者にそう言われては、マスター・レックスにそれ以上のことばがあろうはずもない。

「はっ……よろしくお願いいたします」

　かぶっていたシルクハットを片手で脱ぬいで、慇いん懃ぎんに一礼する。

『良かろう』

　尊大なことばとともに地鳴りが響ひびく。

　天から降ふり来くる白びやつ光こうが、じーちゃんばーちゃんのいるカフェテラスの一角を丸く照らし出した。

　セットの天てん井じようが円く口を開け、光があふれているのだ！

　そしてそこからゆっくりと、降りてくるのは影かげ一つ！

　──いや、影というのは正しくない。

　まっ白い靴くつにスラックス、そしてスーツが光を跳はね散らして薄うす闇やみを照らすそのさまは、光臨という表現こそがふさわしい。

　おそらくは浮遊レビテーシヨンか何かの術を使って降りているのだろう。ポーズも妙みようにハマっている。

　それは一人の金きん髪ぱつの男──

　整った顔立ちで、年ねん齢れいは……正直、よくわからない。

　マスター・レックスと同じと言われても二は十た歳ちと言われても納なつ得とくしてしまうだろう。

『………………おおおおおおお……』

　感かん嘆たんと歓かん喜きの声を上げ、まるで待ち望んだ神を迎むかえるかのように、マスター・レックスが、他ほかのスタッフたちが感かん涙るいとともにひざまずく。

　てか泣くな。おまいら。

　現れた男が美形だ、という点はあたしも認めるが……泣くまでって。

　しかし彼らにとっては、それほど崇すう拝はいすべき対象、ということなのだろう。

　恋の巣箱ロマンス・ハイヴの真の主あるじ、恋キングと呼ばれた男。

　彼は優ゆう雅がなしぐさで、じーちゃんばーちゃんの方をふり向いて──

「おや？　ひょっとしてチャックくんかね？　ファウラーさんちの？」

　じーちゃんの呼びかけに、キングの動きがぴたりと止まる。

「あらあら本当。ひさしぶりですねぇ」

　にこにこ笑え顔がおで言うばーちゃんに、キングの驚きよう愕がくの声が続いた。

「──マ──マッキンリー師し匠しようっ!?」

『師匠っ!?』

　あたしとマスター・レックスと、他皆さんの声が重なる。

　知り合いっ!?

「そうとも！」

　キングはじーちゃんばーちゃんとあたしたち、交こう互ごに目をやりながら、興奮した口ぶりで、

「ああ！　私はこのマッキンリーご夫妻に出会って愛の偉い大だいさを知り、こうして恋の巣箱ロマンス・ハイヴを創設したのだ！

　いわば彼らこそ私の師匠！」

「おいおいチャックくん、その師匠というのはやめてくれんか」

「なんだかこそばゆいですわ」

「いえいえご謙けん遜そんを。

　しかし、長年お会いしていなかったとはいえ、声でお二人だと気づかなかったとは、我ながら恥はずかしい限り。

　あなた方がお相手となれば、そのあなた方にあこがれて始めた私たちの技わざが通じないのも納得できます。

　自分では多少なりとも成長したつもりでしたが、いやはや、まだまだです。

　よろしければ、最近のお二人がどんなふうに絆きずなを深め合っておられるのか、ぜひお聞かせ願います！

　お前たちもよく聞くんだぞ！」

　マスター・レックスたちは、いまだ状じよう況きようを掴めぬまま──しかしキングに心しん酔すいする彼らが、キングのおすすめに興味を抱いだかぬはずもない。

「それはぜひ！」

「お聞かせください！」

　期待に目をきらめかせ、身を乗り出す恋の巣箱ロマンス・ハイヴの面々に、じーちゃんばーちゃんはまんざらでもない様子。

「いやぁ、たいした話でもないんじゃが」

「年寄りの話が役に立ちますかねぇ」

　そんなふうに──

　盛り上がる一同の後ろで、あたしは一人、ひっそりときびすを返す。

　さあ、戻もどろう。

　両親をなんとかしてくれ、と頼たのんだオルダスさんのもとへ。

　そして胸を張り、自信をもって伝えよう。

　無理でした！　と──



（新たなる絆きずなを求めて：‥おしまい）



    

  
    
      
　あとがき


作者　＋　Ｌ



作：‥愛。それは永遠のテーマ。

　　というわけで、さまざまな愛の形を描ききったスレイヤーズすまっしゅ。五巻、『恋せよオトメ』をお送りしますっ！

Ｌ：‥いや待って！

　　描ききった、は言い過ぎっ！

　　というかそもそも、この巻に入ってる話、テーマは愛、って言っていーの!?

作：‥何を言う!?　作中でこんなに愛だ恋だと連れん呼こしてるのにっ！

Ｌ：‥してるけどっ！

　　何かこぅ、根本的な部分で間違ってるよーな気が……

作：‥ちなみにこの話に出てくる組織『恋の巣箱ロマンス・ハイヴ』、タイガーマスクの闇プロレス養成組織『虎とらの穴』をイメージしていたんで、最初はそんな感じの名前にしようかと思ったんだが、なんだかエロヤバい感じの字じ面づらと読みガナにしかならなかったんで、あわてて変えたことは秘密だっ！

　　ほらっ！

　　これほどまでに愛にあふれているんだぞっ！

Ｌ：‥──じゃあもう愛でいいです。

作：‥投げたっ!?

　　……なぜだろう。反論されるより納得いかぬ。

Ｌ：‥まーまー。気にしない気にしない。

　　あたたかいお茶でも飲みながら、自分が愛とかそーゆー人間の心を理解するなんてムリな話だ、って悟さとればいーのよ。

作：‥悟るかぁぁぁぁっ！

　　いやまあ、あったかいお茶の方は確かに魅み力りよく的てきだがっ！

Ｌ：‥秋以降、めっきり寒くなって来たし。

　　もう冬よ。冬。

作：‥うぅむ。時間がたつのは早いものよ。

　　あ。冬といえば、おしらせなのですが。

　　もーすぐ年賀状の季節ではあるんですが、来年、二○一二年は、年賀状ではなく寒中お見舞いのハガキをお送りさせていただきます。

　　なので、ファンレターをくださったみなさんのもとには、元日ではなく、ちょっと前後して届くことになると思いますので。

Ｌ：‥へ？　身内に何かあったの？

作：‥いや。そーゆーわけじゃあないんだが。

　　ほら、春に震災があっただろ？

Ｌ：‥……あー……

作：‥おーえんしてくださってる人の中にも、あれで被ひ災さいされた方っていると思うんだ。

　　遅ればせながら、お見舞い申し上げます。

　　なんで、年賀状じゃなく寒中お見舞い、とゆー形で。

　　中には、今さら、って思う人もいるかもしれないけど、報道される度合いが減ったからって忘れちゃあいけないと思うんだ。

　　引きずる、って意味じゃあなく、乗り越えてより良い未来へ進む、って意味で。

Ｌ：‥まあ実際、まだ完全復興したわけでもないし。

　　──けどだいじょーぶなの？　こんな話して。

　　作者あんたって、あとがきで真ま面じ目めな話をするたびに喀かつ血けつするって聞いたけど？

作：‥するかっ！

　　何の呪のろいだそれはっ!?

　　……あ。そうそう。お知らせといえばもう一つ。

　　実のところを言うと、ドラゴンマガジン誌上で発表された『すまっしゅ。』は、この巻に収録されている話で全部、ということだったりします。

Ｌ：‥え!?　つまりこれで『すまっしゅ。』はおしまい、ってこと!?

作：‥……さあ……？

Ｌ：‥さあ……って待て作者。

　　何そのいーかげんな答えっ!?

作：‥ドラゴンマガジン誌上ではひとまず、ってことになってるけど、出版物なんかもどんどん電子書籍とかに移行してる時期だし。

　　いつどこで、ひょっこり復活するかもしれない、とゆー状態。

Ｌ：‥なるほど……

　　……って、え？

　　じゃあ、前からの約束だった、あたしの外伝を毎月一冊ずつとあらいずみさんによるＢ全判フルカラーコミック　ガッツだ☆Ｌぴょん　接触編・発動編各五十巻ずつってどーなるの!?

作：‥そんな約束は無いッ！

　　つかその各編タイトル、もれなく宇宙リセットエンドだよなっ!?

Ｌ：‥じゃあ序・破・Ｑとかでもいいけど。

作：‥ないから。どっちにしてもないから。

Ｌ：‥でも何にしても、作者が書かなきゃあ何もはじまんないわけだし。

　　きりきり書くよーに！

　　目標は一日一冊！

作：‥無茶言うなっ！

　　いや、まあもちろん、オレが書かなきゃあはじまらない、って所は事実なんだけど。

Ｌ：‥なら伝説に聞くカンヅメしかないわねっ！

　　一定時間内にノルマ枚数が書けないと、頭上からサバ缶がゴドゴド落ちてきて、すっごい痛いってゆー！

作：‥違うから！　カンヅメってそーゆーんじゃないから！

Ｌ：‥うみゅぅ……

　　作者がモ○ハンにハマっている時だったら、ノルマを下回るたびに、レア素材や装備を一つずつ売ってゆく、ってテも使えたのに。

作：‥やめてー！　それは本当にやめてー！

Ｌ：‥……サバ缶でどつき回されるより、こっちの方をイヤがる、ってゆーのもどーかと思うけど……

　　とにかく、がんばるよーに。

作：‥あ。はい。

　　なるべく早く、みなさんとまたお会いできるよーにしたいと思います。

Ｌ：‥レア素材で作者が反省したところで。

　　それじゃあみなさん、またいつかどこかで。

　　じゃーねー。



あとがき：‥おしまい
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